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1

苫
小
牧
駒
澤
大
学
紀
要　

第
二
十
号　

二
〇
〇
九
年
三
月

　
　

関 

稔
先
生
の
ご
退
職
に
よ
せ
て

学　

長 　

片　

山　

晴　

賢

　

関 

稔
先
生
は
平
成
二
十
一
年
三
月
を
も
ち
ま
し
て
ご
退
職
な
さ
い
ま
す
。
先
生
、
長
い
あ
い
だ
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。
長

い
お
付
合
い
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
時
期
に
先
生
は
専
任
の
職
を
辞
さ
れ
、
ま
た
、
卒
業
生
と
の
別
れ
も
ご
ざ
い
ま
す
。
先
生
の
ご
退
職
に
あ
た
り
、
一
言
送
別

の
ご
挨
拶
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

先
生
は
、
昭
和
四
十
七
年
か
ら
駒
澤
大
学
北
海
道
教
養
部
に
平
成
十
一
年
ま
で
奉
職
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
間
に
岩
見
沢
駒
澤
短

期
大
学
・
北
海
道
大
学
非
常
勤
講
師
・
駒
澤
大
学
北
海
道
教
養
部
部
長
等
を
歴
任
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
間
に
イ
ン
ド
の
ナ

ー
ラ
ン
ダ
ー
仏
教
研
究
所
に
留
学
さ
れ
た
り
、
そ
の
学
問
に
対
す
る
真
摯
な
姿
は
学
生
の
憧
憬
の
的
で
し
た
。

　

先
生
は
教
養
部
退
職
後
、
平
成
十
二
年
に
仏
教
学
の
教
授
と
し
て
本
学
に
着
任
さ
れ
、
平
成
十
四
年
四
月
か
ら
は
苫
小
牧
駒
澤
大

学
国
際
文
化
学
部
長
、
学
長
事
務
取
扱
を
、
さ
ら
に
平
成
十
六
年
七
月
に
三
代
目
学
長
職
に
就
か
れ
て
、
本
学
の
充
実
発
展
に
努
力

さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
学
校
法
人
駒
澤
大
学
の
理
事
・
評
議
員
に
就
任
さ
れ
た
よ
う
に
実
務
面
に
お
い
て
も
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
の
学
会
・
社
会
の
活
動
等
を
み
ま
す
と
、
学
会
役
員
で
は
「
北
海
道
印
度
哲
学
仏
教
学
会
常
任
理
事
」「
印
度
学
宗
教
学
会

評
議
員
」
を
勤
め
ら
れ
て
お
り
、
審
議
会
委
員
で
は
「
北
海
道
苫
小
牧
東
高
等
学
校
評
議
員
」「
室
蘭
開
発
建
設
入
札
監
視
委
員
会

委
員
」「
苫
小
牧
市
公
営
企
業
等
審
議
会
委
員
」
を
歴
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
研
究
業
績
等
を
素
人
の
私
が
み
て
も
説
明
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
論
文
の
数
だ
け
を
述
べ
て
ご
勘
弁
願
い
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
れ
は
イ
ン
ド
仏
教
を
中
心
に
二
十
三
編
・
著
書
四
冊
が
発
表
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
他
書
評
紹
介
が
十
編
、
事
典
項
目
執
筆
・

雑
誌
新
聞
寄
稿
と
広
く
学
会
活
動
を
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
以
上
の
よ
う
な
重
鎮
の
先
生
が
ご
退
職
な
さ
る
こ
と
は
本
学
に
と
っ
て
非
常
な
損
失
で
は
あ
り
ま
す
が
、

先
生
に
は
客
員
教
授
と
し
て
本
学
に
残
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
が
せ
め
て
も
の
救
い
に
な
る
こ
と
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
我
々
を
今
以
上
に
ご
指
導
し
て
い
た
だ
き
た
く
お
願
い
致
し
ま
し
て
、
紀
要
本
号
に
関 

稔
先
生
に
対
す
る
謝

意
の
一
端
を
示
す
も
の
と
し
て
表
す
る
次
第
で
す
。
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

（
か
た
や
ま　

は
る
か
た
・
本
学
教
授
）
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苫
小
牧
駒
澤
大
学
紀
要　

第
二
十
号　

二
〇
〇
九
年
三
月

関 
稔
教
授　

略
歴
お
よ
び
主
な
業
績

　
【 

学　
　

歴 

】

昭
和
三
四
年
三
月　
　

北
海
道
士
別
高
等
学
校
卒
業

昭
和
三
八
年
三
月　
　

北
海
道
大
学
文
学
部
哲
学
科
卒
業

昭
和
四
○
年
三
月　
　

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

昭
和
四
三
年
三
月　
　

北
海
道
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
満
期
退
学

　
【 

在
外
研
修 

】

昭
和
五
二
年
三
月　
　

ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
仏
教
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
イ
ン
ド
、
昭
和
五
三
年
三
月
ま
で
）

　
【 

職　
　

歴 

】

昭
和
四
三
年
四
月　
　

駒
澤
大
学
附
属
岩
見
沢
高
等
学
校
専
任
講
師
（
昭
和
四

四
年
三
月
ま
で
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

駒
澤
大
学
北
海
道
教
養
部
非
常
勤
講
師
（
昭
和
四
七
年

三
月
ま
で
）

昭
和
四
七
年
四
月　
　

駒
澤
大
学
北
海
道
教
養
部
専
任
講
師

昭
和
五
二
年
四
月　

  

岩
見
沢
駒
澤
短
期
大
学
専
任
講
師
（
北
海
道
教
養
部
か

ら
移
籍
）

昭
和
五
三
年
四
月　
　

岩
見
沢
駒
澤
短
期
大
学
助
教
授

昭
和
五
七
年
四
月 　

 
北
海
道
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
（
昭
和
五
九
年
三
月

ま
で
）



4

関 

稔
教
授　

略
歴
お
よ
び
主
な
業
績

昭
和
六
○
年
四
月　
　

岩
見
沢
駒
澤
短
期
大
学
教
授

昭
和
六
○
年
四
月　
　

岩
見
沢
駒
澤
短
期
大
学
・
駒
澤
大
学
北
海
道
教
養
部
教
務
課
長
（
昭
和
六
二
年
三
月
ま
で
）

昭
和
六
一
年
四
月　
　

駒
澤
大
学
北
海
道
教
養
部
教
授
（
岩
見
沢
駒
澤
短
期
大
学
か
ら
移
籍
）

平
成
元
年
四
月　
　
　

駒
澤
大
学
北
海
道
教
養
部
教
務
主
任
（
平
成
三
年
三
月
ま
で
）

平
成
四
年
四
月　
　
　

北
海
道
大
学
文
学
部
非
常
勤
講
師
（
平
成
六
年
三
月
ま
で
）

平
成
五
年
四
月　
　
　

駒
澤
大
学
北
海
道
教
養
部
長
（
平
成
七
年
三
月
ま
で
）

平
成
一
○
年
四
月　
　

苫
小
牧
駒
澤
大
学
国
際
文
化
学
部
非
常
勤
講
師
（
平
成
一
二
年
三
月
ま
で
）

平
成
一
一
年
三
月　
　

駒
澤
大
学
北
海
道
教
養
部
退
職

平
成
一
二
年
四
月　
　

苫
小
牧
駒
澤
大
学
国
際
文
化
学
部
教
授

平
成
一
二
年
一
二
月　

苫
小
牧
駒
澤
大
学
ア
イ
ヌ
文
化
及
び
環
太
平
洋
先
住
民
族
文
化
研
究
所
長
（
平
成
一
四
年
三
月
ま
で
）

平
成
一
四
年
四
月　
　

苫
小
牧
駒
澤
大
学
国
際
文
化
学
部
長
、
駒
澤
大
学
評
議
員
（
平
成
一
六
年
七
月
ま
で
）　

平
成
一
五
年
六
月　
　

苫
小
牧
駒
澤
大
学
長
事
務
取
扱
（
平
成
一
五
年
七
月
ま
で
）　

平
成
一
六
年
七
月　
　

苫
小
牧
駒
澤
大
学
長
、
駒
澤
大
学
理
事
・
評
議
員
（
平
成
一
八
年
三
月
ま
で
）　

平
成
一
八
年
四
月　
　

苫
小
牧
駒
澤
大
学
学
長
補
佐
（
平
成
一
九
年
三
月
ま
で
）　

平
成
一
九
年
四
月　
　

苫
小
牧
駒
澤
大
学
学
務
顧
問
（
平
成
二
一
年
三
月
ま
で
）　

平
成
二
一
年
三
月　
　

苫
小
牧
駒
澤
大
学
退
職　

　

  【
学
会
お
よ
び
社
会
に
お
け
る
活
動
等
】

﹇
学
会
役
員
﹈

昭
和
六
○
年
一
一
月　

北
海
道
印
度
哲
学
仏
教
学
会
常
任
理
事
（
現
在
に
至
る
）

平
成
三
年
五
月　
　
　

印
度
学
宗
教
学
会
評
議
員
（
現
在
に
至
る
）

﹇
共
同
研
究
﹈

昭
和
五
八
年
四
月　
　

文
部
省
科
学
研
究
補
助
金
総
合
研
究
（
Ａ
）「
北
海
道
開
教
史
の
研
究
」
に
参
加
（
昭
和
六
〇
年
三
月
ま
で
）

昭
和
六
二
年
四
月　
　

文
部
省
科
学
研
究
補
助
金
総
合
研
究
（
Ａ
）「
仏
教
に
お
け
る
生
死
観
の
総
合
的
研
究
」
に
参
加
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苫
小
牧
駒
澤
大
学
紀
要　

第
二
十
号　

二
〇
〇
九
年
三
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
元
年
三
月
ま
で
）

平
成
六
年
四
月　
　
　

文
部
省
科
学
研
究
補
助
金
総
合
研
究
（
Ａ
）「
イ
ン
ド
的
自
然
観
の
研
究
」
に
参
加
（
平
成
八
年
三
月
ま
で
）

﹇
社
会
教
育
・
生
涯
教
育
﹈

平
成
元
年
度　
　
　
　

滝
川
市
福
寿
大
学
講
師
（
平
成
四
年
度
ま
で
）

﹇
審
議
会
委
員
等
﹈

平
成
一
六
年
四
月　
　

北
海
道
苫
小
牧
東
高
等
学
校
評
議
員
（
平
成
二
一
年
三
月
ま
で
）

平
成
一
六
年
九
月　
　

室
蘭
開
発
建
設
部
入
札
監
視
委
員
会
委
員
（
平
成
一
八
年
三
月
ま
で
）

平
成
一
六
年
九
月　
　

苫
小
牧
市
公
営
企
業
等
審
議
会
委
員
（
平
成
一
九
年
三
月
ま
で
）

　

  【
教
育
研
究
業
績
】

﹇
著
書
﹈                                                              

一　
『
ブ
ッ
ダ
の
生
涯
』（
原
始
仏
典 
一
）　

共
訳
著  

昭
和
六
○
年
四
月  

講
談
社 

二　
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
Ⅱ
』（
原
始
仏
典 
四
） 

共
訳
著  

昭
和
六
○
年
七
月  

講
談
社            

三　
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
Ⅲ
』（
原
始
仏
典 
五
） 
共
訳
著  

昭
和
六
○
年
一
○
月  

講
談
社   

四　
『
ブ
ッ
ダ
の
こ
と
ば
Ⅳ
』（
原
始
仏
典 

六
）  
共
訳
著  

昭
和
六
一
年
一
月  

講
談
社

﹇
論
文
﹈                                                          

一　
「
ジ
ャ
ー
タ
カ
・
マ
ー
ラ
ー
に
関
す
る
一
考
察
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
一
五-

一
、
昭
和
四
一
年
一
二
月
、
日
本
印
度
学

仏
教
学
会
）

二　
「
仏
典
に
現
わ
れ
る
「
亀
」
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
一
七-

二
、昭
和
四
一
年
一
二
月
、日
本
印
度
学
仏
教
学
会
）

三　
「
紹
徳
等
訳
『
大
乗
随
転
宣
説
諸
法
経
』
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
一
八-

二
、
昭
和
四
五
年
三
月
、
日
本
印
度

学
仏
教
学
会
）

四　
「「
遠
い
因
縁
」
考
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
二
○-

二
、
昭
和
四
七
年
三
月
、
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
）

五　
「「
鳥
と
火
」
の
話
」（『
北
海
道
駒
澤
大
学
研
究
紀
要
』
七
、
昭
和
四
七
年
一
一
月
、
駒
澤
大
学
北
海
道
教
養
部
・
岩
見
沢
駒
澤

短
期
大
学
）



6

関 

稔
教
授　

略
歴
お
よ
び
主
な
業
績

六　
「
初
期
仏
教
教
団
に
お
け
る
異
端
者
の
問
題
」（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
三
四
、
昭
和
四
九
年
三
月
、
日
本
仏
教
学
会
）

七　
「
因
縁
物
語
序
偈
雑
感
」（『
北
海
道
駒
澤
大
学
研
究
紀
要
』
九
・
一
○
合
併
号
、
昭
和
五
○
年
一
月
、
駒
澤
大
学
北
海
道
教
養
部
・

岩
見
沢
駒
澤
短
期
大
学
）    

八　
「
ブ
ッ
ダ
の
笑
い
」（
岡
本
素
光
博
士
喜
寿
記
念
論
集
『
禅
思
想
と
そ
の
背
景
』、
昭
和
五
○
年 

七
月
、
春
秋
社
）

九　
「
仏
陀
と
ナ
ー
ラ
ン
ダ
ー
」（『
北
海
道
駒
澤
大
学
研
究
紀
要
』
一
四
、
昭
和
五
四
年
二
月
、
駒
澤
大
学
北
海
道
教
養
部
・
岩
見

沢
駒
澤
短
期
大
学
）

一
○　
「tiracchāna-kathā

とtiracchāna-kathika

」（『
北
海
道
駒
澤
大
学
研
究
紀
要
』
一
五
、
昭
和
五
五
年
三
月
、
駒
澤
大
学

北
海
道
教
養
部
・
岩
見
沢
駒
澤
短
期
大
学
大
学
）

一
一　
「「
愚
か
な
パ
ン
タ
カ
」
伝
承
考
（
一
）」（『
北
海
道
駒
澤
大
学
研
究
紀
要
』
一
九
、
昭
和
五
九
年
三
月
、
駒
澤
大
学
北
海
道

教
養
部
・
岩
見
沢
駒
澤
短
期
大
学
）

一
二　
「
釈
尊
観
の
一
断
面
」（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
五
○
、
昭
和
五
九
年
三
月
、
日
本
仏
教
学
会 

）

一
三　
「「
愚
か
な
パ
ン
タ
カ
」
伝
承
考
（
二
）」（『
北
海
道
駒
澤
大
学
研
究
紀
要
』
二
○
、
昭
和
六
○
年
三
月
、
駒
澤
大
学
北
海
道

教
養
部
・
岩
見
沢
駒
澤
短
期
大
学
）

一
四　
「
大
乗
寺
所
蔵
資
料
目
録 

﹇
曹
洞
宗 
余
市
郡
余
市
町
﹈」（『
北
海
道
開
教
史
の
研
究―

個
別
寺
院
・
神
社
・
教
会
所
蔵
資
料

目
録―

』、
昭
和
六
○
年
四
月
、
北
海
道
開
教
史
研
究
会
）

一
五　
「
生
苦
考
」（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
二
、
昭
和
六
二
年
一
○
月
、
北
海
道
印
度
哲
学
仏
教
学
会
）

一
六　
「
生
死
観
に
つ
い
て
の
一
考
察
」（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
三
、
昭
和
六
三
年
一
○
月
、
北
海
道
印
度
哲
学
仏
教
学
会
）

一
七　
「
自
殺
考
」（
藤
田
宏
達
博
士
還
暦
記
念
論
集
『
イ
ン
ド
哲
学
と
仏
教
』、
平
成
元
年
一
一
月
、
平
楽
寺
書
店
）

一
八　
「
布
施
に
関
す
る
一
考
察
」（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
五
、
平
成
二
年
一
○
月
、
北
海
道
印
度
哲
学
仏
教
学
会
）

一
九　
「
ク
ル
国
遊
行
考
」（『
駒
澤
大
学
北
海
道
教
養
部
研
究
紀
要
』
二
八
、
平
成
五
年
三
月
、
駒
澤
大
学
北
海
道
教
養
部
）

二
○　
「
二
人
の
プ
ン
ナ
」（
今
西
順
吉
教
授
還
暦
記
念
論
集
『
イ
ン
ド
思
想
と
仏
教
文
化
』、
平
成
八
年
一
二
月
、
春
秋
社
）

二
一　
「
仏
教
に
お
け
る
自
然
観
」（『
駒
澤
大
学
北
海
道
教
養
部
研
究
紀
要
』
三
二
、
平
成
九
年
三
月
、
駒
澤
大
学
北
海
道
教
養
部
）

二
二　
「
説
話
と
教
理
の
関
係
に
関
す
る
一
考
察
」（『
駒
澤
大
学
北
海
道
教
養
部
研
究
紀
要
』
三
四
、
平
成
一
一
年
三
月
、
駒
澤
大

学
北
海
道
教
養
部
）
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苫
小
牧
駒
澤
大
学
紀
要　

第
二
十
号　

二
〇
〇
九
年
三
月

二
三　
「
仏
弟
子
ス
バ
ッ
ダ
考
」（『
苫
小
牧
駒
澤
大
学
紀
要
』
五
、
平
成
一
三
年
三
月
、
苫
小
牧
駒
澤
大
学
）

﹇
書
評
・
紹
介
﹈

一　

梶
山
雄
一
他
編
『
原
始
仏
典
（
全
一
○
巻
）』（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
一
、昭
和
六
一
年
一
○
月
、北
海
道
印
度
哲
学
仏
教
学
会
）

二　

前
田
恵
学
編
『
現
代
ス
リ
ラ
ン
カ
の
上
座
仏
教
』（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
二
、
昭
和
六
二
年
一
○
月
、
北
海
道
印
度
哲
学
仏
教

学
会
）

三　

高
崎
直
道
博
士
還
暦
記
念
会
編
『
高
崎
直
道
博
士
還
暦
記
念
論
集　

イ
ン
ド
学
仏
教
学
論
集
』（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
三
、
昭

和
六
三
年
一
○
月
、
北
海
道
印
度
哲
学
仏
教
学
会
）

四　

佐
々
木
教
悟
著
『
イ
ン
ド･ 

東
南
ア
ジ
ア
仏
教
研
究
（
Ⅰ
〜
Ⅲ
）』（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
四
、
平
成
元
年
一
○
月
、
北
海
道

印
度
哲
学
仏
教
学
会
）

五　

干
潟
龍
祥
・
高
原
信
一
訳
『
ジ
ャ
ー
タ
カ
・
マ
ー
ラ
ー
』（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
六
、
平
成
三
年
一
○
月
、
北
海
道
印
度
哲
学

仏
教
学
会
）

六　

中
村
元
監
修
・
補
註
『
ジ
ャ
ー
タ
カ
全
集
（
全
一
○
巻
）』（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
七
、
平
成
四
年
一
○
月
、
北
海
道
印
度
哲

学
仏
教
学
会
）

七　

仏
教
思
想
研
究
会
編
『
信
（
仏
教
思
想
一
一
）』（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
八
、平
成
五
年
一
○
月
、北
海
道
印
度
哲
学
仏
教
学
会
）

八　
『
前
田
恵
学
博
士
頌
寿
記
念 

仏
教
文
化
学
論
集
』（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
九
、平
成
六
年
一
○
月
、北
海
道
印
度
哲
学
仏
教
学
会
）

九　

上
村
勝
彦
・
宮
元
啓
一
編
『
イ
ン
ド
の
夢
・
イ
ン
ド
の
愛
』（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
一
○
、
平
成
七
年
一
○
月
、
北
海
道
印
度

哲
学
仏
教
学
会
）

一
○　

河
野
訓
『
漢
訳
仏
伝
研
究
』（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
二
二
、
平
成
一
九
年
一
○
月
、
北
海
道
印
度
哲
学
仏
教
学
会
）

一
一　

荒
松
雄
著
『
イ
ン
ド
と
非
イ
ン
ド―

イ
ン
ド
史
に
お
け
る
民
族
・
宗
教
と
政
治―

』（『
印
度
哲
学
仏
教
学
』
二
三
、
平
成
二

〇
年
一
〇
月
、
北
海
道
印
度
哲
学
仏
教
学
会
）

﹇
項
目
執
筆
﹈

一　
「
阿
吽
寺
」「
高
野
寺
」（『
日
本
名
刹
大
事
典
』、
平
成 

四
年
八
月
、
雄
山
閣
）  
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関 

稔
教
授　

略
歴
お
よ
び
主
な
業
績

﹇
雑
誌
等
寄
稿
﹈

一　
「
結
婚
式
（
イ
ン
ド
・
ベ
ナ
レ
ス
近
郊
）」（『
月
刊
ダ
ン
』
九-

四
、
昭
和
五
六
年
四
月
、
北
海
道
新
聞
社
）

二　
「
仏
教
の
あ
れ
こ
れ
」（『A

ging

倶
楽
部
』
一-

四
、
平
成
八
年
九
月
、
ネ
ク
ス
ト
）　　
　

三　
「
戒
」（『A

ging

倶
楽
部
』
一-

五
、
平
成
八
年
一
○
月
、
ネ
ク
ス
ト
）　

四　
「
婬
に
つ
い
て
」（『A

ging

倶
楽
部
』
一-

六
、
平
成
八
年
一
一
月
、
ネ
ク
ス
ト
）

五　
「
相
好
」（『A

ging

倶
楽
部
』
一-

七
、
平
成
八
年
一
二
月
、
ネ
ク
ス
ト
）

六　
「
北
面
の
涅
槃
像
」（『
会
報
』
一
一
、
平
成
九
年
五
月
、
北
海
道
印
度
哲
学
仏
教
学
会
）

七　
「
ア
ン
バ
パ
ー
リ
ー
女
考
」（『
会
報
』
一
七
、
平
成
一
五
年
五
月
、
北
海
道
印
度
哲
学
仏
教
学
会
）

﹇
新
聞
寄
稿
﹈

一　

コ
ラ
ム
「
読
む
」（
北
海
道
新
聞
、
昭
和
五
九
年
一
一
月
一
三
日
朝
刊
）

二　

コ
ラ
ム
「
週
刊
ら
い
ぶ
ら
り
」（
北
海
道
新
聞
、
昭
和
六
一
年
三
月
二
四
日
朝
刊
）

三　

コ
ラ
ム
「
読
む
」（
北
海
道
新
聞
、
昭
和
六
二
年
九
月
二
一
日
朝
刊
）

四　
「
仏
跡
再
訪
」（
北
海
道
新
聞
、
昭
和
六
三
年
四
月
二
日
夕
刊
）

五　

コ
ラ
ム
「
地
域
か
ら
意
見
・
異
見
」（
北
海
道
新
聞
、
平
成
六
年
六
月
一
二
日
朝
刊
）
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苫
小
牧
駒
澤
大
学
紀
要　

第
二
十
号　

二
〇
〇
九
年
三
月

　
　

蜃
気
楼
と
浦
島
太
郎

　
　
　
　
　
　
　

｜

海
上
の
龍
宮
の
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
周
辺
・
覚
書

｜

　
　
　
　

M
irages and the U

rashim
a Legend

林　
　
　

晃　

平

H
A
Y
A
SH
I　

K
ouhei

　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
ー
ワ
ー
ド
：
か
い
や
ぐ
ら
・
蓑
亀
・
四
日
市
・
桑
名
・
東
海
道

要
旨

　

蜃
気
楼
は
元
来
は
蜃
の
吐
息
か
ら
出
現
す
る
異
境
で
、
蜃
は
一
般
に
は
蛤
と
解
さ
れ
、
蓬
萊
と
龍
宮
と
は
別
個
の

も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
江
戸
末
期
に
は
龍
宮
と
同
一
視
さ
れ
た
た
め
に
、
龍
宮
が
亀
の
吐
く
息
か
ら
出
現
す
る

と
い
う
理
解
が
成
立
す
る
。
ゆ
え
に
そ
の
当
時
の
蜃
気
楼
の
名
所
と
し
て
知
ら
れ
四
日
市
や
桑
名
は
、
歌
舞
伎
に
も

登
場
し
、
芝
居
絵
と
し
て
錦
絵
な
ど
に
も
描
か
れ
た
も
の
が
存
在
す
る
。
四
日
市
や
桑
名
の
海
を
背
景
に
浦
島
と
乙

姫
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
は
こ
の
蜃
気
楼
と
龍
宮
の
縁
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

苫
小
牧
駒
澤
大
学
紀
要
第
二
十
号
（
二
〇
〇
九
年
三
月
三
十
一
日
発
行
）

Bulletin of T
om
akom

ai K
om
azaw

a U
niversity V

ol. 20, 31 M
arch 2009
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苫
小
牧
駒
澤
大
学
紀
要　

第
二
十
号　

二
〇
〇
九
年
三
月

　

序

　

一
枚
の
錦
絵
が
あ
る
。
右
側
に
は
左
手
に
釣
り
竿
右
手
に
玉
手
箱
を
抱
え
て
左
膝
を
つ
い
た
姿
の
浦
島
太
郎
、
そ
の
左
後
ろ
に
は

右
手
に
団
扇
を
持
ち
金
の
龍
の
髪
飾
り
を
付
け
た
乙
姫
が
描
か
れ
て
い
る
。《
図
１
》
年
玉
枠
に
「
豊
國
画
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
三

代
豊
国
と
知
ら
れ
る
。
上
半
分
に
は
枠
を
作
っ
て
海
の
風
景
が
背
景
と
し

て
嵌
め
込
ま
れ
て
い
る
。
右
端
に
は
「
雙
筆
五
十
三
次　

桑
名
」
と
画
題

が
書
か
れ
、
一
方
左
端
に
は
「
廣
重
筆
」
と
あ
り
、
そ
の
右
に
「
桑
名
の

海
／
冬
暮
白
魚
／
網
」
の
文
字
が
あ
る
。
印
は
「
改
」
と
「
卯
八
」
の
名

主
双
印
ゆ
え
第
五
期
の
安
政
乙
卯
二
年
（
１
８
54
）
八
月
の
刊
行
。
掲
出

の
も
の
は
版
元
印
が
空
白
で
あ
る
が
、
舞
鶴
市
糸
井
文
庫
蔵
本
な
ど
に
は

「
𠆢十一
」
と
「
丸
久
」
と
あ
り
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
丸
屋
久
四
郎
と
知
れ
る
。

広
重
の
風
景
画
と
三
代
豊
国
の
役
者
絵
を
組
み
合
わ
せ
た
ゆ
え
双
筆
と
い

う
、
当
時
人
気
の
二
人
の
絵
を
合
せ
た
趣
向
の
錦
絵
で
あ
っ
た
。
浦
島
は
四
代
市
村
竹
之
丞
と
い【

注
一
】う

。

　

と
こ
ろ
で
、
浦
島
と
乙
姫
を
並
べ
て
描
く
こ
と
は
あ
り
ふ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
背
景
が
伊
勢
国
、
今
日
の
三
重
県
桑
名
市
と
な
る

と
、
こ
の
組
み
合
わ
せ
の
意
味
が
い
ま
一
つ
は
っ
き
り
と
は
つ
か
め
な
い
。
夕
焼
け
迫
る
海
上
に
白
魚
を
取
る
た
め
の
網
が
大
き
く

二
つ
描
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
秋
里
籬
島
の
『
東
海
道
名
所
図
会
』
巻
之
二
に
も
「
桑く

は
な名

の
海う

み

に
て
、
冬ふ

ゆ

よ
り
春は

る

に

至
る
ま
で
白し

ら
う
を魚

を
漁ぎ

ょ

す
る
事
多
し
」
と
あ
り
、
ま
さ
に
こ
の
風
景
は
詞
書
の
「
桑
名
の
海
・
冬
（
の
）
暮
、
白
魚
網
」
の
通
り
桑
名

の
冬
の
風
物
詩
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
な
ぜ
、
桑
名
と
浦
島
な
の
か
。
こ
の
錦
絵
を
手
が
か
り
に
浦
島
太
郎
と
龍
宮
の
従
来
知
ら
れ 図１　「双筆五十三次　桑名」
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林　

晃
平　

蜃
気
楼
と
浦
島
太
郎

な
か
っ
た
一
面
を
探
っ
て
い
き
た
い
。

　

蜃　

気　

楼

　

浦
島
太
郎
と
桑
名
の
手
が
か
り
を
探
る
に
は
、
こ
れ
に
関
連
の
絵
を
探
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
二
人
の
姿
と
よ
く
似
た
絵
は
他

に
も
存
す
る
。
同
じ
く
東
海
道
五
十
三
次
を
描
い
た
も
の
で
、「
五
十
三
次
之
内
／
四
日

市　

桑
名
」
と
あ
る
錦
絵
で
あ
る
。《
図
２
》
た
だ
し
、
浦
島
に
似
て
形
ば
か
り
の
腰
蓑

に
玉
手
箱
を
抱
え
た
左
膝
を
つ
く
姿
に
は
「
駿
河
之
助
」
と
あ
る
。
ま
た
、
乙
姫
同
様
に

団
扇
を
持
っ
た
女
は
龍
の
髪
飾
り
は
な
い
も
の
の
衣
裳
も
よ
く
似
た
唐
様
で
あ
る
が
、「
太

夫
高
窓
」
と
あ
る
。
絵
師
は
年
玉
枠
に
「
豊
國
画
」
で
、
同
じ
三
代
豊
国
、
改
印
も
前
の

と
同
じ
名
主
双
印
「
改
」
と
「
寅
七
」
ゆ
え
安
政
元
年
の
七
月
刊
行
、
版
元
は
「
𠆢
清
」

か
ら
山
崎
屋
清
七
と
知
れ
る
。
浦
島
と
乙
姫
で
は
な
い
が
、
こ
れ
は
芝
居
絵
と
知
ら
れ
、

こ
の
年
八
月
四
日
か
ら
江
戸
河
原
崎
座
で
興
行
の
河
竹
黙
阿
弥
作
『
吾
孺
下
五
十
三
駅
』

の
一
場
面
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
「
五
十
三
次
天
日
坊
」
と
通
称
さ
れ
る
天
一
坊
事
件
を
題
材
に
し
た
歌
舞
伎
だ

が
、『
歌
舞
伎
年
表
』
に
よ
れ
ば
「
大
道
具
大
し
か
け
前
後
二
日
続
き
」
と
あ
り
、
そ
の

一
番
目
三
幕
目
に
「
桑
名
浦
嶋
浪
乙
姫
」
と
し
て
常
磐
津
豊
後
大
掾
連
中
と
浦
嶋
（
竹
三
郎
）
侍
女
み
る
め
（
権
十
郎
）
同
か
る
も

（
和
三
郎
）
乙
姫
（
し
う
か
）
と
役
者
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
続
く
記
事
を
追
え
ば
、初
日
に
は
四
日
市
の
下
に
「
龍
宮
／
上
る
り
」、

桑
名
の
下
に
「
九
條
家
／
御
舟
」
と
注
が
付
い
て
い
る
。
こ
の
絵
を
所
蔵
す
る
糸
井
文
庫
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
解
説
で
は
「
坂
東  図２　「五十三次之内／四日市　桑名」
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竹
三
郎
扮
す
る
北
条
駿
河
之
助
と
、
坂
東
し
う
か
扮
す
る
高
窓
太
夫
が
、
夢
の
中
で
浦
島
太
郎
と
乙
姫
に
な
り
対
面
す
る
と
い
う
幻

想
的
な
一
場
面
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
夢
の
場
面
で
あ
り
、
駿
河
之
助
は
そ
の
ま
ま
浦
島
太
郎
で
あ
り
、
太

夫
高
窓
は
乙
姫
な
の
で
あ
ろ
う
。
ゆ
え
に
四
日
市
も
桑
名
も
芝
居
で
登
場
す
る
地
名
と
な
る
。
そ
う
す
る
と
先
の
浦
島
と
乙
姫
も
役

者
こ
そ
違
え
こ
の
芝
居
を
描
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
察
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
こ
の
絵
も
背
景
は
海
で
あ
る
が
、
そ
の
浪
の
向
こ
う
に
は
龍
宮
城
の
よ
う
な
楼
閣
が
描
か
れ
て
い
る
。
先
の
絵
と
違
う
の

は
こ
こ
で
あ
り
、
さ
ら
に
二
人
の
間
に
は
大
き
な
二
枚
貝
が
一
つ
描
か
れ
て
い
る
。
貝
は
蛤
の
よ
う
で
そ
の
貝
か
ら
は
白
い
吹
き
出

し
が
広
が
っ
て
い
て
、
よ
く
見
る
と
海
も
楼
閣
も
こ
の
吹
き
出
し
か
ら
出
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
豊
国
に
は
こ
の
時
期
同
様
の
絵
が

他
に
七
月
に
二
枚
八
月
に
一
枚
の
都
合
三
枚
知
ら
れ
る
。
芝
居
も
好
評
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
で
、こ
の
貝
と
そ
こ
か
ら
出
て
い
る
海
と
楼
閣
は
何
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
同
じ
豊
国
に
「
東
海
道
五
十
三
対
」

の
「
四
日
市
」
と
題
す
る
絵
が
あ
る
。《
図
３
》
名
主
単
印
「
村
」（
村
田

平
右
衛
門
）
と
あ
り
、「
十
」
と
「
堀江

小
嶋
板
」「
應
需
豐
國
画
」「
彫
工
房

次
郎
」
と
あ
る
。
弘
化
元
年
か
ら
三
年
の
間
（
１
８
44
〜
46
）
で
あ

ろ【
注
二
】う

。
こ
れ
に
も
背
景
に
は
海
上
に
や
は
り
中
国
風
な
唐
様
の
楼
閣
が
描

か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
五
十
三
次
」
の
シ
リ
ー
ズ
は
美
人
と
そ

の
背
景
に
風
景
が
対
に
な
っ
て
描
か
れ
、
そ
の
風
景
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ

ー
ド
が
上
部
に
記
さ
れ
て
い
る
。
四
日
市
で
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　

那な
こ
の
う
み
か
ひ
や
ぐ
ら

古
海
蜃
樓

此こ
の
う
ら浦

よ
り
春は

る
な
つ夏

の
間あ

ひ
だ、

蜃し
ん
ろ
う
か
い
し
や
う

樓
海
上
に
た
つ
。
諺

こ
と
わ
ざに

い
は
く
、
伊い

せ勢
太だ

い
じ
ん
ぐ
う

神
宮
、
尾を

張は
り

の
熱あ

つ
た
の
み
や

田
宮
へ
神し

ん
か
う幸

あ
り
と
い
ふ
。
行

ぎ
ゃ
う

幸か
う

旌せ
い

蓋か
い

前ぜ
ん  図３　「東海道五十三対　四日市」
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後ご

に
あ
り
。
ま
た
諸し

や
か
う侯

行ぎ
や
う
れ
つ

列
の
躰て

い

ま
た
は
樓ろ

う
た
い
き
う
で
ん

臺
宮
殿
の
か
た
ち
鮮

あ
ざ
や
かに

て
時と

き

に
漁ぎ

よ
じ
ん人

見
る
こ
と
あ
り
。
た
ち
ま
ち
須し

ば
ら
く臾

の
あ
ひ
だ
に

消き
え

〳
〵
と
な
る
。
按あ

ん
ずる

に
、
潮う

し

水ほ

の
氣き

、
陽や

う
せ
い精

に
乘じ

や
うじ

て
た
ち
昇の

ぼ

る
な
り
。
陽か

げ
ろ
う炎

の
類た

ぐ

ひ
に
や
あ
ら
ん
と
な
り
。

 

（
適
宜
句
読
点
を
施
す
）

　

実
は
こ
の
文
章
は
先
に
引
い
た
『
東
海
道
名
所
図
会
』
巻
之
二
に
「
那な

古こ
の
う
み
し
ん
ろ
う

海
蜃
樓
」
と
し
て
既
に
記
さ
れ
て
い
る
も
の
の
一
部
と

ほ
ぼ
同
文
で
あ
る
。《
図
４
》寛
政
七
年
の
序
を
持
つ
秋
里
籬
島『
東
海
道
名
所
図
会
』

が
そ
の
成
立
で
は
先
行
す
る
。
ま
た
こ
の
後
に
続
く
四
日
市
駅
庁
馬
曹
西
村
貞
節
甫

の
「
那
古
浦
蜃
楼
記
」（
寛
政
七
年
五
月
）
が
籬
島
の
求
め
に
応
じ
て
書
か
れ
た
も

の
で
、
そ
れ
を
見
れ
ば
、
こ
の
蜃
楼
の
記
事
が
西
村
の
文
を
踏
ま
え
て
書
か
れ
て
い

て
籬
島
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
と
知
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
「
東
海
道
五
十
三
対
」
は
そ
の
一
部

を
流
用
し
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ【
注
三
】う

。
そ
の
文
意
を
省
略
を
補
い
な
が
ら
以
下
に
記

す
。

　

那
古
海
で
は
春
夏
に
蜃
気
楼
が
海
上
に
立
つ
。
古
く
か
ら
の
言
い
な
ら
わ
し
に
よ

る
と
、
伊
勢
太
神
宮
が
熱
田
の
宮
へ
お
出
か
け
に
な
る
と
い
う
。
そ
の
様
子
は
神
輿

に
旗
や
傘
が
前
後
に
あ
る
姿
に
、
ま
た
は
諸
侯
の
行
列
の
姿
に
、
ま
た
は
楼
台
宮
殿

の
形
に
、
姿
形
が
は
っ
き
り
と
見
え
て
、
漁
師
た
ち
が
時
折
見
る
こ
と
が
あ
る
。
わ

ず
か
の
間
に
消
え
消
え
と
な
る
。
考
え
る
と
、
海
水
の
気
が
太
陽
の
精
に
乗
じ
て
昇

る
の
で
あ
る
。
か
げ
ろ
う
の
類
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

こ
の
文
章
か
ら
描
か
れ
た
楼
閣
が
蜃
気
楼
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
こ
の
絵
に
は
蛤
な
ど
の
二
枚
貝
は
描
か
れ
て
は
い  図４　『東海道名所図会』の四日市の蜃楼
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い
。

　
『
東
海
道
名
所
図
会
』
で
は
蜃
楼
を
「
し
ん
ろ
う
」
と
あ
っ
た
も
の
を
「
東
海
道
五
十
三
対
」
で
は
「
か
ひ
や
ぐ
ら
」
と
訓
読
し

て
い
る
。
確
か
に
近
世
前
期
の
『
書
言
字
考
節
用
集
』
第
一
冊
で
は
「
蜃
樓
」
に
右
傍
「
カ
ヰ
ヤ
グ
ラ
」
左
傍
「
カ
イ
ノ
シ
ロ
」
の

訓
が
付
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
お
そ
ら
く
貝
の
吹
き
出
し
た
楼
閣
と
し
て
貝
櫓
と
解
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
時
期
の
錦
絵
の
中
に
蜃
気
楼
を
描
い
た
も
の
が
他
に
も
い
く
つ
か
あ
る
。
例
え
ば
四
日
市
市
立
博
物
館
は
二
〇
〇

六
年
十
一
月
に
「
泗
水
の
イ
メ
ー
ジ　

浮
世
絵
に
描
か
れ
た
四
日
市
」
と
い
う
展
覧
会
を
開
催
し
、
そ
の
中
で
第
二
章
の
四
に
蜃
気

楼
の
項
目
を
立
て
て
い
る
。
そ
こ
で
出
展
さ
れ
た
絵
画
を
年
代
順
に
整
理
し
た
も
の
が
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

○
は
桑
名
か
四
日
市
の
蜃
気
楼
を
描
い
た
も
の
、
◎
は
蛤
か
ら
蜃
気
楼
が
出
現
し
て
い
る
も
の
、
●
は
浦
島
と
乙
姫
に
関
わ
る
が

蜃
気
楼
は
描
か
れ
て
い
な
い
も
の
。
番
号
は
図
録
掲
載
番
号
で
あ
る
。
☆
は
出
展
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
参
考
ま
で
に
加
え
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
△
は
吐
息
か
ら
出
現
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
蛤
の
描
か
れ
て
い
な
い
も
の
、
▲
は
本
来
描
か
れ
る
は
ず
の
も
の

が
省
略
さ
れ
た
も
の
を
示
し
て
い
る
。

　

●　

97
秋
里
籬
島　
　
　

勢
州
四
日
市
那
古
浦
蜃
楼　
　
　
　

寛
政
七
年
１
７
97
序　

東
海
道
名
所
図
会　

浪
花
・
柳
原
喜
兵
衛

　

◎　

54
春
扇　
　
　
　
　

四
日
市
五
十
五
枚
続
之
内　
　
　
　

文
化
年
間
１
８
04
〜
18　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
泉
屋
市
兵
衛

　

○　

47
三
代
豊
国　
　
　

東
海
道
五
十
三
対
・
四
日
市　
　
　

弘
化
年
間
１
８
44
〜
48

　

△　

83
広
重　
　
　
　
　

東
海
道
張
交
図
会
・
宮
〜
庄
野　
　

弘
化
四
〜
嘉
永
五
47
〜
52　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
場
仙
三
郎

　

◎　

52
三
代
豊
国　
　
　

五
十
三
次
の
内
・
四
日
市
桑
名　
　

安
政
元
年
１
８
54
七
月　

駿
河
之
助
・
太
夫
高
窓

　

●　

66
三
代
豊
国　
　
　

五
十
三
次
之
内
・
桑
名
四
日
市　
　

安
政
元
年
１
８
54
七
月　

駿
河
之
助
・
太
夫
高
窓
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蜃
気
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と
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●　

67
三
代
豊
国　
　

 

（
五
十
三
次
之
内
・
桑
名
四
日
市
） 　

安
政
元
年
１
８
54
八
月　

駿
河
之
助
・
太
夫
高
窓

　

○　

55
広
重
・
豊
国　
　

双
筆
五
十
三
次
・
四
日
市　
　
　
　

安
政
二
年
１
８
55
八
月　

那
古
浦
／
蜃
気
楼

　

●　

☆
広
重
・
豊
国　
　

双
筆
五
十
三
次
・
桑
名　
　
　
　
　

安
政
二
年
１
８
55
八
月　
（
浦
島
と
乙
姫
）

　

◎　

51
国
貞
（
二
代
？
）
桑
名
・
蜃
気
楼　

三
枚
組　
　
　
　

文
久
二
年
１
８
62
八
月

　

○　

49
周
麿
（
暁
斎
） 　

東
海
道
名
所
之
内　

桑
名
蜃
気
楼　

文
久
三
年
１
８
63

　

○　

48
二
代
広
重　
　
　

東
海
道
・
四
日
市　
　
　
　
　
　
　

元
治
元
年
１
８
64
二
月

　

○　

50
二
代
国
貞　
　
　

末
広
五
十
三
次
・
四
日
市　
　
　
　

慶
応
元
年
１
８
65
閏
五

　

▲　

56
国
周　
　
　
　
　

五
十
三
次
之
内
・
四
日
市　
　
　
　

明
治
四
年
１
８
71
十
月　

西
行
・
翫
雀
／
う
つ
し
へ
・
家
橘

　

△　

53
芳
虎　
　
　
　
　

書
画
五
拾
三
駅
・
四
日
市　
　
　
　

明
治
五
年
１
８
72
九
月

　

○　

60
広
重　
　
　
　
　

蜃
気
楼
図
（
肉
筆
） 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

双
筆
五
十
三
次
・
四
日
市
に
酷
似

　

○　

参
３

｜

１　
　
　
　

蜃
気
楼
と
大
蛤
図　
　
　
　
　
　
　

１
７
99
〜
１
８
82　
　
　

書
画
集
帖
・
松
字
帖

　

○　

参
３

｜

２　
　
　
　

蜃
気
楼
図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
７
99
〜
１
８
82　
　
　

書
画
集
帖
・
松
字
帖

　

こ
れ
を
見
れ
ば
次
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
四
日
市
の
蜃
気
楼
は
既
に
寛
政
年
間
に
『
東
海
道
名
所
図
会
』
に
描
か
れ
て
い
た
。

冒
頭
に
引
い
た
「
雙
筆
五
十
三
次
」
も
「
四
日
市
」（「
桑
名
」
の
版
元
落
款
改
印
な
ど
も
「
桑
名
」
と
同
じ
八
月
）
で
は
風
景
と
し

て
は
「
那
古
浦
／
蜃
氣
樓
」
が
描
か
れ
て
い
た
。
広
重
は
こ
の
隣
り
合
う
二
つ
の
宿
を
桑
名
は
白
魚
漁
、
四
日
市
は
蜃
気
楼
と
描
き

分
け
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
蛤
の
吐
息
か
ら
出
る
蜃
気
楼
は
三
代
豊
国
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
以
前
に
既
に
春
扇
（
二
代
春
好
）
が

描
い
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。
ま
た
管
見
で
は
こ
れ
以
前
に
浮
世
絵
で
蛤
の
吐
息
を
描
い
た
も
の
に
つ
い
て
は
鳥
居
清
満
「
沢
村
宗
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十
郎
の
京
野
次
郎
」
と
奥
村
政
信
「
蛤
や
稲
葉
」
の
二
点
を
確
認
し
て
い
る
。

　

つ
い
で
に
蛤
の
吐
息
を
描
い
た
も
の
と
し
て
注
目
す
る
も
の
を
挙
げ
て
お
く
。
寛
政
二
（
一
七
九
〇
）
刊
行
の
市
場
通
笑
作
の
草

双
紙
『
即
席
耳
学
問
』（
蔦
屋
重
三
郎
）
で
あ
る
。
ま
た
こ
れ
に
関
連
し
て
『
黄
表
紙
総
覧
』
図
録
篇
に
よ
り
絵
題
簽
を
見
る
と
、

蛤
の
吐
息
の
吹
き
出
し
か
ら
内
容
に
関
わ
る
絵
が
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
三
点
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
寛
政
四
年
壬
子
（
一
七
九
二
）

の
鶴
屋
、
寛
政
九
年
丁
巳
と
享
和
元
年
辛
酉
（
一
八
〇
一
）
の
泉
市
（
和
泉
屋
市
兵
衛
）
が
版
元
の
も
の
で
あ
る
。
こ
の
意
匠
と
内

容
と
の
関
わ
り
の
程
度
は
不
明
だ
が
、
絵
題
簽
の
常
と
し
て
ど
れ
も
同
じ
版
元

の
複
数
の
作
品
に
跨
が
っ
て
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
作
品
内
容
よ
り
は
当

時
に
お
け
る
話
題
性
か
ら
用
い
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ【

注
四
】る

。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
一
八
〇
〇
年
前
後
に
は
四
日
市
の
蜃
気
楼
は
既
に
話
題
と

な
っ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
将
軍
上
洛
の
折
は
四
日
市
で
は
望
遠
鏡
で
蜃
気
楼
を

見
る
と
い
う
名
所
絵
が
い
く
つ
も
描
か
れ
る
こ
と
に
な
る
（
48
・
49
・
50
）。《
図

５
》
ま
た
、
そ
の
蜃
気
楼
が
蛤
の
吐
息
か
ら
生
ず
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
理
解

も
こ
れ
ら
の
絵
を
通
じ
て
人
々
に
あ
っ
た
こ
と
も
い
え
る
の
で
あ
ろ
う
。

　

蜃

　

蜃
気
楼
は
紀
元
前
の
昔
か
ら
認
識
さ
れ
て
い
た
。
司
馬
遷
の
『
史
記
』
に
も
既
に
記
さ
れ
て
い
る
。
天
官
書
第
五
に
「
海
旁
蜃
氣

象
樓
臺
、
廣
野
氣
成
宮
闕
」（
海
旁
の
蜃
気
は
楼
台
を
象
り
、
広
野
の
気
は
宮
闕
を
成
す
）
と
あ
る
。
海
と
野
が
対
比
さ
れ
、
そ
れ

ら
は
気
に
よ
っ
て
起
こ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
海
の
蜃
気
楼
は
海
市
と
、山
の
蜃
気
楼
は
山
市
と
も
呼
ば
れ
て
い
た
。  図５　二代広重　「東海道・四日市」
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し
か
し
、
こ
の
文
で
は
そ
れ
を
出
現
さ
せ
る
も
の
が
「
海
旁
蜃
氣
」
と
「
廣
野
氣
」
で
完
全
な
対
に
な
っ
て
い
な
い
。
広
野
の
気
に

対
し
て
海
旁
の
蜃
気
な
の
で
あ
る
。
そ
の
楼
台
を
か
た
ち
づ
く
る
蜃
気
と
は
何
な
の
だ
ろ
う
。
蜃
の
気
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も

「
蜃
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
。
今
ま
で
は
蛤
で
あ
る
こ
と
を
前
提
の
よ
う
に
記
し
て
き
た
が
、
実
は
一
概
に
は
そ
う
い
え
な
い
こ
と
を

確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

前
出
の
『
書
言
字
考
節
用
集
』
の
説
明
で
は
「

｜

者
介
蟲
。
蛟
之
属
。
春
夏
ノ
間
嘘
レ
氣
ヲ
成
二
樓
臺
城
郭
之
状
ヲ一
又
謂
二
之
ヲ
海
市
一
。

詳
「
本
草
」「
五
雑
組
」「
文
苑
彙
雋
」」（
蜃
楼
は
介
虫
な
り
。
蛟
の
属
な
り
。
春
夏
の
間
、
気
を
嘘
き
楼
台
城
郭
の
状
を
成
す
。
ま

た
こ
れ
を
海
市
と
謂
ふ
。「
本
草
」「
五
雑
組
」「
文
苑
彙
雋
」
に
詳
し
。）
と
あ
る
。
介
は
堅
い
殻
を
持
つ
類
の
動
物
、
つ
ま
り
貝
や

亀
の
な
か
ま
を
指
す
。
し
か
し
、
一
方
で
蛟
之
属
と
は
、
蛟
が
「
み
ず
ち
」
と
い
う
動
物
、
す
な
わ
ち
蛟
龍
（
説
文
で
は
角
の
な
い

龍
を
い
う
）
の
な
か
ま
で
あ
り
、蛟
蜃
と
い
う
語
も
「
み
ず
ち
と
大
は
ま
ぐ
り
」
と
の
意
味
も
あ
る
が
蛟
龍
と
同
じ
意
味
と
も
い
う
。

　

例
え
ば
『
和
漢
三
才
図
会
』
で
も
巻
第
四
十
五
・
龍
蛇
部
に
蛟
龍
の
後
に
蜃
を
載
せ
、『
本
草
綱
目
』
を
引
き
「
蜃
ハ
乃
蛟
ノ
之
属
、

状
チ
亦
似
テレ
蛇
而
大
、有
テレ
角
如
二
龍
状
ノ一
。」（
蜃
は
乃
ち
蛟
の
属
に
し
て
、状
は
ま
た
蛇
に
似
て
大
な
り
。
角
有
り
て
龍
の
状
の
如
し
。）

と
説
き
、
そ
の
挿
絵
は
確
か
に
龍
の
姿
の
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
食
テ二
燕
子
ヲ一
、
能
吁ハ

キ
テレ
氣
ヲ
成
二
樓
臺
城
郭
乃

状
ヲ一
、将
ニレ
雨フラ
ン
ト即
見
ユ
名
ク二
蜃
樓
ト一
。」（
燕
子
を
食
し
、能
く
気
を
吁
き
て
楼
台
城
郭
の
状
を
成
す
。
将
に
雨
ら
ん
と
す
る
に
即
ち
見
ゆ
。

蜃
楼
と
名
づ
く
。）
と
あ
り
、
こ
の
龍
は
燕
を
食
べ
て
蜃
気
楼
を
吐
き
出
す
と
い
う
。
し
か
し
、
や
は
り
一
方
で
『
月
令
』
の
「
雉

入
レ二
ハ大
水
一
為
ルレ
蜃
ト
」（
雉
大
水
に
入
れ
ば
蜃
と
為
る
）
を
引
き
「
蓋
シ
海
蛤ニ
モ亦
有
リ二
名
ルレ
蜃
ト
者
一
。
而
同
名
異
物
也
。
羅
願
以
テ
為
二
雉
ノ

化シ
タ
ル之
蜃
一
未
タレ
知
ラ
、
然
ヤ
否
」（
蓋
し
海
蛤
に
も
ま
た
蜃
と
名
る
者
有
り
。
而
同
名
異
物
な
り
。
羅
願
以
て
雉
の
化
し
た
る
の
蜃
と

為
る
を
未
だ
知
ら
ず
、
然
る
や
否
や
。）
と
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
巻
第
四
十
七
・
介
貝
部
で
は
「
車
螯
」（
わ
た
り
か
ひ
）
の
項
目
で
は
「
大
蛤
ヲ
總
テ
曰
レ
蜃
。
不
三
專
ラ
指
ス二
ニ車
螯
ヲ一
也
」（
大
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蛤
を
総
て
蜃
と
曰
ふ
。
専
ら
車
螯
を
指
す
に
あ
ら
ざ
る
な
り
）
と
し
て
続
い
て
「
又
與
二
蛟
蜃
之
蜃
一
同
名
異
物
」（
ま
た
蛟
蜃
の
蜃

と
は
同
名
異
物
な
り
）
と
も
記
す
。
本
文
の
説
明
で
は
『
本
草
綱
目
』
を
引
き
「
此
物
能
ク
吐
テレ
氣
ヲ
為
シ二
樓
臺
ヲ一
、
春
夏
依
二
約シ
テ島
ニ一

常
ニ
有
リ二
此
氣
一
。
其
類
有
リ二
數
種
一
」（
此
の
物
能
く
気
を
吐
き
て
楼
台
を
為
し
、
春
夏
に
島

に
依
約
し
て
、
常
に
此
の
気
有
り
。

其
の
類
数
種
有
り
）
と
す
る
。
大
蛤
は
よ
く
気
を
吐
き
楼
台
を
作
り
、
春
夏
は
海
辺
に
か
す
か
に
い
つ
も
こ
の
気
が
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、『
重
訂
本
草
綱
目
啓
蒙
』
巻
之
三
十
九
・
鱗
之
一
・
龍
類
に
は
蛟
龍
の
次
に
付
録
と
し
て
蜃
を
載
せ
て
い
る
。
初
め

に
「
龍
類
ニ
シ
テ
和
産
詳
ナ
ラ
ズ
」
と
し
「
同
名
ア
リ
テ
、
車
螯
（
オ
ホ
ハ
マ
グ
リ
）
モ
蜃
ト
云
コ
ト
註
ニ
詳
ナ
リ
」
と
明
ら
か
に

蛤
の
類
の
蜃
気
楼
を
否
定
し
て
い
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
錦
絵
に
描
か
れ
て
い
る
蜃
気
楼
は
蛤
か
ら
出
現
す

る
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
庶
民
感
覚
と
し
て
は
身
近
な
蛤
が
解
釈
し
や
す
い
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

　
『
重
訂
本
草
綱
目
啓
蒙
』
で
は
続
け
て
説
く
。「
蜃
楼
ハ
本
邦
ニ
モ
多
シ
。
勢
州
桑
名
ニ
テ
、
キ
ツ
ネ
ノ
モ
リ
ト
云
、
奥
州
津
軽
ニ

テ
、
キ
ツ
ネ
ダ
チ
ト
云
。
越
中
魚
津
浦
ニ
テ
ハ
喜
見
城
ト
云
。
∧
略
∨
芸
州
ニ
テ
四
月
厳
島
ノ
山
ノ
後
ノ
海
上
ニ
ツ
ヾ
キ
テ
、
屏
風

ノ
如
ク
諸
物
ノ
形
象
ヲ
現
ス
。
緑
色
ア
リ
、
紅
色
ア
リ
テ
美
ハ
シ
。
山
前
ニ
ア
レ
バ
色
深
ク
、
海
前
ニ
ア
レ
バ
、
色
浅
シ
。
コ
レ
ヲ

ホ
ウ
ラ
イ
ジ
マ
ト
云
。
是
皆
、
海
気
ノ
ナ
ス
所
ニ
シ
テ
、
蜃
龍
ノ
気
ヲ
吁
ス
ル
ニ
非
ズ
。」
と
記
す
。
蜃
気
楼
の
出
現
は
桑
名
ば
か

り
で
は
な
く
、
富
山
県
の
魚
津
は
今
も
著
名
で
あ
る
が
、
北
は
津
軽
か
ら
安
芸
の
宮
島
の
厳
島
で
も
見
ら
れ
た
と
い
う
。
宮
島
で
は

特
に
こ
れ
を
「
ホ
ウ
ラ
イ
ジ
マ
」
と
呼
ん
だ
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
蓬
萊
島
、
す
な
わ
ち
中
国
で
古
く
か
ら
説
か
れ
る
神
仙
思
想

の
三
神
山
の
一
つ
、
方
丈
、
瀛
洲
と
並
ぶ
蓬
萊
、
蓬
萊
山
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
も
『
列
子
』
湯
問
第
五
や
『
史
記
』
巻
第
二
十

八
・
封
禅
書
第
六
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
蓬
萊
島
の
呼
称
が
興
味
深
い
。
と
い
う
の
も
所
謂
御
伽
草
子
に
『
蓬
萊
物
語
』
が
あ
る
か
ら

で
あ
る
。

　

蓬
萊
山
の
不
老
不
死
の
薬
を
手
に
入
れ
る
経
緯
を
語
る
『
蓬
萊
物
語
』
に
は
亀
の
背
に
戴
か
れ
た
蓬
萊
山
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
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も
の
が
多
い
。
そ
の
支
え
る
亀
の
数
は
六
つ
と
記
さ
れ
る
が
、
ま
た
本
に
よ
っ
て
は
た
だ

一
つ
の
亀
に
も
描
か
れ
て
い
る
。
同
様
に
異
な
る
の
が
、
そ
の
脇
に
描
か
れ
て
い
る
蜃
気

楼
の
よ
う
な
も
の
の
表
現
で
あ
る
。
蛤
の
吐
息
か
ら
楼
閣
が
出
現
す
る
図
柄
は
蜃
気
楼
を

念
頭
に
置
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
本
文
で
は
「
又
溟
海
波
の
う
ち
に
、
大
蜃
の
は
ま
ぐ
り
あ

り
て
氣
を
吐
く
。
そ
の
氣
に
し
た
が
ひ
て
五
色
の
雲
た
な
び
き
、
雲
の
上
に
三
つ
の
宮
殿

あ
り
。
鳳
の
甍
高
く
聳
え
、
蛟
の
う
つ
ば
り
長
く
わ
だ
か
ま
れ
り
。
す
べ
て
あ
ら
ゆ
る
宮

殿
樓
閣
、
嚴
淨
綺
麗
い
さ
申
す
ば
か
り
な
し
。」（
近
古
小
説
新
纂
・
九
五
頁
）
と
記
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
蜃
気
楼
の
こ
と
を
そ
の
ま
ま
記
し
た
と
は
い
い
が
た
い
。
文
脈

か
ら
は
蓬
萊
山
と
い
う
よ
り
は
お
そ
ら
く
は
そ
の
直
前
の
「
天
上
に
大
清
宮
、
大
玄
宮
、

大
眞
宮
な
ど
と
て
、
そ
の
か
み
世
界
の
は
じ
ま
り
し
そ
の
古
へ
よ
り
こ
の
か
た
、
長
生
不
老
の
大
仙
王
天
帝
の
都
あ
り
。」（
同
）
と

あ
る
も
の
を
具
体
的
に
述
べ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る
い
は
そ
れ
を
蜃
気
楼
と
も
解
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

こ
の
場
面
に
つ
い
て
、
例
え
ば
宮
内
庁
三
丸
尚
蔵
館
絵
巻
『
蓬
萊
山
絵
巻
』
や

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
絵
巻
『
蓬
萊
山
』
な
ど
は
一
見
し
て
そ
の
貝
殻
の
模
様

か
ら
蛤
と
わ
か
る
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
《
図
６
》。
し
か
し
、
こ
の
本
来
二
枚

貝
で
あ
る
は
ず
の
「
は
ま
ぐ
り
」
が
、
巻
貝
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
が
存
す
る
の

で
あ
る
。
例
え
ば
京
都
大
学
文
学
部
蔵
絵
本
『
ほ
う
ら
い
物
語
』
が
そ
う
で
あ
る

《
図
７
》。
こ
れ
は
京
都
大
学
本
の
絵
師
の
単
な
る
錯
誤
で
は
な
い
。
他
に
も
フ
ラ

ン
ス
国
立
図
書
館
蔵
絵
巻
『
蓬
萊
山
』
や
石
川
透
氏
蔵
絵
巻
『
蓬
萊
山
』
な
ど
に

 図６　実践女子大学蔵絵巻『蓬萊山』
図７　京都大学文学部蔵絵本
　　　 『ほうらい物語』
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も
見
ら
れ
る
の
で
あ【

注
五
】る

。
さ
ら
に
は
管
見
で
は
日
本
か
ら
遠
い
ロ
シ
ア
の
ナ
ナ
イ
の
衣
装
箱
の
意
匠
と
し
て
も
描
か
れ
て
い
た
の
を

確
認
し
て
い【

注
六
】る

。
そ
れ
に
つ
い
て
も
巻
貝
の
吐
息
か
ら
は
二
層
の
楼
閣
が
出
現
す
る
が
、
そ
の
結
構
が
日
本
で
描
か
れ
る
も
の
と
は

異
な
る
の
で
単
な
る
模
写
の
類
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
も
蜃
の
ヴ
ァ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ

と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　

蓑
亀
と
龍
宮

　

こ
こ
に
一
つ
の
根
付
が
あ
る
。
表
に
は
浦
島
太
郎
と
乙
姫
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
青
海
波
の
背
景
に
、

右
側
に
は
右
手
に
釣
り
竿
を
持
っ
て
肩
に
担
ぎ
、
左
手
に
玉
手
箱
を
抱
え
た
浦
島
太
郎
、
左
側
に
は

龍
の
髪
飾
り
を
し
て
団
扇
を
胸
に
抱
え
た
乙
姫
の
像
で
あ
る
。
冒
頭
の
錦
絵
と
よ
く
似
た
二
人
の
像

で
あ
る
。
紐
穴
の
あ
る
裏
側
に
は
蜃
気
楼
か
ら
出
現
し
た
唐
様
の
楼
門
が
彫
ら
れ
て
い
る
。
と
す
れ

ば
「
双
筆
五
十
三
次
」
の
桑
名
よ
り
は
「
桑
名
浦
島
浪
乙
姫
」
を
描
い
た
三
代
豊
国
の
絵
に
近
い
と

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、こ
れ
ま
で
見
て
き
た
も
の
と
は
大
き
く
異
な
る
部
分
が
あ
る
。

そ
の
吐
息
は
蛤
で
は
な
く
亀
の
口
か
ら
出
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。《
図
８
》
な
ぜ
、
亀
な
の
か
。
こ

れ
ま
で
の
も
の
は
蜃
は
龍
か
貝
で
あ
り
、
亀
は
な
か
っ
た
。
亀
も
蜃
と
し
て
描
か
れ
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
図
は
ど
う
い
う
経
緯
で
生
み
出
さ
れ
て
き
て
、
何
を
意
味
す
る
も
の
で
あ

ろ
う
か
。

　

亀
の
吐
息
を
描
い
た
も
の
は
日
本
で
は
あ
ま
り
見
掛
け
な
い
が
、李
氏
朝
鮮
時
代
の
民
画
で
は
よ
く
見
掛
け
る
図
像
で
あ
る
。「
十

長
生
」
と
い
わ
れ
る
吉
祥
物
を
描
い
た
絵
画
で
は
、
亀
の
口
か
ら
息
が
出
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
こ
れ
は
現
在
で
も
掛
幅
な
ど 図８　根付の亀と龍宮（裏）と浦島と乙姫（表）
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に
描
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。《
図
９
》
韓
国
特
有
の
文
化
な
の
か
日
本
や
中
国
で

は
見
掛
け
る
こ
と
は
少
な
い
。
し
か
し
、
こ
の
絵
に
に
よ
く
似
た
花
器
を
見
る
こ
と
は

あ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。《
図
10
》
遠
野
市
の
柳
翁
宿
客
室
に
置
か

れ
て
あ
っ
た
も
の
で
あ
る
。
一
般
に
亀
型
薄
端
花
器
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
亀
の

口
か
ら
出
て
い
る
漏
斗
状
の
も
の
が
何
を
意
味
す
る
か
は
詳
ら
か
で
は
な
い
か
、
お
そ

ら
く
は
李
朝
の
民
画
に
由
来
す
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

こ
の
異
形
の
花
器
が
い
つ
頃
日
本
で
製
作
さ
れ
始
め
た
の
か
は
は
っ
き
り
と
は
し
な

い
が
、
参
考
に
な
る
も
の
と
し
て
こ
の
花
器
の
図
像
が
載
る
書
物
が
あ
る
。
未
生
斎
広

甫
編
『
挿
花
さ
く
ら
の
香
』
と
い
う
文
政
四
年
（
一
八
二
一
）
刊
行
の
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
未
生
斎
一
甫
の
作
品
図
と
し
て
掲
載

さ
れ
て
い
て
、
既
に
こ
の
頃
に
は
製
作
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。《
図
11
》
岩
の
上
に
乗
っ
て
息
を
吐
く
亀
は
民
画
に
多
く
描

か
れ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
は
そ
の
民
画
の
意
匠
を
流
用
し
て
成
立
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
亀
が
蜃
気
楼
に
結

び
つ
く
手
が
か
り
と
は
な
ら
な
い
。
も
う
一
度
根
付
を
含
め
て
四
つ
の
亀
の
図
像

を
よ
く
見
直
し
て
み
よ
う
。
す
る
と
亀
の
尾
の
形
状
に
違
い
が
あ
る
こ
と
に
気
が

つ
く
。
図
８
と
図
10
は
尾
が
房
状
に
な
っ
て
い
る
所
謂
蓑
亀
な
の
で
あ
る
。
こ
の

蓑
亀
は
近
世
初
期
に
流
行
す
る
日
本
独
自
の
亀
で
あ【
注
七
】る

。
ゆ
え
に
韓
国
の
も
の
に

は
な
く
。
そ
れ
を
模
し
た
と
考
え
ら
れ
る
未
生
斎
の
花
器
に
も
な
い
。
蓑
亀
は
特

に
浦
島
太
郎
と
の
関
わ
り
が
深
く
、
船
で
龍
宮
に
向
か
っ
た
浦
島
が
、
後
に
亀
に

乗
っ
て
行
く
こ
と
に
変
化
し
て
い
っ
た
の
は
、
こ
の
亀
の
出
現
に
よ
る
と
筆
者
は

図９　民画の息を吐く亀図10　柳翁宿の花器
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考
え
て
い【

注
八
】る

。
だ
か
ら
龍
宮
と
も
関
わ
り
の
深
い
亀
な
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
浦
島

と
龍
宮
を
つ
な
ぐ
重
要
な
役
割
を
帯
び
た
亀
な
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
既
に
見
て
き
た
よ
う
に
桑
名
や
四
日
市
に
浦
島
が
関
わ
る
の
は
、

そ
の
海
上
に
出
現
す
る
蜃
気
楼
を
龍
宮
に
見
立
て
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の

見
立
て
は
そ
の
ま
ま
龍
宮
と
蜃
気
楼
を
直
結
さ
せ
、
同
一
視
す
る
方
向
へ
と
向
か

う
。
そ
れ
は
龍
宮
も
蜃
気
楼
の
よ
う
に
海
上
に
描
か
れ
て
い
く
こ
と
を
容
認
す
る

の
で
あ
る
。
例
え
ば
時
代
は
少
し
下
る
が
明
治
十
九
年
の
月
岡
芳
年
「
浦
嶋
之
子

歸
國
從
龍
宮
城
之
圖
」（
二
枚
組
）
を
見
て
み
よ
う
。《
図
12
》
全
体
に
大
き
く
浪
が
描

か
れ
、
左
に
大
き
く
亀
に
乗
っ
て
龍
宮
か
ら
帰
る
浦
島
を
描
き
、
右
上
に
そ
れ
を
見
送

る
乙
姫
た
ち
と
龍
宮
を
描
い
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
二
人
の
後
ろ
に
は
か
す
か
に
龍
宮

が
描
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
全
て
は
海
中
で
は
な
く
波
の
上
の
世
界
な
の
で
あ
る
。

こ
の
絵
に
は
彼
特
有
の
斬
新
さ
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
発
想
は
海
上
の
龍
宮
の
是
認
と

い
う
前
提
が
な
け
れ
ば
受
け
入
れ
難
い
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
何
も
海
中
の
龍
宮

が
蜃
気
楼
と
の
関
わ
り
で
急
激
に
浮
上
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
龍
宮
は
も
と
も
と
海
上

に
も
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

　

現
在
の
絵
本
な
ど
の
原
典
と
考
え
ら
れ
て
い
る
所
謂
御
伽
草
子
『
浦
島
太
郎
』
に
も

多
く
の
諸
本
が
あ
り
、
現
在
の
も
の
と
は
異
な
る
部
分
は
多
い
。
何
よ
り
も
ど
の
本
で

も
亀
に
乗
っ
て
は
い
な
い
。
諸
本
は
そ
の
所
収
和
歌
か
ら
大
き
く
四
つ
に
分
類
で
き
る

図11　未生斎一甫の亀型
　　　薄端の図　　　　 図12　月岡芳年「浦嶋之子帰国従龍宮城之図」
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が
、
Ⅰ
類
の
諸
本
は
書
誌
的
に
見
て
も
内
容
か
ら
も
古
態
を
残
す
も
の
が
多
い
。
そ
の
中
に
お
い
て
高
安
本
・
慶
応
本
に
は
「
か
め

の
み
や
こ
、
ほ
う
ら
い
」
と
い
う
こ
と
ば
が
登
場
し
、
行
き
先
は
蓬
萊
山
で
あ
り
、
龍
宮
と
い
う
こ
と
ば
は
出
て
こ
な
い
。
蓬
萊
は

亀
が
支
え
て
い
る
島
で
あ
る
ゆ
え
や
は
り
亀
の
都
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
龍
宮
と
い
う
こ
と
ば
が
出
て
き
て
も
、
そ
の
龍
宮
は
船
で

出
か
け
船
で
帰
っ
て
来
た
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
も
そ
も
海
上
に
あ
っ
た
と
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ【
注
九
】う

。
龍
宮
は
湖
底
や
海
底
な
ど
の
水

底
に
あ
る
と
い
う
理
解
も
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
浦
島
太
郎
に
関
す
る
限
り
、
龍
宮
は
海
上
に
も
あ
り
、
さ
ら
に
蓬
萊
と
龍
宮
の

差
異
も
曖
昧
な
存
在
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
蓬
萊
と
龍
宮
の
関
係
は
先
に
引
い
た
『
蓬
萊
物
語
』
に
よ
れ
ば
、「
上
に

は
梵
天
の
果
報
の
徳
を
う
け
、
下
に
は
龍
宮
の
変
化
無
方
の
と
こ
ろ
よ
り
、
現
れ
出
し
山
な
れ
ば
、
な
じ
か
は
こ
の
世
に
類
あ
ら
ん
」

（
新
纂
・
九
三
頁
）
と
あ
り
、
龍
宮
か
ら
誕
生
し
た
山
と
解
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
の
で
、
そ
の
根
は
同
じ
異
界
と
考
え
る
べ
き
な

の
か
も
し
れ
な
い
。

　

ま
た
、
蜃
気
楼
が
龍
宮
と
極
近
い
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
先
に
挙
げ
た
『
即
席
耳
学
問
』
に
も
見
ら
れ
る
。
大
黒
天
に
隠
れ
蓑

笠
を
借
り
た
徳
田
屋
新
右
衛
門
は
、
七
里
が
浜
で
大
蛤
を
見
る
。「
此
大

蛤
は
元
が
学
者
故
、
蜃
気
楼
と
い
う
、
唐
の
屋
造
り
を
吹
い
て
楽
し
み
け

る
を
、
新
右
も
面
白
き
故
、
ふ
わ
り
と
そ
の
蛤
に
乗
り
け
れ
ば
、
段
々
と

底
へ
沈
み
け
る
。」
と
亀
な
ら
ぬ
蛤
は
新
右
衛
門
を
龍
宮
へ
と
連
れ
て
行

く
の
で
あ
る
。
蓑
笠
の
徳
が
あ
る
の
で
、
水
に
も
濡
れ
な
い
で
龍
宮
に
た

ど
り
つ
き
、
こ
っ
そ
り
と
龍
宮
を
見
物
す
る
。

　

こ
う
し
た
流
れ
の
中
に
蜃
気
楼
を
置
い
て
み
る
と
、
容
易
に
そ
れ
ま
で

の
蓬
萊
や
龍
宮
と
同
一
化
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し

図13　木曽街道六十九次之内・福島
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て
、
さ
ら
に
こ
こ
で
問
題
と
な
る
蜃
に
つ
い
て
も
、
先
に
引
い
た
『
和
漢
三
才
図
会
』

で
は
蜃
の
説
明
に
次
の
記
述
も
あ
っ
た
。「
陸
佃
カ
云
蛇
交ツ

ル
ミ
テレ
龜
ト
則
生
ミレ
龜
ヲ
、
交
ミレ
テ雉
ト

則
生
スレ
蜃
ヲ
。
物
異ニ
シ
テ而
感
同
也
。」（
陸
佃
が
云
く
、
蛇
亀
と
交
み
て
則
ち
亀
を
生
じ
、

雉
と
交
み
て
則
ち
蜃
を
生
す
。
物
異
に
し
て
感
同
じ
き
な
り
。）
と
あ
る
。
こ
う
な
る

と
蛇
は
亀
も
蜃
も
生
む
こ
と
に
な
り
、
亀
も
蜃
も
親
違
い
の
兄
弟
姉
妹
で
あ
る
と
い
う

理
解
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
以
上
に
よ
り
、
蛤
の
吐
く
息
か
ら
出
現
す
る
蜃
気
楼
と
同

じ
く
、
蓑
亀
の
吐
く
息
か
ら
も
龍
宮
が
出
現
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。
そ
う

し
た
視
点
を
踏
ま
え
な
い
限
り
こ
の
国
芳
の
「
木
曽
街
道
六
十
九
次
之
内
・
福
島
」
は

理
解
し
が
た
い
で
あ
ろ
う
。《
図
13
》木
曽
の
山
の
中
で
浦
島
太
郎
が
描
か
れ
る
所
以
は
、

寝
覚
床
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
こ
に
亀
が
描
か
れ
蜃
気
楼
の
よ
う
な
も
の

が
出
現
す
る
の
は
、
そ
れ
が
龍
宮
を
表
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
そ

れ
ゆ
え
に
次
に
示
す
『
本
朝
千
字
文
』
口
絵
も
蜃
気
楼
と
し
て
現
れ
た
龍

宮
を
描
い
た
も
の
と
見
な
し
て
か
ま
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。《
図
14
》

山
の
向
こ
う
か
ら
雲
か
霞
の
よ
う
に
た
な
び
い
て
見
え
る
も
の
に
は
、
か

す
か
に
楼
閣
の
形
が
見
え
る
。
こ
れ
も
龍
宮
を
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
の
蛤
か
ら
出
現
す
る
龍
宮
の
イ
メ
ー
ジ
は
一
旦
誕
生
す
る
と
わ
か
り

や
す
く
受
け
入
れ
ら
れ
、近
代
に
な
っ
て
も
案
外
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

例
え
ば
近
代
的
発
想
で
政
治
を
改
革
し
よ
う
と
民
主
主
義
の
た
め
に
国
会

図14　『本朝千字文』口絵の　
　 　蜃気楼として現れた龍宮図15　『黒貝夢物語』表紙
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の
設
立
を
求
め
る
啓
蒙
書
『
黒
貝
夢
物
語
』
に
お
い
て
も
、
そ
の
表
紙
に
は
蛤
が
描
か

れ
て
い
る
の
で
あ
る
《
図
15
》。
黒
貝
は
国
会
を
意
味
し
、
亀
に
連
れ
ら
れ
て
訪
れ
た

異
境
で
民
主
主
義
を
知
る
の
で
あ
る
と
い
う
、
浦
島
に
筋
立
て
を
借
り
た
異
境
訪
問
譚

で
あ
る
。
こ
れ
な
ど
は
む
し
ろ
時
代
に
つ
い
て
行
け
な
い
庶
民
の
た
め
に
江
戸
の
戯
作

を
引
き
ず
っ
た
も
の
と
見
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
亀
と
龍
宮
の
イ
メ

ー
ジ
は
明
治
の
世
に
な
っ
て
も
引
札
に
よ
っ
て
広
ま
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。《
図
16
》

　

結
（
小
樽
・
龍
宮
閣
）

　

い
つ
の
時
代
で
も
人
々
は
、
異
境
に
対
す
る
憧
れ
と
羨
望
を
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は

身
近
で
あ
っ
て
、
し
か
も
隔
絶
さ
れ
た
と
こ
ろ
に
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
話
題
と
な
る
。
蓬

萊
、
龍
宮
、
蜃
気
楼
と
い
う
異
境
は
海
の
向
こ
う
に
あ
っ
て
人
々
の
興
味
を
誘
い
常
に

注
目
を
集
め
さ
せ
て
き
た
。
蜃
気
楼
は
眼
前
の
海
上
に
忽
然
と
出
現
し
、
確
認
を
さ
れ

な
い
ま
ま
に
姿
を
消
し
て
し
ま
う
。
そ
ん
な
海
上
都
市
で
あ
り
、
目
の
前
に
見
え
て
い

て
し
か
も
た
ど
り
つ
け
な
い
異
境
で
あ
っ
た
。
そ
の
異
境
が
海
上
と
い
う
要
素
か
ら
人
々
の
脳
裏
に
は
一
元
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ

れ
が
近
世
の
末
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

特
に
将
軍
御
上
洛
を
題
材
に
描
か
れ
た
も
の
で
蜃
気
楼
を
見
る
将
軍
た
ち
と
お
ぼ
し
き
錦
絵
の
図
像
は
象
徴
的
で
あ
る
。
迫
り
来

る
体
制
崩
壊
の
危
機
の
中
で
、
彼
ら
は
海
上
に
何
を
見
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
現
在
、
将
軍
の
蜃
気
楼
御
覽
を
史
実
と
し
て
確
認
で
き

な
い
こ
と
か
ら
、
こ
の
画
題
そ
の
も
の
が
絵
空
事
の
可
能
性
も
あ
る
が
、
そ
れ
を
絵
と
し
て
描
く
こ
と
が
、
そ
の
時
の
人
々
の
気
持 図16　引き札の亀と龍宮
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ち
を
表
現
し
て
い
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　

か
つ
て
北
海
道
小
樽
市
の
オ
タ
モ
イ
に
籠
宮
閣
と
い
う
想
像
を
絶
す
る
建
築
物
が
あ
っ

た
。
昭
和
八
年
に
オ
タ
モ
イ
の
断
崖
に
海
に
突
き
だ
し
て
造
ら
れ
た
三
層
の
楼
閣
で
あ
る
。

近
く
に
造
ら
れ
た
遊
園
地
や
弁
天
堂
な
ど
と
と
も
に
多
く
の
人
を
集
め
た
と
い
う
。《
図

17
》
も
ち
ろ
ん
入
り
口
を
示
す
地
に
は
龍
宮
門
も
建
設
さ
れ
た
。
龍
宮
閣
は
途
中
で
増
築
さ

れ
た
ら
し
く
、
さ
ら
に
立
派
に
な
っ
た
建
物
の
写
真
が
絵
葉
書
な
ど
に
残
っ
て
い
る
。
な
ぜ

こ
こ
に
こ
の
建
物
が
、
と
い
う
思
い
を
だ
れ
も
が
持
つ
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
こ
の
周
辺
の

地
が
古
来
「
高
島
お
ば
け
」
と
呼
ば
れ
る
蜃
気
楼
の
出
現
地
で
あ
る
こ
と
に
思
い
を
致
す
時
、

あ
る
程
度
の
納
得
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
建
物
の
結
構
や
た
た
ず
ま
い

だ
け
で
は
な
い
。
海
上
に
出
現
す
る
蜃
気
楼
の
龍
宮
を
よ
り
間
近
に
見
る
と
こ
ろ
が
で
き
る

場
所
、
そ
れ
こ
そ
が
龍
宮
閣
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
以
上
の
追
跡
か
ら
そ
う
感
じ
る
の

で
あ
る
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
中
に
休
止
し
て
い
た
龍
宮
閣
は
、
戦
後
の
昭
和
二
十
七
年
五
月
、
再
開
を
目
指
し
て
改
築
中
に
出
火
炎
上
し
た

と
い
う
。
そ
の
後
の
残
骸
は
解
体
さ
れ
、
今
は
断
崖
に
土
台
と
鉄
骨
を
残
す
の
み
で
あ
る
。
し
か
し
、
建
物
は
な
く
と
も
そ
の
向
こ

う
に
出
現
す
る
蜃
気
楼
が
あ
る
限
り
、
龍
宮
閣
は
ず
っ
と
龍
宮
閣
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

注
一　

舞
鶴
市
糸
井
文
庫
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.arc.ritsum

ei.ac.jp/archive01/theater/htm
l/m
aiduru/index.htm

）

に
よ
る
。
な
お
、
掲
出
の
図
版
は
浮
木
庵
蔵
本
に
よ
る
。
糸
井
文
庫
に
く
ら
べ
版
元
印
が
な
い
だ
け
で
な
く
、
色
も
異
な
り
紫
と
赤

図17　海水浴客でにぎわうオタモイの海岸と
龍宮閣・絵葉書／右上が龍宮閣
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林　

晃
平　

蜃
気
楼
と
浦
島
太
郎

が
特
徴
的
な
幕
末
の
後
刷
り
と
思
わ
れ
る
。

注
二　

こ
の
「
東
海
道
五
十
三
対
」
に
は
上
方
に
お
い
て
貞
広
・
貞
芳
が
そ
の
ま
ま
流
用
し
た
四
枚
一
面
の
天
満
屋
喜
兵
衛
刊
行
の
上
方

版
が
あ
る
よ
う
だ
。
オ
オ
サ
カ
・
プ
リ
ン
ト(http://osakaprints.com
)

に
よ
れ
ば
出
版
はCirca late 1860s - 1870s (com

piled 

in 1882) 
と
さ
れ
る
。
絵
は
ほ
ぼ
同
じ
だ
が
詞
書
に
異
同
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
は
そ
の
人
気
に
評
判
に
よ
っ
て
上
方
で
も

刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
り
江
戸
で
も
上
方
で
も
四
日
市
桑
名
の
蜃
気
楼
は
か
な
り
知
れ
渡
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

注
三　

振
り
仮
名
を
除
く
主
な
異
同
を
記
せ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
前
半
部
分
を
省
略
。
諺
に
い
は
く
＝
諺
に
云
ふ　

尾
張
＝
尾　

行

幸
＝
そ
の
形
鳳
輿
輦
行
幸　

宮
殿
の
か
た
ち
＝
宮
殿
の
相　

鮮
に
て
＝
鮮
や
か
に
見
え
て　

漁
人
＝
漁
人
時
　々

按
ず
る
に
の
前
に

「
ま
た
尾
州
鳴
海
浦
な
ど
に
も
春
の
頃
見
ゆ
る
と
な
り
。ま
た
西
国
北
国
な
ど
に
も
あ
り
」の
二
文
あ
り
。以
上
の
如
く
文
脈
か
ら
も「
東

海
道
五
十
三
対
」
の
詞
は
節
略
と
考
え
ら
れ
る
。

注
四　

参
考
ま
で
に
刊
行
年
と
と
も
に
書
名
と
所
在
番
号
を
以
下
に
示
す
。

　

寛
政
四
年
壬
子
（
一
七
九
二
）
鶴
屋
、蛤
の
吐
息
を
描
く
。『
霞
之
偶
春
朝
日
名
』（
山
東
京
傳
）〈
中
・
二
四
四
〉、『
怪
物
徒
然
草
』

（
山
東
京
傳
）〈
中
・
二
四
五
〉、『
唯
心
鬼
内
豆
』（
山
東
京
傳
）〈
中
・
二
四
六
〉、『
鼻
下
長
物
語
』（
芝
全
交
）〈
中
・
二
五
二
〉、『
神

傳
路
考
由
』（
気
象
天
業
）〈
中　

二
六
八
〉

　

寛
政
九
年
丁
巳
（
一
七
九
七
）
泉
市
（
和
泉
屋
市
兵
衛
）、
蛤
の
吐
息
を
描
く
。『
富
士
色
板
絞
曾
我
』（
気
象
天
業
）〈
中
・
五

四
九
〉、『
三
世
相
郎
満
八
筭
』（
気
象
天
業
）〈
中
・
五
四
九
〉、『
唯
頼
大
悲
智
慧
話
』（
気
象
天
業
）〈
中
・
五
八
六
〉

　

享
和
元
年
辛
酉
（
一
八
〇
一
）
泉
市
（
和
泉
屋
市
兵
衛
）
の
み
は
亀
の
吐
息
を
描
く
。『
鼻
毛
三
尺

智
慧
三
文

日
本
一
癡
鑑
』（
式
亭
三
馬
）〈
後
・

四
五
〉、『
昔
噺
枯
木
花
』（
気
象
天
業
）〈
後
・
一
〉、『
敵
討
布
施
利
生
記
』（
気
象
天
業
）〈
後
・
一
一
〉

注
五　

以
下
図
版
の
参
照
先
を
示
し
て
お
く
。
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苫
小
牧
駒
澤
大
学
紀
要　

第
二
十
号　

二
〇
〇
九
年
三
月

　

三
の
丸
尚
蔵
館
蔵
絵
巻　

蓬
萊
物
語　

二
枚
貝　
『
近
世
絵
巻
の
興
起―

∧
物
語
り
絵
の
諸
相
∨
』
図
録
・
一
九
九
七
年

　

実
践
女
子
大
学
図
書
館
蔵
絵
巻　
　
　

二
枚
貝　
『
よ
こ
は
ま
の
浦
島
太
郎
』
図
録
・
横
浜
市
歴
史
博
物
館
・
二
〇
〇
五
年

　

京
都
大
学
文
学
部
蔵
絵
本　
　
　
　
　

巻　

貝　
『
京
都
大
学
蔵
む
ろ
ま
ち
も
の
が
た
り
』
第
六
巻
・
臨
川
書
店
・
二
〇
〇
〇
年

　

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵
絵
巻　
　
　

巻　

貝　
『
奈
良
絵
本
集
パ
リ
本
』
古
典
文
庫
・
第
五
八
二
集
・
古
典
文
庫
・
一
九
九
五
年

　

石
川
透
氏
蔵
絵
巻　
　
　
　
　
　
　
　

巻　

貝　
『
室
町
物
語
影
印
叢
刊
』
22　

三
弥
井
書
店　

二
〇
〇
五
年
・
22
頁

注
六　

ア
ム
ー
ル
・
ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
州
郷
土
博
物
館
蔵
。
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
国
立
民
族
学
博
物
館
「
ラ
ッ
コ
と
ガ
ラ
ス
玉
」
展
で
の
展

示
品
。

注
七　

蓑
亀
の
図
像
と
そ
の
変
遷
に
関
し
て
は
別
に
拙
稿
「
亀
の
リ
ア
リ
ズ
ム―

人
形
玩
具
か
ら
見
る
蓑
亀―

」（
人
形
玩
具
研
究
・
第
一

九
号
・
二
〇
〇
九
）
に
お
い
て
言
及
し
て
い
る
の
で
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

注
八　

江
戸
期
の
蓑
亀
の
詳
細
に
つ
い
て
は
拙
著
『
浦
島
伝
説
の
研
究
』（
お
う
ふ
う
、
二
〇
〇
一
年
）
第
四
章
第
二
節
「
蓑
亀
の
登
場
」

を
参
照
さ
れ
た
い
。

注
九　

浦
島
の
訪
問
先
の
変
遷
を
含
め
異
境
に
関
す
る
こ
と
は
、
別
に
執
筆
の
拙
稿
「
異
国
・
異
界　
『
浦
島
太
郎
』
を
め
ぐ
っ
て
」
∧
徳

田
和
夫
編
『
お
伽
草
子
百
花
繚
乱
』（
笠
間
書
院
・
二
〇
〇
八
・
一
一
・
一
五
）
所
収
∨
を
参
照
さ
れ
た
い
。

図
版
目
録

　

図
１　
「
双
筆
五
十
三
次　

桑
名
」
浮
木
庵

　

図
２　
「
五
十
三
次
之
内
／
四
日
市　

桑
名
」
浮
木
庵

　

図
３　
「
東
海
道
五
十
三
対　

四
日
市
」
舞
鶴
市
糸
井
文
庫
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林　

晃
平　

蜃
気
楼
と
浦
島
太
郎

　

図
４　
『
東
海
道
名
所
図
会
』
四
日
市
市
立
博
物
館

　

図
５　
「
東
海
道
・
四
日
市
」
浮
木
庵

　

図
６　

実
践
女
子
大
学
蔵
絵
巻
『
蓬
萊
山
』
実
践
女
子
大
学
図
書
館

　

図
７　

京
都
大
学
文
学
部
蔵
絵
本
『
ほ
う
ら
い
物
語
』
京
都
大
学
文
学
部

　

図
８　

根
付
の
亀
と
龍
宮
と
浦
島
と
乙
姫　

浮
木
庵

　

図
９　

民
画
の
息
を
吐
く
亀　

浮
木
庵

　

図
10　

柳
翁
宿
の
花
器

　

図
11　

未
生
斎
一
甫
の
亀
型
薄
端
の
図
『
挿
花
さ
く
ら
の
香
』　

未
生
斎
上
田
広
甫
全
集

　

図
12　

月
岡
芳
年
「
浦
嶋
之
子
帰
国
従
龍
宮
城
之
図
」
浮
木
庵

　

図
13　
「
木
曽
街
道
六
十
九
次
之
内
・
福
島
」
舞
鶴
市
糸
井
文
庫

　

図
14　
『
本
朝
千
字
文
』
浮
木
庵

　

図
15　
『
黒
貝
夢
物
語
』
表
紙　

舞
鶴
市
糸
井
文
庫

　

図
16　

引
き
札
（
浦
島
と
亀
と
龍
宮
）
浮
木
庵

　

図
17　

海
水
浴
客
で
に
ぎ
わ
う
オ
タ
モ
イ
の
海
岸
と
龍
宮
閣
・
絵
葉
書　

浮
木
庵

付
記　

図
版
の
掲
載
に
あ
た
っ
て
は
、
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
、
実
践
女
子
大
学
図
書
館
、
舞
鶴
市
教
育
委
員
会
、
四
日
市
市

立
博
物
館
か
ら
許
可
を
戴
い
た
。
こ
こ
に
明
記
し
て
謝
意
を
表
す
る
。

（
は
や
し　

こ
う
へ
い
・
本
学
教
授
）
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苫
小
牧
駒
澤
大
学
紀
要　

第
二
十
号　

二
〇
〇
九
年
三
月

　
　
　
　

婚
姻
法
史
に
み
る
明
文
規
定
と
実
態

　
　
　
　

A
 Study of Com

m
on Perceptions of M

arriage Law

髙　

嶋　

め
ぐ
み

T
A
K
A
SH
IM
A
 M
egum

i

　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
ー
ワ
ー
ド
：
大
宝
律
令
・
父
権
・
母
権
・
婿
取
婚
・
嫁
取
婚

要
旨

　

七
世
紀
か
ら
八
世
紀
に
か
け
て
導
入
さ
れ
た
律
令
法
は
外
国
法
の
継
受
で
あ
り
、
導
入
直
後
は
生
活
実
態
と
乖
離

し
て
い
た
。
そ
れ
を
う
め
た
の
は
や
が
て
生
成
し
た
公
家
法
、
本
所
法
で
あ
り
、
そ
れ
が
や
が
て
武
家
法
を
形
成
し

て
い
く
。
こ
れ
は
わ
が
国
の
固
有
法
で
あ
る
の
で
実
態
に
即
し
た
も
の
と
な
り
、
そ
れ
は
婚
姻
生
活
に
お
い
て
も
例

外
で
は
な
い
。
そ
の
過
程
で
神
代
以
来
の
母
権
的
婚
姻
形
態
は
父
権
的
性
格
へ
と
変
質
し
て
い
く
。
本
稿
は
婚
姻
法

の
視
点
か
ら
紙
に
書
か
れ
た
法
と
現
実
に
行
わ
れ
る
法
的
生
活
の
違
い
に
焦
点
を
当
て
、
生
き
た
法
の
姿
を
解
明
し

よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

苫
小
牧
駒
澤
大
学
紀
要
第
二
十
号
（
二
〇
〇
九
年
三
月
三
十
一
日
発
行
）

Bulletin of T
om
akom

ai K
om
azaw

a U
niversity V

ol. 20, 31 M
arch 2009
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苫
小
牧
駒
澤
大
学
紀
要　

第
二
十
号　

二
〇
〇
九
年
三
月

一
、
は
じ
め
に

二
、
律
令
法
に
お
け
る
婚
姻

（
一
）
婚
姻
成
立
要
件

（
二
）
婚
姻
の
効
果

（
三
）
離
婚

三
、
中
世
の
婚
姻

（
一
）
鎌
倉
・
室
町
幕
府
法
に
み
る
婚
姻

（
二
）
離
婚

四
、
お
わ
り
に

一
、
は
じ
め
に

　

律
令
法
を
継
受
し
た
体
制
の
も
と
、
国
家
は
家
父
長
権
の
強
化
を
は
か
り
、
儒
教
的
論
理
に
基
づ
い
て
家
庭
道
徳
の
枠
を
つ
く
ろ

う
と
し
た
。
従
っ
て
婚
姻
法
も
家
父
長
へ
の
絶
対
服
従
を
根
幹
と
し
て
い
る
。
夫
と
妻
と
の
関
係
を
尊
長
、
卑
幼
と
定
め
、
離
婚
に

つ
い
て
は
「
七
出
之
状
」「
三
不
去
」
と
し
、
財
産
も
夫
婦
同
財
の
原
則
と
す
る
な
ど
の
規
定
を
設
け
た
。
法
体
系
と
し
て
の
婚
姻

形
態
は
嫁
取
婚
を
前
提
と
し
た
が
、
上
代
七
、
八
世
紀
に
お
け
る
わ
が
国
の
婚
姻
形
態
の
実
態
は
固
有
の
慣
習
が
重
視
さ
れ
て
お
り
、

母
系
社
会
を
背
景
と
し
た
婿
取
婚
は
大
宝
令
に
よ
っ
て
継
受
さ
れ
た
漢
民
族
的
家
父
長
型
婚
姻
に
対
し
て
同
化
を
示
さ
ず
に
経
緯
し

て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
『
万
葉
集
』
な
ど
の
歌
に
も
表
現
さ
れ
、
女
の
生
活
実
態
は
実
に
お
お
ら
か
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
母
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髙
嶋
め
ぐ
み　

婚
姻
法
史
に
み
る
明
文
規
定
と
実
態

権
的
風
習
が
未
だ
遺
さ
れ
、
親
か
ら
生
活
保
護
さ
れ
、
財
産
も
男
の
兄
弟
と
同
様
に
分
け
与
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
妻
問
婚
に
由

来
す
る
も
の
で
、
女
が
家
に
留
ま
り
そ
こ
へ
男
が
通
っ
て
く
る
形
態
が
一
般
的
に
行
わ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
家
は
母
中
心
の
母

系
社
会
で
あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
母
の
家
で
生
涯
を
過
ご
し
、
財
産
及
び
家
系
は
母
か
ら
子
へ
と
受
継
が
れ
た
。

　

本
稿
は
、
律
令
法
に
同
化
せ
ず
に
経
緯
し
た
婚
姻
の
実
態
と
、
現
実
の
も
の
と
し
て
適
応
す
る
に
至
っ
た
背
景
を
文
学
、
慣
習
な

ど
か
ら
考
察
す
る
も
の
で
あ
る
。

二
、
律
令
法
に
み
る
婚
姻

　

母
系
社
会
を
背
景
と
し
た
婿
取
婚
は
、
唐
令
式
家
父
長
型
婚
姻
に
同
化
せ
ず
に
経
緯
し
た
。
こ
の
こ
と
は
『
万
葉
集
』
な
ど
に
も

表
現
さ
れ
る
よ
う
に
、
婚
姻
は
男
女
の
自
由
な
合
意
に
よ
る
結
合
か
ら
始
ま
り
、
夫
婦
別
居
制
の
形
式
を
と
る
も
の
が
多
か
っ
た
。

中
国
に
は
「
不
二
以
レ
礼
交
一
」
を
姦
と
す
る
伝
統
的
な
礼
の
観
念
が
あ
り
、
婚
礼
の
礼
に
よ
ら
な
い
男
女
関
係
の
情
交
は
一
切
認
め

ら
れ
て
い
な
か
っ
た
例
な
ど
は
律
令
の
法
文
通
り
に
実
行
さ
れ
な
い
規
定
の
代
表
的
な
も
の
で
あ
る
。

　

律
令
法
継
受
の
律
令
体
制
で
は
、
こ
れ
に
基
づ
く
婚
姻
制
度
が
史
料
と
し
て
は
存
在
し
て
い
る
。
ま
ず
一
定
の
様
式
に
よ
る
婚
礼

を
経
て
婚
姻
す
る
こ
と
を
要
し
た
の
で
、
礼
に
適
う
婚
姻
で
な
け
れ
ば
正
規
の
も
の
と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
す
な
わ
ち
近
代
法

に
い
う
要
式
行
為
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
婚
礼
の
様
式
は
『
儀
礼
』
に
規
定
す
る
「
六
礼
」
を
以
っ
て
執
り
行
わ
れ
た
。
媒
人
を
通
じ

て
男
家
よ
り
女
家
へ
婚
姻
を
申
入
れ
る
「
納
采
」、
女
の
生
母
の
姓
氏
を
問
う
「
問
名
」、
吉
兆
を
女
家
に
告
げ
る
「
納
吉
」、
男
家

よ
り
女
家
に
娉
財
を
納
め
る
「
納
徴
」、
婚
姻
の
日
取
を
決
め
る
「
請
期
」、
嫁
迎
え
の
儀
礼
を
挙
げ
る
「
親
迎
」
が
あ
る
。
わ
が
律

令
法
の
婚
姻
規
定
は
、
唐
令
を
模
倣
し
て
作
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
婚
姻
法
も
ま
た
例
外
で
は
な
い
。
律
令
が
採
用
さ
れ
、
男
中
心

の
社
会
が
形
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
が
、
わ
が
国
独
自
と
考
え
ら
れ
る
条
項
は
、
主
婚
の
就
任
に
際
し
て
外
父
母
の
地
位
が
高
い
こ
と
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程
度
に
過
ぎ
な
い
。

　

わ
が
国
の
婚
姻
形
態
は
婿
取
婚
が
基
本
と
な
っ
て
い
た
。
婿
取
婚
と
は
婚
姻
生
活
の
場
、
す
な
わ
ち
婚
所
が
女
（
妻
）
方
に
あ
る

婚
姻
の
総
称
で
あ
り
、
妻
家
側
か
ら
婿
を
選
ん
で
女
の
家
に
住
着
か
せ
る
形
式
で
あ
る
。
特
質
は
妻
方
に
主
体
性
が
あ
る
こ
と
、
家

は
女
（
妻
）
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
考
え
を
基
礎
と
し
て
い
る
こ
と
、
氏
姓
は
完
全
に
父
系
で
あ
り
な
が
ら
家
の
性
格
の
実
態
は
母

系
で
あ
り
、
息
子
・
嫡
孫
を
排
し
娘
夫
婦
と
外
孫
を
同
居
家
族
と
す
る
こ
と
、
女
の
地
位
が
高
い
こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。
奈
良

時
代
か
ら
平
安
時
代
初
期
に
か
け
て
の
婚
礼
儀
礼
は
「
露
顕
」
の
儀
式
を
中
心
と
な
る
。
男
が
女
の
も
と
に
通
っ
て
き
た
三
日
目
に

「
三
日
餅
の
儀
式
」
を
行
い
、
そ
の
後
公
然
と
女
の
家
に
住
着
く
婚
姻
形
態
で
あ
り
、
六
礼
に
従
っ
た
婚
姻
手
続
で
は
な
い
方
式
が

わ
が
国
の
婚
姻
習
俗
で
あ
っ
た
。
婿
取
婚
の
形
態
は
平
安
中
頃
の
『
大
和
物
語
』
に
お
け
る
三
條
右
大
臣
定
方
女
と
藤
原
師
尹
と
の

婚
姻
周
辺
か
ら
み
え
始
め
、
平
安
前
期
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。
平
安
末
に
な
る
と
大
江
匡
房
の
『
江
家
次
第
』
に
も
「
執
聟
事
」
と

し
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
形
態
は
鎌
倉
時
代
以
降
も
続
け
ら
れ
た
。

　

婿
は
「
壻
」
の
俗
字
と
い
わ
れ
、聟
と
も
書
か
れ
る
。「
ム
コ
」
の
意
味
に
つ
い
て
、十
世
紀
初
頭
の
辞
書
『
新
撰
字
鏡
』
に
「
聟
、

毛
古
（
も
こ
）
又
加
太
支
（
か
た
き
）」
と
あ
る
。「
か
た
き
」
と
は
仇
敵
の
こ
と
で
は
な
く
娘
の
相
手
と
い
う
意
味
を
持
ち
、「
向
く
」

あ
る
い
は
「
迎
え
る
」
と
関
連
性
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。（
１
）

　

高
群
逸
枝
氏
の
婿
取
婚
区
分
は
前
婿
取
婚
、
純
婿
取
婚
、
経
営
所
婿
取
婚
、
擬
制
婿
取
婚
と
し
、（
２
）

洞
富
雄
教
授
は
「
純
婿
取
婚
、

経
営
所
婿
取
婚
、
擬
制
婿
取
婚
は
平
安
貴
族
社
会
に
お
け
る
婚
姻
生
活
を
示
し
た
も
の
と
し
て
認
め
ら
れ
る
が
、
貴
族
と
い
う
特
別

な
社
会
か
ら
生
ま
れ
た
婿
取
婚
・
婿
住
婚
を
一
般
庶
民
も
こ
れ
と
同
様
の
過
程
を
経
た
と
み
な
す
こ
と
は
、
歴
史
的
方
法
を
無
視
し

た
非
科
学
的
解
釈
で
あ
る
と
し
、
平
安
時
代
と
い
え
ば
既
に
父
権
的
家
族
形
態
の
進
展
が
著
し
か
っ
た
時
で
あ
る
し
、
そ
う
し
た
時

代
に
母
権
的
性
格
を
持
っ
た
招
婿
婚
の
一
般
化
が
実
現
し
た
と
考
え
る
の
は
時
代
錯
誤
で
あ
る
」（

３
）と

の
考
え
を
示
さ
れ
た
が
、
そ
の
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他
諸
々
の
説
が
あ
る
。
特
殊
階
層
と
し
て
特
殊
な
社
会
を
形
成
し
て
い
た
貴
族
や
、「
家
門
の
誉
れ
」
意
識
が
強
ま
り
武
力
を
基
盤

と
し
て
成
立
す
る
武
家
で
は
、
律
令
法
と
相
通
ず
る
父
権
的
家
族
の
進
展
が
見
出
さ
れ
婿
取
婚
が
定
着
し
始
め
た
。
し
か
し
庶
民
は

上
代
以
来
の
母
系
的
家
族
形
態
を
残
し
、
夫
婦
別
居
に
よ
る
女
の
独
立
性
も
維
持
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
、
財
産
相
続
権
が
認

め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
社
会
一
般
に
母
権
的
性
格
を
持
っ
た
婿
取
婚
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
よ
り
も
身
分
階
層
に

よ
る
違
い
が
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
公
家
は
も
と
も
と
女
系
の
暮
ら
し
を
し
て
お
り
、
律
令
法
を
取
入
れ
た
た
め
嫁

取
婚
に
変
わ
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
公
家
は
都
に
住
み
、
自
分
た
ち
の
地
位
は
律
令
に
基
づ
い
た
か
ら
で
あ
る
。

女
は
家
の
主
と
な
り
家
産
と
家
名
が
継
承
さ
れ
、
女
が
動
か
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
は
婿
取
婚
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

　

当
時
の
婚
姻
の
実
態
を
あ
ら
わ
す
代
表
的
な
『
伊
勢
物
語
』
の
な
か
に
い
く
つ
か
そ
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。「
梓
弓
」
に
、

 

「
を
と
こ
、
宮
づ
か
へ
し
に
と
て
、
別
れ
お
し
み
て
ゆ
き
け
る
ま
ま
に
、
三
年
こ
ざ
り
け
れ
ば
、
待
ち
わ
び
た
り
け
る
に
、
い
と

ね
む
ご
ろ
に
い
ひ
け
る
人
に
、
今
宵
あ
は
む
と
ち
ぎ
り
た
り
け
る
に
、
こ
の
お
と
こ
き
た
り
け
り
。『
こ
の
戸
あ
け
た
ま
へ
』

と
た
た
き
け
れ
ど
、
あ
け
で
、
歌
を
な
ん
よ
み
て
出
し
た
り
け
る
。

　
　
　

あ
ら
た
ま
の
年
の
三
年
待
ち
わ
び
て
た
だ
今
宵
こ
そ
に
ゐ
ま
く
ら
す
れ

　
　

と
い
ひ
だ
し
た
り
け
れ
ば
、

　
　
　

梓
弓
ま
弓
槻
弓
年
を
へ
て
わ
が
せ
し
が
ご
と
う
う
る
は
し
み
せ
よ

　
　

と
い
ひ
て
、
去
な
む
と
し
け
れ
ば
、
女
、

　
　
　

梓
弓
引
け
ど
引
か
ね
ど
昔
よ
り
心
は
君
に
よ
り
に
し
物
を

と
い
ひ
け
れ
ど
、
お
と
こ
か
へ
り
に
け
り
。
女
、
い
と
か
な
し
く
て
、
し
り
に
た
ち
て
を
ひ
ゆ
け
ど
、
え
を
い
つ
か
で
、
清
水

の
あ
る
所
に
伏
し
に
け
り
。
そ
こ
な
り
け
る
岩
に
、
お
よ
び
の
血
し
て
書
き
つ
け
る
。
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あ
ひ
思
は
で
離
れ
ぬ
る
人
を
と
ど
め
か
ね
わ
が
身
は
今
ぞ
消
え
は
て
ぬ
め
る
」　

と
あ
る
。
法
体
系
上
は
律
令
を
意
識
し
て
「
三
年
来
ざ
り
け
れ
ば
」
の
こ
と
ば
が
み
ら
れ
る
が
、
実
際
は
三
年
待
た
な
く
と
も
離
婚

は
可
能
で
あ
っ
た
。
ま
た
「
新
枕
」
の
儀
式
は
婿
取
婚
の
儀
式
の
一
つ
で
あ
り
、
婚
姻
開
始
を
意
味
す
る
。
こ
の
儀
式
が
妻
方
の
親

の
権
限
下
で
行
わ
れ
た
こ
と
は
、
上
代
以
来
の
固
有
法
の
流
れ
を
汲
み
、
非
律
令
法
的
婚
姻
実
態
が
広
く
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
。

（
一
）
婚
姻
成
立
要
件

　

律
令
に
は
婚
姻
適
齢
に
つ
い
て
、
男
子
十
五
歳
、
女
子
十
三
歳
以
上
と
す
る
条
件
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
体
こ
の
年
齢
に
至
れ
ば
婚

姻
せ
よ
、
と
い
う
訓
示
規
定
で
あ
り
こ
れ
に
違
反
し
て
も
婚
姻
の
効
力
に
影
響
は
な
い
。（
４
）

ま
た
重
婚
を
禁
じ
、（

５
）

姦
通
者
の
婚
姻

は
無
効
と
定
め
良
賎
民
に
あ
っ
て
は
異
色
間
の
通
婚
を
禁
止
し
て
い
る
。
禁
婚
親
の
規
定
を
逸
文
に
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ

は
身
分
的
秩
序
を
乱
さ
な
い
た
め
の
身
分
的
内
婚
制
で
あ
る
。
特
定
の
身
分
に
伴
う
禁
婚
親
と
し
て
、
官
人
管
轄
下
の
女
を
妻
・
妾

に
す
る
こ
と
も
禁
じ
ら
れ
た
。
禁
婚
親
の
規
定
に
つ
い
て
は
、
皇
后
と
妃
は
内
親
王
よ
り
選
ん
で
い
た
の
で
近
親
婚
禁
止
の
範
囲
は

余
り
広
く
な
か
っ
た
。
三
浦
周
行
博
士
は
、「
わ
が
国
で
は
氏
族
が
重
ん
じ
ら
れ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
婚
姻
に
つ
い
て
も
多
く
同
族

間
で
行
わ
れ
た
た
め
、
同
母
兄
妹
の
間
の
婚
こ
そ
許
さ
れ
て
い
な
い
が
、
異
腹
の
婚
姻
は
あ
え
て
怪
し
む
に
た
ら
な
か
っ
た
」（

６
）

と

述
べ
て
い
る
。
ま
た
父
母
や
夫
の
喪
中
の
婚
姻
も
禁
じ
て
い
る
。
妻
は
夫
の
喪
に
対
し
て
一
年
間
服
す
る
も
の
と
し
、
こ
れ
に
対
し

夫
は
妻
の
喪
に
対
し
て
わ
ず
か
三
ヶ
月
服
す
も
の
と
規
定
し
て
い
る
。
夫
婦
の
喪
に
服
す
る
期
間
の
差
に
つ
い
て
は
男
尊
女
卑
の
思
想

と
共
に
こ
の
期
間
に
妻
の
懐
妊
の
有
無
を
確
か
め
、
そ
れ
に
よ
っ
て
血
筋
の
混
濁
を
防
ぐ
意
味
合
い
も
含
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。（

７
）

ま
た
妻
が
喪
中
に
再
婚
す
る
こ
と
は
不
義
罪
と
し
て
処
罰
（
徒
二
年
）
さ
れ
た
が
、
妾
は
こ
の
限
り
で
は
な
い
。
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ま
た
妻
妾
を
問
わ
ず
私
通
し
た
男
女
の
婚
姻
は
認
め
ら
れ
な
い
。「
先
奸
後
娶
」、
則
ち
私
通
の
男
女
が
後
に
正
規
の
手
続
を
踏
ん

で
も
赦
に
あ
う
と
も
離
婚
す
べ
き
と
し
、
そ
の
婚
姻
を
無
効
と
し
て
い
る
。
婚
主
に
つ
い
て
は
、「
凡
そ
女
に
嫁
せ
ん
こ
と
は
、
皆

先
ず
祖
父
母
・
父
母
・
叔
父
父
姑
・
兄
弟
・
外
祖
父
母
に
由
れ
よ
。
次
に
舅
・
従
母
・
従
父
兄
弟
に
及
ぼ
せ
。
も
し
舅
・
従
母
・
従

父
兄
弟
、
同
居
共
財
せ
ず
、
及
び
こ
の
親
な
き
も
の
は
並
に
女
の
欲
す
る
と
こ
ろ
に
任
せ
て
婚
主
と
せ
よ
」
と
さ
れ
、
女
に
つ
い
て

の
み
親
族
の
中
か
ら
婚
主
（
主
婚
）
を
た
て
、
そ
の
承
認
を
得
る
こ
と
を
必
要
と
し
、
婚
主
の
同
意
を
得
な
い
も
の
は
姦
と
看
做
し

た
。

　

以
上
の
よ
う
な
実
質
的
要
件
を
満
た
し
た
上
、次
に
形
式
的
要
件
と
し
て
儒
家
の
礼
に
よ
る
定
婚
と
成
婚
の
二
段
の
方
式
を
行
う
。

定
婚
と
は
婚
約
を
指
し
、
許
婚
あ
る
い
は
許
嫁
と
い
わ
れ
た
。
定
婚
を
行
わ
な
い
婚
礼
は
礼
を
欠
く
も
の
と
し
て
姦
を
も
っ
て
論
じ

ら
れ
、
更
に
永
久
に
夫
婦
に
な
る
こ
と
が
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
定
婚
は
男
家
よ
り
女
家
に
娉
財
を
納
め
る
こ
と
に
よ

っ
て
婚
約
の
成
立
を
み
た
。
娉
財
は
布
一
端
以
上
な
け
れ
ば
効
力
を
持
た
ず
、
単
な
る
飲
食
だ
け
で
は
女
側
は
断
る
こ
と
も
あ
り
、

そ
れ
を
責
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
し
か
し
法
律
上
は
娉
財
の
授
受
が
要
求
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
定
婚
が

成
立
し
た
後
は
準
夫
婦
関
係
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
事
由
に
よ
る
他
は
女
家
よ
り
婚
約
を
取
消
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
取

消
原
因
事
由
と
し
て
は
、
夫
が
定
婚
後
三
ヶ
月
経
っ
て
も
成
婚
式
を
挙
げ
な
い
、
女
家
側
か
ら
男
が
逃
亡
し
て
一
ヶ
月
帰
ら
な
い
、

外
藩
に
没
落
し
て
一
年
経
っ
て
も
生
還
し
な
い
、
従
罪
以
上
の
罪
を
犯
し
た
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
で
女
側
が
破
棄
し
た
場
合
笞

五
十
の
刑
に
処
さ
れ
た
。
男
家
か
ら
の
取
消
は
娉
財
を
放
棄
さ
え
す
れ
ば
よ
く
、
そ
れ
に
よ
っ
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

男
女
と
も
定
婚
に
よ
っ
て
拘
束
さ
れ
た
が
、
そ
の
程
度
に
お
い
て
女
の
方
が
よ
り
強
く
拘
束
さ
れ
た
こ
と
は
、
律
令
が
男
本
位
の
嫁

取
婚
を
前
提
と
し
て
い
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。

　

成
婚
は
挙
式
の
こ
と
で
あ
り
、
六
礼
に
み
ら
れ
る
「
親
迎
」
で
あ
る
。
わ
が
国
の
場
合
、
女
家
に
お
い
て
行
わ
れ
る
の
が
慣
わ
し
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で
あ
り
、
そ
の
後
も
男
が
女
家
に
通
う
妻
問
婚
の
形
態
が
続
け
ら
れ
、
や
が
て
夫
婦
関
係
が
確
実
化
し
た
後
に
妻
は
男
家
に
移
っ
た

と
さ
れ
て
い
る
。

　

律
令
の
婚
姻
規
定
が
守
ら
れ
な
か
っ
た
の
か
に
つ
い
て
は
家
族
生
活
を
唐
律
、
唐
令
風
に
規
制
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
た
め
、（

８
）わ

が

国
の
生
活
に
馴
染
ま
ず
に
伝
統
民
俗
に
よ
っ
て
押
し
退
け
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

（
二
）
婚
姻
の
効
果

　
『
唐
律
疏
議
』
に
お
い
て
「
妻
（
さ
い
）
の
言
は
齋
な
り
。
夫
と
体
を
齋
（
ひ
と
）
し
う
す
。
義
は
幼
に
同
じ
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
第
三
者
か
ら
み
て
夫
婦
は
一
体
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、一
体
で
は
あ
っ
た
が
夫
婦
間
の
身
分
関
係
は
尊
長
と
卑
幼
、

す
な
わ
ち
目
上
の
親
族
と
目
下
の
親
族
間
は
同
じ
扱
い
で
あ
る
と
し
て
い
た
。
も
と
も
と
妻
は
婚
姻
後
も
実
家
の
姓
を
称
す
る
の
が

伝
統
で
あ
る
。
清
少
納
言
や
和
泉
式
部
な
ど
奈
良
時
代
王
朝
の
官
女
が
父
の
官
位
を
称
す
る
の
は
そ
の
名
残
で
あ
る
。（
９
）

　

夫
婦
の
財
産
関
係
に
つ
い
て
、
妻
の
持
参
し
た
財
産
は
夫
の
管
理
下
に
お
か
れ
る
「
夫
婦
同
財
」
を
原
則
と
す
る
。
家
計
は
一
応

夫
の
指
導
に
よ
る
も
の
と
す
る
形
態
で
は
あ
っ
た
が
、
夫
の
勝
手
は
許
さ
れ
な
い
。
財
産
は
夫
の
死
亡
、
離
婚
が
あ
れ
ば
妻
の
も
た

ら
し
た
財
産
す
べ
て
返
還
さ
れ
る
。
亡
夫
の
遺
産
か
ら
妻
が
分
与
を
受
け
る
際
は
妻
の
所
有
が
認
め
ら
れ
た
が
、
再
婚
す
る
時
財
産

は
夫
家
に
返
す
原
則
が
あ
っ
た
。

（
三
）
離
婚

　

律
令
が
定
め
る
離
婚
原
因
に
つ
い
て
、
棄
妻
、
和
離
、
義
絶
及
び
夫
の
失
踪
に
よ
る
四
種
が
あ
っ
た
。
棄
妻
は
一
定
の
原
因
が
妻

に
あ
る
場
合
に
夫
の
意
思
に
よ
っ
て
一
方
的
に
妻
を
離
別
す
る
も
の
で
あ
り
「
放
妻
」
と
も
称
せ
ら
れ
る
追
い
出
し
離
婚
で
あ
る
。
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そ
の
原
因
は
「
七
出
之
状
」
と
い
わ
れ
、「
一
、
子
無
き
。
二
、
淫

。
三
、
舅
姑
に
事
へ
ず
。
四
、
口
舌
。
五
、
盗
竊
。
六
、
妬
忌
。

七
、
悪
疾
」
と
あ
る
。
第
一
の
「
子
無
き
」
と
は
、
妻
の
年
が
五
十
歳
以
上
で
男
子
が
無
い
時
で
あ
る
と
当
時
の
注
釈
書
で
は
い
わ

れ
て
い
た
。
し
か
し
実
際
に
は
男
子
な
し
と
い
う
理
由
で
離
婚
す
る
も
の
は
ま
ず
い
な
い
。
従
っ
て
離
婚
原
因
と
し
て
は
ほ
と
ん
ど

意
味
を
成
さ
ず
、
婚
姻
の
目
的
が
家
の
継
続
で
あ
る
こ
と
を
意
味
し
た
に
過
ぎ
な
い
。
第
二
の
「
淫

」
を
犯
し
た
妻
が
離
婚
さ
れ

る
こ
と
は
勿
論
す
べ
て
の
宗
教
的
儀
式
に
参
加
す
る
こ
と
を
拒
ま
れ
、
寺
院
に
入
る
こ
と
さ
え
も
禁
じ
ら
れ
た
と
い
わ
れ
る
。
第
三

の
「
舅
姑
に
事
へ
ず
」
は
、
舅
姑
に
仕
え
る
こ
と
で
あ
る
。
第
四
の
「
口
舌
」
は
、
悪
口
を
言
い
ふ
ら
す
こ
と
で
、
こ
れ
に
よ
り
夫

と
親
し
い
者
と
を
不
和
に
さ
せ
る
端
を
な
す
と
考
え
ら
れ
た
。
第
五
の
「
妬
忌
」
は
、
妾
を
嫉
み
憎
む
こ
と
は
家
の
平
和
を
損
な
う

も
の
と
み
ら
れ
た
。
第
七
の
「
悪
疾
」
は
、
癩
病
な
ど
の
業
病
を
指
す
も
の
で
あ
る
と
『
令
解
集
』
に
み
え
る
。
夫
は
業
病
の
妻
と

共
に
祖
先
の
祭
ら
れ
て
い
る
宋
廟
に
入
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
中
国
の
禁
忌
思
想
に
由
来
す
る
。

　

夫
は
こ
の
七
か
条
何
れ
か
に
該
当
し
た
妻
を
離
婚
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、「
七
去
不
去
」
と
併
称
さ
れ
た
よ
う
に
、
七
去
あ
っ

て
も
三
不
去
と
い
わ
れ
る
事
実
が
あ
る
と
き
に
は
義
絶
と
七
去
の
う
ち
の
淫

、悪
疾
を
除
い
て
棄
妻
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

三
不
去
と
は
す
で
に
舅
姑
の
喪
を
果
た
す
こ
と
、
婚
姻
後
夫
が
立
身
し
た
こ
と
、
妻
が
帰
る
家
が
な
い
こ
と
を
指
す
。
こ
れ
に
違
反

す
る
と
杖
八
十
が
課
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
夫
の
死
後
に
七
去
及
び
妻
に
義
絶
が
あ
っ
た
場
合
は
舅
、
戸
主
そ
の
他
の
親
族
が
妻
を

追
い
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

　

和
離
は
夫
婦
の
不
和
を
原
因
と
す
る
合
意
離
婚
で
あ
る
た
め
、
現
在
の
協
議
離
婚
に
あ
た
る
。
令
は
こ
の
離
婚
原
因
を
一
切
制
限

せ
ず
夫
婦
が
離
婚
を
願
い
出
れ
ば
許
し
た
。
離
縁
状
は
「
手
書
」
と
称
し
、
夫
と
近
親
と
が
そ
れ
に
署
名
し
所
轄
の
官
司
に
提
出
す

る
。
離
縁
状
は
中
世
、
戦
国
期
か
ら
一
般
的
に
な
り
そ
の
前
提
は
遠
く
律
令
法
の
戸
令
に
遡
る
の
で
あ
る
。
婚
姻
す
る
に
あ
た
っ
て

男
側
に
は
何
ら
規
定
は
な
い
が
、
女
側
は
親
族
の
証
人
が
必
要
で
あ
っ
た
。
離
婚
に
お
い
て
は
男
側
の
証
人
が
必
要
だ
っ
た
と
い
う
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こ
と
は
母
系
社
会
よ
り
父
系
社
会
へ
の
転
換
期
と
し
て
も
捉
え
ら
れ
、
離
婚
状
も
「
家
」
単
位
で
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
え

る
。

　

義
絶
は
強
制
離
婚
で
あ
り
、
こ
こ
に
お
い
て
夫
の
自
由
意
思
に
任
せ
ら
れ
て
い
た
七
出
之
状
と
の
違
い
が
あ
る
。
義
絶
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
合
は
夫
婦
の
一
方
が
相
手
方
近
親
に
侮
辱
、殺
傷
を
加
え
た
場
合
と
双
方
の
親
族
間
に
お
い
て
殺
害
が
行
わ
れ
た
り
、

妻
が
夫
に
害
を
加
え
よ
う
と
し
た
場
合
は
必
ず
離
婚
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
て
お
り
、
も
し
義
絶
し
な
い
場
合
は
杖
百
が
課

せ
ら
れ
た
。

　

失
踪
に
よ
る
場
合
は
徒
以
上
の
罪
を
犯
し
た
場
合
、
夫
が
外
藩
没
落
し
て
子
が
あ
る
場
合
は
五
年
、
子
が
な
い
場
合
は
三
年
の
間

帰
ら
な
い
と
き
、
ま
た
逃
亡
の
場
合
は
子
が
あ
る
と
き
は
三
年
、
子
が
な
い
時
は
二
年
し
て
も
帰
ら
な
い
と
き
は
い
ず
れ
も
妻
は
改

嫁
が
可
能
と
な
り
こ
れ
を
以
っ
て
前
婚
は
解
消
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
場
合
い
ず
れ
も
形
式
的
要
件
と
し
て
妻
が
官
司
に
申
請
す
る

こ
と
が
必
要
と
さ
れ
、
改
嫁
に
よ
り
前
婚
は
解
消
さ
れ
た
。

　

律
令
法
上
に
規
定
さ
れ
て
い
る
離
婚
に
つ
い
て
、ED

W
A
RD
 W
EST

ERM
A
RCK

は
『A

 SH
O
RT
 H
IST
O
RY
 O
F 

M
A
RRIA

GE

』
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「T
he divorce law

 of the Japanese T
aihō code w

as substantially the sam
e as that in China, but practically a 

w
ife could be divorced at the pleasure of her husband under any slight or fl im

sy pretext, the m
ost usual 

being that she did not “conform
 to the usage of his fam

ily.” A
s in China, the w

ife had no legal right to dem
and 

a divorce from
 her husband on any ground.

」 

　

日
本
の
律
令
法
は
、
唐
律
令
の
離
婚
法
と
同
じ
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
妻
が
「
家
風
に
合
わ
な
い
」
と
い
う
口
実
が
使
わ
れ
て

い
た
。
中
国
に
お
け
る
妻
は
、
い
か
な
る
理
由
を
以
っ
て
し
て
も
夫
と
の
離
婚
を
要
求
す
る
法
律
上
の
権
利
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
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こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

わ
が
国
の
実
態
を
示
す
も
の
と
し
て
『
伊
勢
物
語
』
の
「
あ
ふ
ご
か
た
み
」
に
、「
な
ど
て
か
く
あ
ふ
ご
か
た
み
に
な
り
に
け
む

水
も
ら
さ
じ
と
む
す
び
し
も
の
を
」
と
い
う
歌
が
み
ら
れ
る
。
夫
に
去
ら
れ
た
妻
が
詠
ん
だ
も
の
で
は
な
く
、
夫
を
見
限
っ
て
去
っ

て
行
っ
た
妻
へ
の
未
練
を
男
が
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
。
公
家
の
場
合
、
婿
取
婚
で
の
生
活
拠
点
は
妻
の
実
家
で
あ
っ
た
の
で
、
離
婚

し
て
家
を
出
て
行
く
の
は
夫
方
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
『
今
昔
物
語
集
』
に
、「
今
は
昔
。
京
に
父
母
な
く
、親
類
も
な
く
て
、

極
め
て
貧
し
き
一
人
の
女
人
あ
り
け
り
。
年
若
く
、
形
美
麗
な
り
と
い
へ
ど
も
、
貧
し
き
に
よ
り
、
夫
相
具
せ
ず
し
て
や
も
め
に
て

あ
り
・
・
・
」
と
あ
り
、
貧
乏
な
家
は
婿
を
取
れ
な
い
、
貧
し
い
女
は
婚
姻
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
何
と
か
婚
姻
で

き
て
も
、
父
母
が
死
亡
し
た
際
な
ど
生
活
の
援
助
が
受
け
ら
れ
な
い
状
態
に
な
る
と
、
妻
か
ら
離
婚
を
申
し
出
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

律
令
に
は
夫
に
よ
る
追
い
出
し
離
婚
の
規
定
は
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
逆
は
な
い
。

　

律
令
制
に
よ
る
離
婚
の
二
つ
の
法
的
効
果
は
、
妻
が
実
家
よ
り
持
参
し
た
財
産
は
返
還
す
る
こ
と
、
及
び
再
婚
が
認
め
ら
れ
る
こ

と
で
あ
る
。
律
令
の
実
現
は
、
室
町
以
後
の
三
行
半
の
去
状
が
あ
ら
わ
れ
る
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
、
離
婚
後

の
妻
の
財
産
帰
属
に
つ
い
て
は
『
大
和
物
語
』
に
、「
男
妻
を
ま
う
け
て
、
心
か
は
り
は
て
て
、
こ
の
家
に
あ
り
け
る
物
ど
も
を
、

今
の
妻
の
が
り
か
き
は
ら
ひ
て
も
て
は
こ
び
い
く
。
心
憂
し
と
思
へ
ど
、
な
ほ
ま
か
せ
て
見
け
り
。
ち
り
ば
か
り
の
物
残
さ
ず
、
み

な
も
て
い
ぬ
。」
と
み
え
る
。
男
が
前
妻
の
家
か
ら
自
分
の
財
産
を
持
っ
て
出
て
行
き
、
そ
れ
を
後
妻
の
家
へ
運
び
入
れ
て
い
る
様

子
が
描
か
れ
て
お
り
、
離
婚
の
時
に
妻
に
持
参
財
産
を
持
っ
て
去
る
と
い
う
律
令
規
定
と
は
正
反
対
に
な
っ
て
い
る
。

　

室
町
以
前
ま
で
、
離
婚
は
「
離
れ
る
」
と
称
し
た
。
お
互
い
が
平
等
な
立
場
で
離
れ
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
そ
れ
以
後
は
一
方

的
な
追
出
し
の
形
が
と
ら
れ
る
。
物
語
な
ど
で
「
夜
離
れ
」「
床
去
り
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
女
の
寝
床
を
去
る
、
と

い
う
意
味
で
あ
り
、
制
度
的
な
離
婚
で
は
な
い
。
律
令
の
示
す
離
婚
の
宣
言
は
み
ら
れ
ず
、
離
婚
か
ど
う
か
は
時
が
経
っ
て
か
ら
知
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る
こ
と
に
な
る
形
態
で
あ
っ
た
。（　

）
10

公
家
法
誕
生
を
母
体
と
し
て
武
家
法
が
誕
生
し
、
中
世
法
へ
と
移
行
す
る
に
つ
れ
婚
姻
形
態

も
婿
取
婚
か
ら
嫁
取
婚
へ
と
変
化
し
て
い
く
に
つ
れ
、
徐
々
に
律
令
規
定
が
浸
透
し
始
め
る
こ
と
に
な
る
。

三
、
中
世
の
婚
姻

（
一
）
鎌
倉
・
室
町
幕
府
法
に
み
る
婚
姻

　

こ
の
期
に
お
け
る
婚
姻
の
成
立
要
件
に
つ
い
て
、
婚
姻
適
齢
の
法
的
規
定
は
な
か
っ
た
が
、
元
服
式
の
後
が
常
例
で
あ
っ
た
。
戦

国
時
代
、
身
分
の
高
い
武
士
に
早
婚
の
政
略
結
婚
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
が
公
家
と
武
家
間
で
そ
の
年
齢
は
異
な
っ
て
お
り
、
必
ず
し

も
一
律
で
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
。
実
質
的
要
件
に
つ
い
て
は
婚
約
（
縁
約
・
承
諾
・
契
約
）
と
成
婚
（
嫁
娶
）
が
あ
る
。
中
世
に

お
け
る
縁
約
の
実
行
を
「
嫁
娶
」
と
呼
ぶ
。
迎
嫁
の
形
式
で
あ
り
こ
の
語
は
縁
約
の
実
行
を
意
味
す
る
も
の
で
あ
る
。
成
婚
の
式
は

室
町
中
頃
ま
で
は
上
代
以
来
の
慣
習
に
よ
っ
て
女
家
で
挙
げ
ら
れ
た
が
、
承
久
の
乱
か
ら
南
北
朝
頃
ま
で
に
み
ら
れ
る
婿
取
婚
の
最

終
段
階
に
な
る
と
、
夫
家
に
妻
を
迎
え
る
嫁
取
婚
の
形
式
が
顕
わ
れ
始
め
婚
礼
も
男
家
で
執
り
行
う
よ
う
に
な
る
。
こ
の
形
態
を
擬

制
婿
取
婚
と
称
し
、
す
べ
て
の
方
式
が
擬
制
を
目
的
と
し
た
も
の
に
な
る
。
そ
の
基
本
的
な
も
の
は
「
家
」
の
擬
制
、
す
な
わ
ち
夫

の
家
で
あ
る
の
に
妻
の
家
で
あ
る
も
の
と
す
る
こ
と
に
あ
る
。
婿
取
婚
の
特
質
は
、
な
お
妻
方
に
婚
姻
の
主
体
性
が
あ
り
、
た
と
え

夫
の
本
宅
で
も
家
は
妻
の
も
の
と
し
て
い
る
こ
と
、
夫
方
、
妻
方
の
家
族
を
排
し
て
夫
婦
だ
け
の
単
婚
世
帯
を
持
つ
こ
と
な
ど
が
あ

げ
ら
れ
る
。

　

中
世
初
期
は
女
の
地
位
も
高
い
も
の
で
あ
っ
た
、
封
建
思
想
が
進
化
す
る
に
つ
れ
夫
婦
間
も
主
従
関
係
と
な
り
尊
長
卑
幼
の
関
係

に
準
じ
て
扱
わ
れ
る
。
律
令
法
の
婚
姻
効
果
が
こ
こ
に
お
い
て
根
を
下
ろ
す
こ
と
に
な
っ
た
。
従
順
、
服
従
、
貞
節
な
ど
が
要
求
さ

れ
夫
の
死
後
は
改
嫁
（
再
婚
）
を
不
義
と
す
る
非
難
も
存
在
し
た
。
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女
子
の
婚
姻
に
お
い
て
親
ま
た
は
祖
父
母
の
同
意
を
必
要
と
し
伊
達
家
『
塵
芥
集
』
に
次
の
規
定
が
み
え
る
。

 
「
え
ん
や
く
さ
う
ろ
ん
の
事
、
一
人
は
ち
ち
に
つ
い
て
こ
れ
を
さ
た
む
、
一
人
は
母
に
つ
い
て
申
さ
た
む
う
る
の
う
へ
、
も
ん
た

う
あ
り
、
ち
ち
に
つ
い
て
申
さ
た
む
る
の
か
た
の
理
う
あ
ん
た
る
へ
し
」

父
母
の
意
見
が
分
か
れ
た
と
き
は
父
の
意
見
に
従
う
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
婚
約
は
夫
婦
に
準
ず
る
も
の
と
さ
れ
る
。

　

 

「
え
ん
や
く
あ
ひ
さ
だ
ま
る
人
の
む
す
め
、
よ
こ
あ
ひ
よ
り
う
ば
ひ
と
る
事
、
ひ
つ
く
わ
い
の
ざ
い
く
わ
に
お
な
じ
」

と
あ
り
、
既
に
婚
約
の
定
ま
っ
た
済
む
眼
を
横
か
ら
奪
い
取
っ
た
場
合
は
こ
れ
を
密
懐
す
な
わ
ち
姦
通
の
罪
に
処
す
る
べ
き
も
の
と

し
て
い
る
。

　
『
御
成
敗
式
目
』
に
は
所
領
・
所
職
の
相
続
の
必
要
上
再
婚
に
つ
い
て
詳
細
な
規
定
が
み
ら
れ
る
。
二
四
条
に
、

 

「
後
家
た
る
の
輩
、
夫
の
所
領
を
譲
り
得
ば
、
す
べ
か
ら
く
他
事
抛
ち
て
亡
夫
の
後
世
を
訪
ふ
べ
き
の
処
、
式
目
に
背
く
事
そ
の

咎
な
き
に
あ
ら
ざ
る
か
、
し
か
る
に
た
ち
ま
ち
貞
心
を
忘
れ
、
改
嫁
せ
し
め
ば
、
得
る
と
こ
ろ
の
領
地
を
も
っ
て
亡
夫
の
子
息

に
充
て
給
ふ
べ
し
、
も
し
ま
た
子
息
な
く
ば
別
の
御
計
ら
ひ
あ
る
べ
し
」

と
あ
り
夫
に
死
に
別
れ
た
女
の
再
婚
を
強
く
非
難
し
て
い
る
。
後
家
は
亡
夫
の
後
世
を
祈
る
べ
き
で
あ
り
、
貞
操
の
心
を
忘
れ
る
の

は
咎
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
貞
心
を
忘
れ
て
再
婚
す
る
な
ら
ば
そ
れ
は
不
義
で
あ
る
か
ら
亡
夫
よ
り
譲
与
さ
れ
た
財
産
は
す
べ
て
子

ど
も
に
返
還
す
る
旨
規
定
し
て
い
る
。夫
に
先
立
た
れ
た
妻
は
す
べ
て
を
な
げ
う
っ
て
亡
夫
の
後
世
を
弔
う
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
た
。

　

貞
操
を
特
に
重
視
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
物
語
に
も
表
現
さ
れ
て
い
る
。『
今
昔
物
語
集
』
に
、

　
「
女
ノ
、『
子
ハ
悲
ケ
レ
ド
モ
、
乞
匈
ニ
ハ
否
不
近
付
ジ
』
ト
思
テ
、
子
ヲ
棄
テ
逃
タ
ル
事
ヲ
ゾ
、
此
ノ
武
者
共
讃
メ
感
ジ
ケ
ル
」

と
あ
る
。
子
連
れ
の
母
親
が
山
中
で
乞
食
に
会
い
、
自
分
の
身
が
危
な
か
っ
た
の
で
、
乞
食
を
騙
し
て
子
を
人
質
に
お
い
て
逃
げ
、

そ
の
途
中
で
出
会
っ
た
武
士
に
助
け
ら
れ
た
が
子
ど
も
は
既
に
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
子
を
犠
牲
に
し
て
も
操
を
守
っ
た
女
の
廉
恥
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心
を
賞
賛
し
て
い
る
。
ま
た
貞
操
を
重
ん
じ
ら
れ
て
い
た
こ
の
時
代
に
「
操
を
棄
て
て
操
を
立
て
た
」
と
評
さ
れ
る
女
が
居
た
。
源

義
朝
の
妾
で
あ
っ
た
常
盤
御
前
は
三
人
の
子
を
持
ち
な
が
ら
義
朝
の
死
後
清
盛
の
寵
愛
を
受
け
て
女
子
を
産
み
、
さ
ら
に
清
盛
に
捨

て
ら
れ
て
か
ら
は
大
蔵
卿
藤
原
長
成
の
妻
と
な
っ
て
男
子
を
も
う
け
た
。
厳
粛
な
る
貞
操
観
念
か
ら
考
え
れ
ば
許
さ
れ
な
い
行
動
で

あ
ろ
う
。
三
人
の
こ
の
生
命
を
助
け
る
た
め
に
夫
の
敵
清
盛
に
嫁
い
だ
こ
と
は
致
し
方
な
い
と
し
て
も
、
長
成
と
の
婚
姻
に
弁
護
の

余
地
は
な
い
。
武
士
の
時
代
と
い
わ
れ
る
鎌
倉
時
代
に
お
い
て
も
「
貞
婦
は
二
夫
に
見
え
ず
」
と
い
う
道
徳
は
必
ず
し
も
確
立
し
て

い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
（
二
）
離
婚

　

中
世
に
お
い
て
離
婚
の
こ
と
を
「
離
別
」
と
呼
ん
だ
が
、そ
の
権
利
は
夫
方
に
あ
り
妻
を
「
去
る
」「
暇
を
や
る
」「
暇
を
く
れ
る
」

「
棄
捐
」
な
ど
と
称
し
た
。
女
を
救
う
方
法
と
し
て
ア
ジ
ー
ル
的
効
果
を
狙
っ
て
身
分
の
あ
る
武
家
や
格
式
の
高
い
寺
院
な
ど
に
走

り
こ
ん
で
離
婚
の
実
を
あ
げ
た
。
伊
達
家
『
塵
芥
集
』
に
、

　
「
人
の
む
す
め
、
よ
め
は
し
り
入
の
事
い
か
よ
う
の
子
細
申
共
其
親
を
つ
と
の
か
た
へ
か
へ
し
お
く
へ
き
な
り
」

と
あ
る
。
近
世
に
入
る
と
各
地
に
み
ら
れ
、
鎌
倉
東
慶
寺
や
上
州
満
徳
寺
の
よ
う
な
女
側
か
ら
の
離
婚
救
済
を
目
的
と
す
る
駆
込
寺

（
縁
切
寺
）
が
発
生
し
て
く
る
。

　

中
世
後
期
に
お
け
る
離
婚
の
一
つ
の
特
色
は
、
武
家
間
で
「
去
状
」、
庶
民
間
で
「
暇
の
印
」
が
あ
ら
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
伊

達
家
『
塵
芥
集
』
に
、

 

「
婦
夫
闘
諍
の
事
、
そ
の
婦
猛
き
に
よ
り
、
夫
追
い
出
す
。
し
か
る
に
か
の
婦
、
夫
に
暇
を
得
た
る
の
よ
し
申
、
改
め
嫁
が
ん
事

を
お
も
ふ
。
そ
の
親
・
兄
弟
、
も
と
の
夫
の
方
へ
届
け
に
を
は
ず
し
て
、
か
の
婦
、
夫
を
改
む
。
今
嫁
ぐ
と
こ
ろ
の
夫
・
女
と
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も
に
罪
科
に
行
ふ
べ
き
也
。
た
だ
し
、
離
別
紛
れ
な
き
に
い
た
つ
て
は
、
是
非
に
を
よ
ば
る
ざ
る
な
り
。
し
か
る
に
前
の
夫
、

な
か
ば
は
後
悔
、
な
か
ば
は
い
ま
最
愛
の
夫
に
遺
恨
あ
る
に
よ
り
、
離
別
せ
ざ
る
よ
し
問
答
に
お
よ
ぶ
。
暇
を
得
た
る
支
証
ま

ぎ
れ
な
く
ば
、
ま
え
の
夫
罪
科
に
の
が
れ
か
た
し
」

と
み
え
る
。
夫
が
妻
を
家
か
ら
追
出
し
た
だ
け
で
は
離
別
と
は
認
め
ら
れ
ず
、
夫
か
ら
「
暇
の
印
」
を
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か

っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。（　

）
11

　

こ
の
文
書
の
や
り
取
り
は
、
狂
言
で
離
婚
を
題
材
に
す
る
と
き
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど
「
暇
の
状
」
あ
る
い
は
「
暇
の
印
」
と

し
て
表
現
さ
れ
る
。『
箕
被
』で
は
連
歌
に
心
を
奪
わ
れ
夜
泊
り
日
泊
り
を
繰
返
す
夫
が
発
句
被
き
の
会
を
催
す
旨
妻
に
相
談
す
る
も
、

経
済
的
余
裕
が
な
い
こ
と
と
日
頃
か
ら
渡
世
を
省
み
な
い
こ
と
に
我
慢
の
限
界
に
達
し
た
妻
と
の
間
に
暇
を
め
ぐ
る
会
話
が
描
か
れ

て
い
る
。

　

女
「
ど
う
あ
っ
て
も
や
め
さ
せ
ら
れ
ね
ば
、
わ
ら
わ
に
暇
を
下
さ
れ
い
」

　

男
「
な
ん
じ
ゃ
暇
を
く
れ
い
」

　

女
「
な
か
な
か
」

　

男
「
そ
れ
は
ま
こ
と
か
」

　

女
「
ま
こ
と
で
ご
ざ
る
」

　

男
「
真
実
か
」

　

女
「
一
定
で
ご
ざ
る
」

男
「
ホ
イ
。
ハ
、
ぜ
ひ
も
な
い
こ
と
を
言
い
出
だ
い
た
。
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
思
い
立
っ
た
頭
を
、
い
ま
さ
ら
と
ま
る
こ
と
も
な
ら

ず
、
ほ
か
に
料
簡
も
な
い
。
ち
か
ご
ろ
気
の
毒
な
が
ら
暇
を
お
ま
そ
う
、
里
親
へ
住
ん
で
く
れ
さ
し
め
」
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女
「
す
れ
ば
わ
ら
わ
に
暇
を
下
さ
れ
て
も
、
や
む
る
こ
と
は
な
り
ま
せ
ぬ
か
」

　

男
「
ま
ず
は
そ
の
よ
う
な
も
の
じ
ゃ
」

　

女
「
そ
れ
な
ら
ば
、
ぜ
ひ
も
ご
ざ
ら
ぬ
、
戻
り
ま
し
ょ
う
。
何
ぞ
し
る
し
を
下
さ
れ
い
」

　

男
「
何
な
り
と
持
っ
て
行
か
し
め
」

女
「
塵
を
結
ん
で
な
り
と
も
、
夫
の
手
よ
り
取
る
も
の
じ
ゃ
と
申
し
ま
す
る
、
こ
な
た
の
手
よ
り
下
さ
れ
い
」

　

ま
た
『
石
神
』
で
も
夫
の
言
葉
と
し
て
、

男
「
イ
ヤ
ま
こ
と
に
、
こ
れ
ま
で
も
た
び
た
び
、
暇
を
く
れ
い
暇
を
く
れ
い
と
申
せ
ど
も
、
今
彼
を
出
い
て
は
、
其
の
勝
手
が
悪

し
ゅ
う
ご
ざ
る
に
よ
っ
て
、
い
と
ま
を
つ
か
わ
し
ま
せ
ぬ
」

　

女
が
去
る
に
あ
た
っ
て
は
暇
の
印
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
こ
れ
に
添
え
て
何
か
品
物
を
貰
う
こ
と
が
慣
行
で
あ
り
、（　

）
12

去
状
や
暇

の
印
を
取
る
こ
と
は
女
に
と
っ
て
再
婚
の
自
由
を
得
た
証
拠
と
な
っ
た
。（　

）
13

　

財
産
に
関
し
て
は
『
沙
石
集
』
に
、「
人
の
妻
去
ら
る
る
と
き
は
、
家
の
物
心
に
ま
か
せ
て
と
る
習
ひ
に
て
侍
る
な
ら
ば
、
何
物

も
と
り
給
へ
と
夫
申
し
け
る
時
…
」
と
み
え
、
妻
が
過
失
な
く
し
て
離
婚
さ
れ
た
と
き
は
、
少
な
く
と
も
持
参
財
産
を
妻
は
持
ち
帰

る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
が
わ
か
る
。
高
梨
公
之
教
授
は
「『
沙
石
集
』
の
話
か
ら
引
き
出
せ
る
の
は
「
な
ん
で
も
」
家
財
が
取
れ
る

と
い
う
こ
と
だ
け
の
こ
と
で
、
そ
れ
を
狂
言
の
「
し
る
し
」
と
考
え
あ
わ
せ
る
と
明
確
な
判
断
が
出
来
に
く
く
な
る
。
狂
言
の
そ
れ

は
、
男
の
身
に
付
い
た
も
の
を
、
離
婚
を
徴
表
す
る
も
の
と
し
て
男
の
手
か
ら
受
取
る
も
の
で
あ
る
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。（　

）
14

四
、
お
わ
り
に

　

摂
関
期
に
な
り
藤
原
氏
の
長
者
が
事
実
上
摂
関
の
地
位
す
ら
世
襲
す
る
か
の
ご
と
く
時
代
に
入
る
と
、
財
産
法
も
男
系
主
義
と
な
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り
、
そ
の
結
果
男
系
相
続
の
み
を
認
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
摂
関
政
治
の
土
台
に
な
る
も
の
は
律
令
制
度
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
大
化

改
新
後
前
後
に
で
き
た
も
の
で
あ
る
。
律
令
制
に
お
い
て
官
位
は
男
に
与
え
ら
れ
る
と
し
、
家
の
収
入
も
家
の
社
会
的
地
位
も
男
を

基
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
官
僚
制
の
も
と
で
は
家
を
代
表
す
る
男
の
地
位
は
必
然
的
に
高
く
な
る
。
政
治
権
力
の
担
い
手
が
狭
隘
な

都
に
住
む
公
家
か
ら
全
国
に
散
在
す
る
武
家
に
移
り
、
女
の
も
と
に
物
理
的
、
空
間
的
に
通
い
き
れ
な
く
な
っ
た
結
果
婿
取
婚
か
ら

嫁
取
婚
へ
の
変
化
が
看
取
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

武
家
社
会
の
確
立
に
伴
い
、
ま
た
戦
乱
を
繰
返
す
中
で
武
家
の
女
の
地
位
は
徐
々
に
低
下
し
て
い
く
と
み
ら
れ
る
が
、
こ
れ
も
経

済
的
基
盤
を
持
た
な
い
女
で
、
俸
禄
や
財
産
を
持
た
な
い
中
流
以
下
の
町
人
や
庶
民
の
女
た
ち
は
、
家
の
重
圧
は
強
く
な
く
労
働
力

も
男
と
比
べ
て
低
く
な
か
っ
た
。
ま
た
家
の
管
理
者
と
し
て
の
権
限
を
持
ち
家
政
を
治
め
て
い
た
こ
と
は
、「
シ
ャ
ク
シ
ワ
タ
シ
」「
シ

ャ
モ
ジ
ワ
タ
シ
」
な
ど
主
婦
権
を
「
シ
ャ
モ
ジ
」
に
よ
っ
て
象
徴
し
て
い
る
こ
と
で
も
有
名
で
あ
る
。

　

月
去
り
星
移
り
千
載
を
経
た
今
日
、
顧
み
れ
ば
往
々
に
し
て
当
時
の
実
態
は
明
文
規
定
そ
の
ま
ま
で
あ
っ
た
と
考
え
が
ち
で
あ
る

が
、
必
ず
し
も
当
ら
な
い
。
慣
習
法
が
強
く
重
ん
じ
ら
れ
る
婚
姻
な
ど
は
、
法
規
上
の
明
文
に
よ
り
形
式
的
・
形
骸
的
に
考
察
し
て

も
表
層
的
分
析
に
過
ぎ
な
い
嫌
い
が
あ
り
、
真
の
姿
は
見
え
て
こ
な
い
。
法
規
と
実
態
は
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、
そ
の
乖
離
は
時
代

が
古
い
ほ
ど
大
き
い
。
し
た
が
っ
て
往
古
を
研
究
す
る
に
際
し
、
法
規
を
一
読
し
て
そ
れ
が
そ
の
ま
ま
当
代
の
法
律
生
活
で
あ
っ
た

と
速
断
す
る
こ
と
は
現
に
慎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
法
規
は
必
ず
し
も
実
現
せ
ら
れ
ず
成
文
法
、
事
実
足
る
慣
習
が
現
存
す
る
の

で
あ
る
。
内
縁
の
妻
し
か
り
。
微
力
な
が
ら
さ
ら
に
多
く
の
資
料
か
ら
社
会
規
範
や
法
規
範
的
内
容
を
探
り
婚
姻
の
実
態
に
迫
る
方

法
を
模
索
し
て
行
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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苫
小
牧
駒
澤
大
学
紀
要　

第
二
十
号　

二
〇
〇
九
年
三
月

　
　

注
1
、
坂
下
圭
八
『
歴
史
の
な
か
の
言
葉
』（
朝
日
新
聞
社
）
一
六
〇
〜
一
六
一
頁
。

2
、
高
群
逸
枝
『
高
群
逸
枝
全
集
』
第
二
巻
（
理
論
社
）
二
一
五
〜
二
一
八
頁
、
同
『
日
本
婚
姻
史
』（
至
文
堂
）
六
一
頁
。

3
、
洞
富
雄
「
奈
良
時
代
の
夫
婦
同
居
制
に
つ
い
て
」『
日
本
歴
史
』
八
六
号
（
吉
川
弘
文
館
）
四
七
〜
四
八
頁
。

4
、
武
家
法
で
は
、
婚
姻
年
齢
の
規
定
は
な
い
。
例
え
ば
源
実
朝
は
十
三
歳
、
北
条
時
宗
は
十
一
歳
で
あ
る
。

5
、
妾
は
重
婚
の
禁
に
触
れ
な
い
。

6
、
三
浦
周
行
『
法
制
史
の
研
究
』（
岩
波
書
店
）
三
七
八
頁
。

7
、
血
筋
混
濁
を
防
止
す
る
た
め
、
現
行
民
法
七
七
二
条
に
「
離
婚
後
三
百
日
以
内
に
生
ま
れ
た
子
は
前
夫
の
子
と
す
る
」
と
規
定
し
て

い
る
。

8
、
福
尾
猛
市
郎
「
女
性
の
形
式
的
地
位
と
婚
姻
に
関
す
る
法
制
」『
日
本
家
族
制
度
史
概
説
』（
吉
川
弘
文
館
）
の
な
か
で
、『
中
国
の
思

想
に
お
け
る
社
会
的
及
び
家
庭
秩
序
の
規
範
と
し
て
は
、
親
子
間
の
孝
道
、
長
幼
の
序
な
ど
が
あ
り
、
男
女
間
で
は
男
尊
女
卑
・
夫
唱

婦
随
が
あ
っ
て
、
差
別
即
秩
序
の
精
神
を
根
本
と
し
て
唱
道
せ
ら
れ
た
。
女
性
を
軽
ん
ず
る
精
神
は
古
典
に
広
く
う
か
が
わ
れ
、
…
（
中

略
）
…
法
制
に
お
い
て
も
、
こ
の
思
想
が
立
法
の
基
盤
に
存
在
し
た
た
め
、
男
女
の
区
別
せ
ら
れ
る
規
定
は
多
い
。（
中
略
）
ま
た
条
文

に
な
く
て
も
戸
主
の
地
位
は
男
性
独
占
を
前
提
と
し
た
の
で
あ
り
、（
中
略
）
男
尊
女
卑
の
制
度
は
、
こ
れ
も
明
ら
か
で
あ
る
。』
と
の

見
解
を
示
し
て
い
る
。（
四
二
〜
四
三
頁
。）

9
、
清
少
納
言
は
父
が
清
原
の
少
納
言
な
の
で
清
原
の
一
字
を
取
っ
て
官
名
に
つ
な
い
だ
と
さ
れ
、
和
泉
式
部
は
夫
が
和
泉
守
で
式
部
丞

で
あ
っ
た
た
め
こ
う
呼
ば
れ
た
と
さ
れ
る
。

10
、
石
井
良
助
『
日
本
法
制
史
概
説
』（
創
文
社
）
六
二
〜
六
三
頁
、
大
竹
秀
男
『「
家
」
と
女
性
の
歴
史
』（
弘
文
堂
）
九
六
〜
九
八
頁
、
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髙
嶋
め
ぐ
み　

婚
姻
法
史
に
み
る
明
文
規
定
と
実
態

高
柳
真
三
「
日
本
の
離
婚
と
離
婚
法
」
青
山
道
夫
他
編
講
座
家
族　

四
、
婚
姻
の
解
消
（
弘
文
堂
）
二
一
九
〜
二
二
二
頁
。

11
、
石
井
良
助
『
日
本
婚
姻
法
史
』（
創
文
社
）
三
〜
三
七
頁
、
大
竹
秀
男
＝
牧
英
正
編
『
日
本
法
制
史
』（
青
林
双
書
）
一
三
八
〜
一
三

九
頁
。

12
、
高
梨
公
之
『
日
本
婚
姻
法
史
論
』（
有
斐
閣
）
五
七
頁
。

13
、
大
間
知
篤
三
『
婚
姻
の
民
俗
学
』（
岩
崎
美
術
社
）
一
四
八
〜
一
五
一
頁
。

14
、
高
梨
・
前
掲
書
五
八
頁
。

　

※
文
学
や
狂
言
は
『
日
本
古
典
文
学
大
系
』（
岩
波
書
店
）
か
ら
の
引
用
。

（
た
か
し
ま　

め
ぐ
み
・
本
学
准
教
授
）
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苫小牧駒澤大学紀要　第20号　2009年３月

創刊号～第20号執筆者索引

ア　青木麻衣子　　オーストラリアの言語教育政策の歴史的展開 第６号
　　　　　　　　　　―英語以外の言語の教育に視点を当てて―
　
　　石田清史　　　外国人私費留学生の現状 第８号
　　　　　　　　　　―アンケート調査を中心として―
　　　　　　　　　中国人私費留学生の動向　　　　　　　　　　　　　第９号
　　　　　　　　　中国人留学生の実態　　　　　　　　　　　　　　　第10号
　　　　　　　　　近代日本に於る参審の伝統　 第14号
　　　　　　　　　　―裁判員制度を契機として―

　　伊藤勝久　　　社会地図学：その主張と批判（１）（英文） 　　　第10号
　　　　　　　　　社会地図学：その主張と批判（２）（英文） 　　　第11号
　　　　　　　　　地図のメタファー（英文） 　　　　　　　　　　　第13号
　
　　伊藤博之　　　情報処理基礎教育における５分間実技試験の開発と 第４号
　　　　　　　　　　運用
　　　　　　　　　パスワード管理の運用を通じたユーザ教育について　第５号
　
　　今井敏勝　　　楽器による音楽表現研究 創刊号
　　　　　　　　　　―リコーダーを使った音楽教育と指導法―
　　　　　　　　　楽器による音楽表現研究 Ⅲ 　第３号
　　　　　　　　　　―学校教育における管・打楽器活動の展望―
　
　　植木哲也　　　真理のプラグマティクス　　　　　　　　　　　　　第５号
　　　　　　　　　隠された知―アイヌ教育と開拓政策― 　　　　　　第12号
　　　　　　　　　児玉作左衛門のアイヌ頭骨発掘（１）　 第14号
　　　　　　　　　　―背景と概要―
　　　　　　　　　児玉作左衛門のアイヌ頭骨発掘（２） 第15号
　　　　　　　　　　―研究の諸問題―
　　　　　　　　　児玉作左衛門のアイヌ頭骨発掘（３） 第16号
　　　　　　　　　　―大後頭孔の「人為的」損傷― 
　　　　　　　　　児玉作左衛門のアイヌ頭骨発掘（４） 第17号
　　　　　　　　　　―発掘の論理と倫理―



（2）

創刊号～第20号執筆者索引

　　藤島利夫・笹村泰昭・遠藤俊二・能勢公
　　　　　　　　　ルチン分析で見た韃靼ソバとその利用 第18号

　　大久保治男　　「苫小牧駒澤大学紀要」創刊を祝う 　　　　　　　　創刊号
　　　　　　　　　徳川幕府刑法における責任論（一） 　　　　　　　　創刊号
　　　　　　　　　徳川幕府刑法における責任論（二） 　　　　　　　　第２号
　　　　　　　　　清水賢一教授の定年御退職によせて　　　　　　　　第５号
　　　　　　　　　彦根藩「大久保家文書」（一） 　　　　　　　　　　第８号
　　　　　　　　　　―教育行政の実践事例―
　　　　　　　　　大久保治男教授略歴及び主な業績　　　　　　　　　第９号
　　　　　　　　　公私協力大学・苫小牧駒澤大学開学への軌跡 第９号
　　　　　　　　　　―その黎明期と胎動期の苦難―
　　　　　　　　　「苫小牧駒澤大学」創立の経緯と開学十周年を慶祝す 第18号

　　大谷哲夫　　　『苫小牧駒澤大学紀要』 第18号
　　　　　　　　　　開学十周年記念号の刊行を祝す
　　　　　　　　　概要「十六羅漢」とその様相について　　 　　　　第18号

　　オルソン，ロバート・カール
　　　　　　　　　ナチュラルアプローチ―苫小牧駒澤大学英語クラス 第３号
　　　　　　　　　　に適用可能な授業法について―
　　　　　　　　　アスパーガーズの症候群：危険な無秩序または 第６号
　　　　　　　　　　誤解された病気？
　　　　　　　　　ジェイコブソンの「バックワード形成」理論　　　　第７号
　　　　　　　　　フリーター世代に英語をおしえるということ　　　　第８号
　　　　　　　　　英語を学生が学びやすくするための「バリアフリー」 第９号
　　　　　　　　　　コミュニケーション
　　　　　　　　　「和製」英語の考察（英文）　　　 　　　　　　　第11号
　　　　　　　　　コミュニケーション戦略「フレーミング」の考察 第12号
　　　　　　　　　　（英文）
　　　　　　　　　ＥＳＬクラスにおける日本人の視覚的繊細性と 第13号
　　　　　　　　　　カタカナ（英文）
　　　　　　　　　 「ジャパニーズ・オンリー」批判、人種差別を考え 第14号
　　　　　　　　　　る（英文）



（3）

苫小牧駒澤大学紀要　第20号　2009年３月

　　　　　　　　　「ホット・ボックシング」を使った英会話授業 　　第15号
　　　　　　　　　大学の英語教育におけるディベートの効用（英文） 第17号
　　　　　　　　　大学英語教育を分析できるか？　　　　　　　　　 第18号
　　　　　　　　　英会話教育における色の活用（英文）　　　　　　 第19号

カ　片山晴賢　　　十周年記念号によせて　　　　　　　　　　　　　 第18号
　　　　　　　　　『日本一鑑』名彙の研究（一）　　　　　　　　　 第18号
　　　　　　　　　関稔先生のご退職によせて　　　　　　　　　　　 第20号
　
　　加藤登喜男　　学校教育改革の視点に立つ学社融合のとらえ方　　　 第２号
　　　　　　　　　＜翻訳＞どうしてシマウマは黒いシマシマなの？　 第14号
　
　　金内花枝　　　アイヌ伝統料理の栄養的考察 第18号
　　　　　　　　　　―主食としてのオハウ（汁もの）について―
　　　　　　　　　アイヌ伝統料理の栄養的考察（２） 第20号
　　　　　　　　　　―副食としてのサヨ（おかゆ）とラタシケプ（煮もの）
　　　　　　　　　　について―
　
　　川島和浩　　　財務業績計算書について　　　　　　　　　　　　　第６号
　　　　　　　　　外資表示財務諸表における換算方法の考察　　　　　第９号
　　　　　　　　　税効果会計に関する考察　　　　　　　　　　　　 第10号
　　　　　　　　　ＪＩＴ生産方式におけるバックフラッシュ原価計算 第15号
　　　　　　　　　　の考察
　　　　　　　　　保険医療材料制度改革の動向と原価計算の課題　　 第16号
　　　　　　　　　地方公共団体における財政健全化の課題　　　　　 第18号

　　キンドラー，マイケル
　　　　　　　　　日本人の学習方法とソクラテス問答形式の研究： 　　第２号
　　　　　　　　　　適合性と非適合性の差違
　　　　　　　　　川岸のクランシー： 第３号
　　　　　　　　　　オーストラリア文学の異文化間教授法
　　　　　　　　　地方から異文化へ：全世界的理解のための方法　　　第７号
　　　　　　　　　世界的に見たオーストラリア像―多文化社会におけ 第８号
　　　　　　　　　　るナショナル・アイデンティティをめぐる衝突に
　　　　　　　　　　ついて―



（4）

創刊号～第20号執筆者索引

　　キンドラー，マイケル / ワット，ジョージ
　　　　　　　　　国際化教育または白欧主義政策？日本での英語教育 第４号
　　　　　　　　　　の再評価

　　小林守　　　　コラムパ批判書の梗概　　　　　　　　　　　　　　第３号
　　　　　　　　　Pratītyasamutpādahr

・
daya 敦煌出土漢訳・蔵訳テキ 第４号

　　　　　　　　　　スト
　
　　近藤良一　　　禅林聯句連歌の研究［Ⅰ］　　　　　　　　　　　　 第５号
　　　　　　　　　四先生のご退職に寄せる　　　　　　　　　　　　　第９号
　　　　　　　　　近藤良一教授略歴および主な業績 第15号
　　　　　　　　　研究余話　禅宗古辞書を読む　　　　　　　　　　 第15号

サ　齋藤俊哉　　　『正法眼蔵』における「心」の構造について（三） 第３号
　　　　　　　　　　―「心是衆生、衆生是心」についての一考察―
　　　　　　　　　『正法眼蔵』における「心」の構造について（四） 第５号
　　　　　　　　　　―「発心」に関する一試論（一）―
　　　　　　　　　『正法眼蔵』における「心」の構造について（五）　 第７号
　　　　　　　　　齋藤俊哉教授略歴及び主な業績　　　　　　　　　　第９号
　　　　　　　　　『正法眼蔵』における「心」の構造について（六）　 第９号

　　坂部望　　　　情報都市形成と法に関する一考察　 第10号
　　　　　　　　　　―マレーシアの事例から―
　　　　　　　　　シンガポールにおけるＩＴ関連立法の一例　　　　 第12号
　
　　佐久間賢祐　　道元禅師の実体論批判―戒解釈の視点に関連して―   創刊号
　
　　佐々木不可止　佐々木不可止教授略歴及び主な業績　　　　　　　　第９号
　　　　　　　　　有限体上の多項式の既約多項式への分解 第９号
　　　　　　　　　　―シリーズとしての高信頼度符号系の生成―

　　藤島利夫・笹村泰昭・遠藤俊二・能勢公
　　　　　　　　　ルチン分析で見た韃靼ソバとその利用　　　　　　 第18号
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　　佐藤郁子　　　ジェイン・オースティンの術策について 第５号
　　　　　　　　　　―『エマ』における喜劇的空想―
　　　　　　　　　ジェイン･オースティンの啓蒙的態度について 第９号
　　　　　　　　　　―小説に反映された隣人たち―
　　　　　　　　　オースティンの世界に広がる深遠なる警世 第15号
　　　　　　　　　　―リージェンシーからヴィクトリァンへ―
　　　　　　　　　『ヴィレット』におけるシャーロットの確信 第18号
　　　　　　　　　　―伯爵夫人の肖像画をめぐって―
　
　　篠原昌彦　　　三浦綾子『銃口』における歴史意識の構造　　　　　第４号
　　　　　　　　　『三四郎』における近代の表現と女性叙述の問題　　 第５号
　　　　　　　　　森竹竹市『レラコラチ（風のように）』における短 第７号
　　　　　　　　　　歌表現
　　　　　　　　　1930年代における反ファシズム文学論　　　 第11号
　　　　　　　　　　―『党生活者』をケース・スタディとして―
　　　　　　　　　森竹竹市『原始林』『レラコラチ』における日本語 第12号
　　　　　　　　　　と母語の問題
　　　　　　　　　谷村志穂『余命』論―終末期医療の文学表現―　　 第17号

　　清水賢一　　　維盛都落小考　　　　　　　　　　　　　　　　　　創刊号
　　　　　　　　　清水賢一教授略歴および主な業績 第５号
　　　　　　　　　知章説話小考～『平家物語』にみる戦場での父と 第５号
　　　　　　　　　　子～
　
　　菅原諭貴　　　愛知学院大学図書館所蔵『永平広録點茶湯』の翻 第17号
　　　　　　　　　　刻（三）
　
　　杉山四郎　　　「勇払会所」の復元をめぐって 第６号
　
　　関稔　　　　　仏弟子スバッダ考　　　　　　　　　　　　　　　　第５号
　　　　　　　　　松本・近藤両先生のご退職に寄せて　　　　　　　 第15号
　　　　　　　　　十周年記念号に寄せて　　　　　　　　　　　　　 第18号
　　　　　　　　　関稔教授略歴および主な業績　　　　　　　　　　　 第20号



（6）

創刊号～第20号執筆者索引

　　セルバンテス，セス・ユージン
　　　　　　　　　強制力と二言語使用教育（英文）　　　　　　　　 第11号
　　　　　　　　　日本のＥＦＬの背景にあるリーディング成功への壁 第12号
　　　　　　　　　　（英文）
　　　　　　　　　日本の英語接触の一断面 第13号
　　　　　　　　　　―近世末期から占領期日本―（英文）
　　　　　　　　　日本における「リンガ・フランカ」としての英語が 第14号
　　　　　　　　　　出現した歴史的背景（英文）
　　　　　　　　　日本における語学教育者はプロであるか　　　　　 第15号
　　　　　　　　　授業における問題行動の一考察：仲裁への試み（１） 第16号
　　　　　　　　　グローバル化社会における日本での 第17号
　　　　　　　　　　英語コミュニケーション教授法（英文）
　　　　　　　　　言語教育における共同作業：自己認識からの変容 第18号
　　　　　　　　　英語教授におけるタスク中心アプローチの理念 第19号
　　　　　　　　　　（英文）
　　　　　　　　　子供を中心とした英語クラスはどのようなものか？ 第20号
　　　　　　　　　　（英文）
　
　　石純姫　　　　東アジアにおける言語の「近代化」についての一 第７号
　　　　　　　　　　考察―植民地における「主体」をめぐって―
　　　　　　　　　日本語教育の歴史（１） 第９号
　　　　　　　　　　―台湾統治における言語教育とその思想をめぐ
　　　　　　　　　　って―
　　　　　　　　　日本語教育の歴史（２） 第12号
　　　　　　　　　　―日本統治期台湾少数民族への言語支配―
　　　　　　　　　前近代期の朝鮮人の移動に関する一考察 第18号
　　　　　　　　　　―北海道における在日朝鮮人の形成過程と
　　　　　　　　　　サハリンアイヌの関係を中心に―

タ　髙木良平　　　1998年から99年の日本におけるグリム・ブームに 第４号
　　　　　　　　　　ついて―なぜ日本人はグリム童話が好きなのか―
　　　　　　　　　ドイツ・ロマン主義と民謡研究　　　　　　　　　　第７号
　　　　　　　　　大学における「ドイツ文化」の授業を考える　　　　第９号
　　　　　　　　　唱歌とドイツ文化受容　　　　　　　　　　　　　 第19号
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　　髙嶋めぐみ　　婚姻史研究　―若者組再考（一）―　　　　　　　　第８号
　　　　　　　　　婚姻史研究　―若者組再考（二）―　　　　　　　　第９号
　　　　　　　　　妻問婚にみる求愛求婚行為再考　　　　　　　　　 第10号
　　　　　　　　　妻の離婚請求再考　―三行半・縁切俗信・駆込寺―　第12号
　　　　　　　　　封建時代における嫁の地位　―文学が描く嫁像―　　第16号
　　　　　　　　　結納の慣行に関する一考察　―文学にみる結納―　　第18号
　　　　　　　　　婚姻法史にみる明文規定と実態　　　　　　　　　 第20号
　
　　立川章次　　　山梨県立図書館、甲州文庫所蔵「安政年間　亜墨利 第６号
　　　　　　　　　　加紀行　乾」
　　　　　　　　　『安政年間　亜墨利加紀行　坤』　　　　　　　　　 第７号
　
　　谷村善通　　　イギリス文化教授法の改善をめざして 創刊号
　　　　　　　　　　―ハノーヴァー朝（ヴィクトリア女王まで）をめ
　　　　　　　　　　ぐって―
　　　　　　　　　オクタヴィア・ヒルのオープン・スペース運動と 第５号
　　　　　　　　　　その現代的意義
　　　　　　　　　ヴィクトリア朝時代の知識人に見られる見識と国際 第８号
　　　　　　　　　　感覚―ザ・グラフィック紙の復刻版を通読して―
　　　　　　　　　谷村善通助教授略歴及び主な業績　　　　　　　　　第９号
　　　　　　　　　日本の英語教育―大学が英語教養主義を捨てなけれ 第９号
　　　　　　　　　　ば、英語教育の改革はない―

ナ　永石啓高　　　同時多発テロが「文明世界」に与えた衝撃　　　　 第12号
　　　　　　　　　オリンピック憲章に規定されるオリンピック理念　 第16号
　　　　　　　　　スポーツ特待生問題に関する一考察 第18号
　　　　　　　　　　―日本学生野球憲章13条の解釈をめぐる法的問題―

　　永石啓高・長倉誠一
　　　　　　　　　ヨーロッパの未来と多文化の共存 第６号
　　　　　　　　　　―ドイツを中心として―

　　永石啓高・長倉誠一
　　　　　　　　　ヨーロッパの未来と多文化の共存 第６号
　　　　　　　　　　―ドイツを中心として―
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　　藤島利夫・笹村泰昭・遠藤俊二・能勢公
　　　　　　　　　ルチン分析で見た韃靼ソバとその利用 第18号

　　野田孝子　　　「日本事情」科目の可能性　　　　　　　　　　　 第11号
　　　　　　　　　中国人の日本イメージ―『人民日報』を通して―　 第12号
　　　　　　　　　戦没者追悼式報道と歴史認識問題 第13号
　　　　　　　　　　―『人民日報を通して』―
　　　　　　　　　インタビュー活動を用いた「日本事情」科目の実践 第14号

ハ　林晃平　　　　浦島寺略縁起の変貌をめぐり　　　　　　　　　　　創刊号
　　　　　　　　　所謂御伽草子「浦島太郎」再考・その二 第２号
　　　　　　　　　　―流布本に関する二三の問題を中心に―
　　　　　　　　　二人の浦島次郎 第３号
　　　　　　　　　　―幸堂得知と幸田露伴の浦島伝説をめぐり―
　　　　　　　　　片岡政行英訳『うらしま』覚書　　　　　　　　　　第４号
　　　　　　　　　所謂御伽草子「浦島太郎」流布本イＣ系統について 第６号
　　　　　　　　　　―石川透氏の絵巻筆者の説をうけて―
　　　　　　　　　龍宮的イメージの形成 第８号
　　　　　　　　　　―近世の浦島伝説とその周辺をめぐって―
　　　　　　　　　昔話・伝説における異郷の表現とイメージ 第11号
　　　　　　　　　　―浦島伝説を視点として―
　　　　　　　　　龍宮門ノート 第12号
　　　　　　　　　　―浦島伝説のイメージ形成を視点として―
　　　　　　　　　翻刻『浦嶌太郎一代記』 第13号
　　　　　　　　　　―在地伝承の新資料の紹介と解題―
　　　　　　　　　龍宮門ノート・二 第16号
　　　　　　　　　　―浦島伝説のイメージ形成を視点として―
　　　　　　　　　浦島天上 第18号
　　　　　　　　　　―浦島小太郎のゆくへ、または天と宇宙をめぐる
　　　　　　　　　　浦島伝説―　付「浦島小太郎」「びっくり浦嶌天
　　　　　　　　　　上がへり」翻刻と解題
　　　　　　　　　玉匣の行方 第19号
　　　　　　　　　　―浦島伝説と玉手箱をめぐる和歌とその周辺―
　　　　　　　　　蜃気楼と浦島太郎 第20号
　　　　　　　　　　―海上の龍宮のイメージとその周辺・覚書―
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　　東裕　　　　　フィジー諸島共和国憲法（1997年）における人権と 第２号
　　　　　　　　　　原住民の権利
　　　　　　　　　「パシフィック･ウェイ」概念の再検討 　第３号
　　　　　　　　　　―太平洋世界の政治文化・法文化を考えるために―
　　　　　　　　　クーデタの法理について 第４号
　　　　　　　　　　―フィジーのクーデタ（1987年）を中心に―
　　　　　　　　　フィジークーデタ（2000年）の憲法政治学的考察 第５号
　　　　　　　　　クーデタと司法権―フィジー控訴裁判所判決 第６号
　　　　　　　　　　（01 ／ 03 ／ 2001）の批判的検討―
　　　　　　　　　ニューカレドニアの統治機構 第７号
　　　　　　　　　　―政治制度から見た内政自治の現状―
　　　　　　　　　植民地下フィジーの自治行政制度―フィジー人行政 第８号
　　　　　　　　　　（Fijian Administration) の構造と機能―
　　　　　　　　　フィジー「複数政党内閣事件」最高裁判決 第10号
　　　　　　　　　　（18 ／ 07 ／ 2003）について
　　　　　　　　　豪州の対ソロモン諸島援助 第15号
　　　　　　　　　　―ＲＡＭＳＩ派遣による援助パラダイムの転換―
　　　　　　　　　フィジー「クーデタ」（2006年）の法理―「必要性 第18号
　　　　　　　　　　の原理」（doctrine of necessity）とその適用可能
　　　　　　　　　　性について―
　
　　藤島利夫・笹村泰昭・遠藤俊二・能勢公 第18号
　　　　　　　　　ルチン分析で見た韃靼ソバとその利用

　　藤原亮一　　　対人援助職の見る現実―生活史資料を読み解く―　 第15号

マ　松本祐光　　　松本祐光教授略歴および主な業績 第15号
　　　　　　　　　苫小牧駒澤大学の企業研修制度（インターンシップ） 第15号
　　　　　　　　　　―実績と課題―
　
　　嶺金治　　　　『オセロ』の研究―イアーゴの性格をめぐって―　　 創刊号
　　　　　　　　　エドマンドに投影されたイアーゴーの影　　　　　　第３号
　　　　　　　　　『リア王』に見られる権力闘争　　　　　　　　　　 第４号
　　　　　　　　　清水先生の送別に当たって　　　　　　　　　　　　第５号
　　　　　　　　　『リア王』におけるコーディーリアの役割　　　　　 第７号
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　　蓑島栄紀　　　古代北方史研究のための覚え書き　　　　　　　　　第３号
　
　　村井泰廣　　　南部バプテスト会議
　　　　　　　　　　宣教師Ｔ．Ｗ・ホエリー：神の召命と葛藤 第２号
　　　　　　　　　＜翻訳＞「コールドロンの戦い」『500ネーション』 第３号
　　　　　　　　　　（第５部）
　　　　　　　　　言語文化から見る国民性の一考察： 第５号
　　　　　　　　　　日本語の「なる」表現と英語の「する」表現の位相
　　　　　　　　　アメリカ合衆国におけるアジア系アメリカ人： 第６号
　　　　　　　　　　アジア系移民の苦闘と功績
　　　　　　　　　＜翻訳＞「文化とは何か」『文化の危機』（第３章） 第11号
　　　　　　　　　「自民族中心主義と多文化主義」
　　　　　　　　　　『文化の危機』（第２章） 第12号
　　　　　　　　　言語と文化と：ハワイ語学校の教育現場から考える 第15号
　
　　室本弘道　　　高度情報化社会がもたらす我が国における国民意識 第３号
　　　　　　　　　　の変化
　　　　　　　　　21世紀初頭のわが国の安全保障　　　　　　　　　 第５号
　　　　　　　　　急加速する「情報軍事革命」―我が国の対応―　　　第６号
　　　　　　　　　新しい戦争の時代へ 第７号
　　　　　　　　　　―「インフォーメーション・ウォーフェアー」
　　　　　　　　　有事立法と後方 第８号
　　　　　　　　　　―防衛論議におけるわが国のロジスチックスの考
　　　　　　　　　　　え方―
　　　　　　　　　ヒトはなぜ争いをやめないのか　　　　　　　　　　第９号
　　　　　　　　　イラク戦争後の国際情勢とわが国の安全保障　　　 第10号

ヤ　山崎和邦　　　戦後日本のビジネスサイクルに対する株価の 第８号
　　　　　　　　　　先行性についての実証的検証
　
　　楊志剛　　　　日本語の動詞による名詞の格支配の指導　 第11号
　　　　　　　　　　―に格の名詞と動詞とのくみあわせを中心に―

ラ　劉長征　　　　外国人留学生に対する情報処理教育の現状と課題　　第９号
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ワ　ワット，ジョージ
　　　　　　　　　存在の非二元性と相関性　　　　　　　　　　　　　創刊号
　　　　　　　　　無限なる投影：パトリック・ホワイトの多重自己 第２号
　　　　　　　　　　「ひとつからなる多くの回想録」
　　　　　　　　　ロバート・ヨウの現代シンガポール演劇 第３号
　　　　　　　　　　「セカンド･チャンス」における異なるアプロー
　　　　　　　　　　 チの比較
　　キンドラー，マイケル /ワット，ジョージ
　　　　　　　　　国際化教育または白欧主義政策？日本での英語教育 第４号
　　　　　　　　　　の再評価
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アイヌ伝統料理の栄養的考察（2）
―副食としてのサヨ（おかゆ）とラタシケプ（煮もの）について―

Nutritional Considerations of Traditional Ainu Food（2）
― Sayo （rice porridge） and  Rataskep （boiled food） as Foods of the Ainu ―

金　内　花　枝
KANEUCHI Hanae

キーワード：アイヌ伝統料理　サヨ　おかゆ　ラタシケプ　栄養

要旨
　アイヌ伝統料理の栄養価を算出しアイヌの日常食について検討した。
　主食として毎日食されていたオハウ（汁もの）は栄養のバランスがよくしかもエ
ネルギー源としての栄養価値が認められた。副食としてのサヨ（おかゆ）、ラタシケ
プ（煮もの）は主食の量不足を補うばかりではなく栄養面も補うことができた。オ
ハウ、サヨ、ラタシケプの平均栄養価を一食分として合計すると脂質、カルシウム、
鉄の摂取量が不足していたが、アイヌ料理に欠かせない自然の恵みから頂く素材に
より補うことが出来たと考える。アイヌ伝統料理の歴史と知恵に栄養価値を見出す
ことが出来たが、その価値をどうかたちにして伝承していくかが次の課題である。

苫小牧駒澤大学紀要第20号（2009年３月31日発行）
Bulletin of Tomakomai Komazawa University Vol. 20, 31 March 2009
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１．はじめに

　アイヌの日常食は主食としてオハウ（汁もの）、副食としてサヨ（お

かゆ）やラタシケプ（煮もの）が食べられていた。オハウ（汁もの）は

獣肉、魚、山菜、野菜、海藻を煮込んで塩と油脂で味付けた具の多い汁

ものである。

　サヨ（おかゆ）は雑穀にたっぷり水を入れて炊いたおかゆである。穀

類はおもにヒエ、アワ、イナキビなどを使い米を混ぜるときもある。お

かゆに入れる具は山菜、きのこ、豆類、海藻、魚や魚卵、貝で水分の多

いおかゆにはトゥレプ（オオウバユリ）でん粉やその団子、ペネコショ

イモ（しばれいも、乾燥いも）の団子をいれて味付けは塩である。

　ラタシケプ（煮もの）は汁気がなくなるまで煮込んだ煮もの、和えも

の料理である。日常料理として、あるいは儀礼など祭事のごちそうとし

てもつくられる。野菜、山菜類、豆類やいも類、かぼちゃの煮ものなど

からつくる料理で数種類の材料を混ぜ合わせて煮る。味付けは油脂や塩

である。

　前稿１）では主食として食されていたオハウ（汁もの）の栄養価を算

出した。また伝統料理素材の栄養価値を示しアイヌ伝統料理オハウ（汁

もの）の主食としての栄養的考察を報告した。

　オハウ（汁もの）は豊富な食材の組み合わせと伝統的食材の使用によ

ってエネルギー、たんぱく質、脂質、無機質、ビタミン、食物繊維など

を栄養バランスよく摂取できた。主食として毎日欠かさず食べていたオ

ハウ（汁もの）に使用される食材は栄養と健康の両面において大変すぐ

れていた。さらに、日常の料理として、オハウ（汁もの）の他にサヨ（お

かゆ）やラタシケプ（煮もの）などを食べることで雑穀類や豆類、野菜

類の摂取が増され栄養面がさらに補強されるであろう。

　今に伝わるアイヌ伝統料理からアイヌの食生活の良し悪しを見出すた

めにオハウ（汁もの）にサヨ（おかゆ）、ラタシケプ（煮もの）を組み
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入れた考察が必要であると考える。よって本稿において、前稿同様にサ

ヨ（おかゆ）、ラタシケップ（煮もの）の栄養価を算出しアイヌ伝統料

理の栄養的考察を行う。

　

２．アイヌ料理の主食、副食

　世界各国の主食は気候や風土により異なっている。世界三大穀物であ

る小麦、米、トウモロコシが主食の中心になっている。主食とは日常の

食事の中心となるエネルギー源としての食品で米飯や麺類、パンなどが

食されている。年間総エネルギーの約1/3以上をまかなう１～２種類の

組み合わせで分類されている。

　副食とは主食とあわせたおかずである。現代栄養学では主食、副食の

そろった基本的な食事が健康食と言われている。

　アイヌの人々の日常食は、オハウ（汁もの）、サヨ（雑穀のおかゆ）

またはチサツスイエプ（雑穀のご飯）、とラタシケプ（煮もの）である。

　オハウ（汁もの）はアイヌ料理の中で一番ポピュラーな基本的メニュ

ーで主食として毎日欠かさず食べていた。獣肉、魚、山菜、野菜、海藻

を煮込んで塩と油脂で味付けた具の多い汁ものである。

　サヨ（雑穀のかゆ）は雑穀にたっぷり水を入れて炊いたもので副食と

して食べた。穀類はおもにヒエ、アワ、イナキビなどを使い米を混ぜる

ときもある。おかゆに入れる具は山菜、きのこ、豆類、海藻、魚や貝で

茶を飲むようにすする水分の多い重湯からご飯に近いものまで種類が多

い。水分の多いおかゆにはでん粉を含む根茎類を入れる。味付けはおも

に塩である。

　チサツスイエプ（雑穀のご飯）はおかゆが主であるからご飯を炊くこ

とはまれである。ご飯にはおかゆのように具をたくさん入れて炊く。味

付けは塩と油脂である。

　ラタシケプ（煮もの）は汁気がなくなるまで煮込んだ汁気の無い料理
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で副食として食べたり、儀礼など祭事のごちそうとしてもつくられる。

野菜、山菜類、豆類やいも類、かぼちゃの煮ものなどからつくる料理で

数種類の材料を混ぜ合わせて煮る。味付けは塩と油脂である。

　オハウ（汁もの）がアイヌの人々の主要な食べもの、主食であること

は鍋の大きさにも表れていた。２）大きい鍋はオハウ（汁もの）に使い、

小さい鍋はご飯やおかゆ用に使っていた。ご飯とおかゆの食べる割合は

家の経済状態によって異なるがおかゆが主でご飯を炊くことはまれでチ

サツスイエプ（雑穀類のご飯）を作るのはほとんどカムイノミ（神々の

祈り）のときである。最初にオハウ（汁もの）を食べ、サヨ（おかゆ）

は汁ものの不足を補うために食事の半ばすぎてから食された２）。

　
３．サヨ（おかゆ）、ラタシケプ（煮もの）の栄養価算出

　サヨ（おかゆ）、ラタシケプ（煮もの）の栄養価を算出するに当たっ

て次の点に留意した。

１）栄養価の算定は「５訂増補食品成分表2006」を使用した。

　魚油（タラの油）は「公衆衛生検査センター」の試験検査結果を使用

した。

２）サヨ（おかゆ）の分量は茶碗一杯200g の試食量で計算した。

　ラタシケプ（煮もの）の分量は各々の一皿（85 ～ 120g）の試食量で

計算した。

３）材料は基本的に生で計算した。伝統素材のペネコショイモ（しばれ

いも・乾燥いも）はじゃがいも、トゥレプ（オオウバユリ）はじゃが

いもでん粉に代替して計算した。

４）材料や調味料はきちんと計って作っているわけではなかった。特に

調味は作りながら、味見をしながら足したりして作る料理であった。

従って材料、分量の違いは当然ありえる。また未計算の食材があるこ

とも考えられる。よって実際の栄養価は表２、表４の算出値より高い
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数値になると考えられる。

４．副食としてのサヨ（おかゆ）の栄養面

１）サヨ（おかゆ）の種類と主材料

　アイヌ料理のサヨ（おかゆ）は雑穀にたっぷり水を加えて炊いたもの

である。サヨ（おかゆ）の種類は水分の割合で炊き上がりの異なるおか

ゆが出来る。具の種類は生のものや乾燥保存したものを水でもどしてつ

かうなど季節によって異なる。料理名は○○サヨのように主になる材料

がおかゆの料理名になっている。サヨ（おかゆ）の種類と主材料を表１

に示した。

　サヨは雑穀のヒエ、アワ、そばの実や米にたっぷり水を入れて炊いた

五分、七分、全がゆといった種類のおかゆで日常的に副食として食べら

れていた。具は山菜、きのこ、豆類や海藻、魚卵、魚の身や貝など主食

のオハウ（汁もの）の種類で決められるほか、そのときの食欲や健康状

態などが考慮されて作られる２）。

① ペネコショイモサヨ（乾燥やしばれいも団子のおかゆ）、②トゥレプ

サヨ（オオウバユリでん粉のおかゆ）は水分の多いおかゆで、乾燥やし

表１　サヨ（おかゆ）の種類と主材料
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ばれいもの団子やオオウバユリでん粉二番粉の団子をヒエの五分かゆに

入れおかゆの濃度のゆるさを団子によって補っている。④エントサヨ（ナ

ギナタコウジュのおかゆ）はナギナタコウジュの花部分を取り除き茎部

分を焦げないように火であぶりおかゆに入れる香りのおかゆである。風

邪をひいたり、二日酔いで食欲の無いときにつくる。⑤キキンニサヨ（ナ

ナカマドのおかゆ）はナナカマドの茎葉をあぶっておかゆに入れて炊く

香のおかゆである。キキンニ（ナナカマド）の木は魔除けとして使われ

ていた。エントもキキンニどちらもお茶や薬としても使われた。

⑧チポロサヨ（生筋子のおかゆ）に使われる鮭はアイヌの代表的な食べ

物である。頭の先から内臓まで捨てる部分無く食される保存食でもあっ

た。チポロ（生筋子）は秋から冬にかけて、鮭が手に入ったときの季節

限定のおかゆである。⑨ホマカイ（魚卵のおかゆ）はすけとうたらのホ

マ（魚卵）のタラコとユリ根を入れたおかゆで味付けはタラの油と塩で

味を整えた。⑩カレイサヨ（カレイのおかゆ）はカレイの白身と魚の皮

は小さくちぎりおかゆに入れる。ヒレ、エンガワ、中骨、卵、白子は使

用しない。病気や食欲の無いときに炊いたおかゆである。サヨ（おかゆ）

の味付けは塩であるがホマカイ（魚卵のおかゆ）のように魚油を使うこ

ともある。

２）サヨ（おかゆ）の材料、作り方３）

　ここに紹介するサヨ（おかゆ）は前報同様アイヌ伝統料理の食文化講

座において筆者が実際調理に携わり自身が試食したものである。サヨ（お

かゆ）の種類はこのほか季節によって、その時手に入る素材を使ったサ

ヨ（おかゆ）が多くある。
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（1）ペネコショイモサヨ（乾燥いも団子のおかゆ）＿ヒエの五分かゆ

＜材料＞

ヒエ、ペネコショイモ（乾燥いも）、

片栗粉、塩

＜作り方＞

①乾燥したペネコショイモを水にもど

し、何度か水を取り替える。

②晒しの袋などに入れ水切りをしておく。

③水切りをしたペネコショイモに、片栗粉を混ぜて練り、適当な大きさ

の団子にする（写真下）。

④ヒエのおかゆは鍋に湯を沸かし、沸騰したらヒエを入れる。その際、

ヒエが団子のように固まらないようにへらでかき混ぜながら入れる。

⑤ヒエのおかゆが炊けたらペネコショイモの団子を入れる。

⑥団子に火が通ったら塩で味付けして出来上がり。

ペネコショイモ
上：乾燥いも
下：しばれいも

ペネコショイモの団子水でもどしたペネコショイモ

（2）トウレプサヨ（オオウバユリでん粉団子のおかゆ）＿ヒエの五分かゆ

＜材料＞

　ヒエ、オオウバユリでん粉（二番粉）、

　塩

＜作り方＞

①ヒエを洗って鍋に入れ、ゆるいおかゆ

を炊く。
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②オオウバユリでん粉の二番粉に水を加え団子をつくる（写真下）。

③おかゆが炊き上がったら団子を入れて炊き、塩で味付けして出来上が

り。

（3）そばの実のおかゆ＿そばの実の七分かゆ

＜材料＞そばの実、塩

＜作り方＞

①そばの実は軽く煎ってから、鍋に入れおかゆを炊く。

②沸騰するまでは強火、沸騰後は弱火で15 ～ 20分程度じっくり炊く。

③塩で味付けして出来上がり。

オオウバユリの二番粉 オオウバユリの二番粉に水を加えて団子を作る



（22）

金内花枝　アイヌ伝統料理の栄養的考察（2）

（4）エントサヨ（ナギナタコウジュのおかゆ）＿　米の全かゆ

＜材料＞　米、ナギナタコウジュ、塩

＜作り方＞

①米をといで鍋に入れゆるいおかゆを炊

く。

②乾燥させたナギナタコウジュの花部分

を取り除き、茎の部分を火で焦げない

　ようにあぶり、適当な大きさに切る（フライパンで乾煎りしても良い）。

③おかゆが炊き上がったらナギナタコウジュを入れ、塩で味付けして出

来上がり（写真）。

（5）キキンニサヨ（ナナカマドのおかゆ）＿米の全かゆ

＜材料＞　米・ナナカマドの皮や枝・塩

＜作り方＞

①米をといで鍋に入れゆるいおかゆを炊

く。

②ナナカマドの枝部分を火で焦げないよう

にあぶり、適当な大きさに切る（フライ

　パンで乾煎りしても良い）（写真）。

③おかゆが炊き上がったらナナカマドを入れ塩で味付けして出来上が

り。

秋にナギナタ状の
ピンクの花が咲く

ナギナタコウジュは乾燥させておかゆに入れたり
お茶としても飲む。風邪予防や二日酔いに使われる
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（6）すりおろしたじゃがいも団子のサヨ（おかゆ）＿米の全かゆ

＜材料＞

　米、じゃがいも、オオウバユリでん粉、

　塩

＜作り方＞

①じゃがいもは皮をむき、摩りおろす。

②摩りおろしたじゃがいもを漉し袋に入

れ水分を除く。それに水分から沈殿した生でん粉を加え、さらにオオ

ウバユリでん粉を加えじゃがいも団子を作る（写真下）。

③米のおかゆにじゃがいも団子を入れる。

④塩で味付けして出来上がり。

ナナカマドの木 ナナカマドの枝を炒る 炒った枝をおかゆにいれる

じゃがいもは皮をむき、
摩りおろす

漉し袋に入れ水分を除き、沈殿した生でん粉と
オオウバユリでん粉を加えじゃがいも団子を作る
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（7）キナサヨ（山菜のおかゆ）＿米の全かゆ

＜材料＞

米、ゼンマイ、フキ、タケノコ、セリ、塩

＜作り方＞

①材料を適当な大きさに切る。

②鍋でおかゆを炊き山菜を入れて塩で味

付けして出来上がり。

（8）チポロサヨ（筋子のおかゆ）＿米の全かゆ

＜材料＞　米、生筋子、塩

＜作り方＞

①筋子は少し熱めのお湯に塩を入れたも

のでばらして、筋などを取り除きザル

に上げて水分をきる（写真下）。

②米をといで、鍋に入れてゆるいおかゆ

　を炊く。

③おかゆが炊きあがったら、筋子を入れて、塩で味付けして出来上がり。

（9）ホマカイ（魚卵のおかゆ）＿　米の全かゆ　

＜材料＞　米、生たらこ、ユリ根、葱、塩、タラの油

＜作り方＞

①米でおかゆを炊き、タラの油で味付けする。

腹を裂き、筋子をとりだす 筋子は、ばらばらにしザルに上げて水分をきる
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②米のおかゆに、ほぐした生たらこ、ユ

リ根をいれ、塩で味をととのえて出来

上がり（写真）。好みで刻んだ葱を加

える。

（10）カレイサヨ（カレイのおかゆ）＿米の七分かゆ

＜材料＞

米、カレイ、塩

＜作り方＞

①カレイを焼き、身は大割、皮は小さめ

にちぎる（ヒレ、エンガワ、中骨、卵、

白子などは使用しない）（写真下）。

②ゆるいおかゆを炊き、焦げ目の付いた皮を入れて香りをうつし、白身

を入れ、塩で味をととのえて出来上がり。

すけそうたら 生たらこ おかゆに生たらこを入れる

焼きカレイ 身は大割、皮は小さくちぎる
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３）サヨ（おかゆ）の栄養価

サヨ（おかゆ）茶碗１杯（200g）の栄養価を表２に示した。

①エネルギー

　サヨ（おかゆ）茶碗１杯200g のエネルギーは175±53Kcal（平均値±

標準偏差）、最小109Kcal、最大281Kcal で種類により差がある。エネル

ギーの低いそばの実かゆは、そばの実だけの七分かゆである。エネルギ

ーの高いホマカイ（魚卵のおかゆ）は米の全かゆで、たらこ、ユリ根が

使われている。おかゆの味付けはおもに塩であるが、油脂を使うことも

あり、ホマカイはタラの油を使用しているためエネルギーが高くなって

いる。おかゆの種類によるエネルギーの差は、使用する穀類の種類よる

違いはほとんど無いが、炊くときの水の分量によるおかゆの種類（五分

かゆ、七分かゆ、全かゆ）やおかゆに入れる具材と味付けの油脂の使用

有無により異なっている。　

表２　サヨ（おかゆ）の栄養価 （茶碗一杯200g）
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②たんぱく質

　たんぱく質は5.3±4.5g（平均値±標準偏差）、最小2.0g、最大15.3g と

おかゆの種類によるたんぱく質の差が大きい。最大たんぱく質のおかゆ

はホマカイ（魚卵のおかゆ）で米の全かゆに生たらこ、ユリ根が入って

15.3g 摂取できる。ホマカイ（魚卵のおかゆ）からは１食当たり所要量

（25g）の2/3のたんぱく質が摂取できるおかゆである。チポロサヨ（筋

子のおかゆ）は米の全かゆに筋子が入って8.7g、カレイサヨ（カレイの

おかゆ）は米の七分かゆに魚が入って7.7g である。おかゆの種類による

たんぱく質の差は、穀類の種類とおかゆにいれる具材により異なる。ヒ

エやそばは白米よりタンパク質が1.6倍と豊富であるが（表５）炊くと

きの水分量が多くなると、たん白質は多く摂取できない。具材に魚や魚

卵を使うことでたんぱく質が摂取できる。

③脂　質

　脂質は1.5±2.0g（平均値±標準偏差）、最小0.2g、最大6.2g でサヨ（お

かゆ）の種類により脂質の摂取量に差がある。脂質はたんぱく質同様に

魚や魚卵を入れることで摂取量が高まる。雑穀のヒエやそばは米の３～

４倍の脂質を含むので（表５）水分量の多い雑穀のおかゆから脂質が、

米かゆより摂取できる。調味料にタラの油小匙１（４g）使用すること

で3.6g の脂質摂取になる。サヨ（おかゆ）からの脂質摂取は期待しにく

いが、雑穀のおかゆに魚や魚卵の具材を入れて味付けにタラの油を使用

することで脂質の摂取が高まりエネルギー源となり腹持ちが良くなる。

④カリウム・カルシウム・鉄

　カリウムは152±114mg（平均値±標準偏差）、最小25mg、最大399mg

でおかゆの種類により差が大きい。ホマカイ（魚卵のおかゆ）は生たら

こ、ユリ根他で399mg と最大に摂取できる。ホマカイ茶碗１杯200g で

一食当たり所要量（600mg）の2/3のカリウムが摂取できる。カリウム

は動・植物の食品に広く含まれ雑穀にはカリウムが米の３倍～４倍と豊

富に含まれている。ペネコショイモサヨ（しばれ芋団子のおかゆ）ヒエ
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の五分かゆやそばの実かゆからはカリウムが多く摂取できる。

　カルシウムは10±７mg（平均値±標準偏差）、最小２mg、最大21mg

でおかゆの種類により差がある。雑穀のカルシウムは米の２倍前後含ま

れている。具材としては魚卵や山菜類に含まれているがおかゆからカル

シウムを摂取することは大変に難しい。

　鉄は0.4±0.2mg（平均値±標準偏差）、最小０mg、最大0.6mg である。

雑穀のヒエの五分かゆやそばの実かゆから0.6mg 弱摂取できるがおかゆ

から鉄を摂取することは大変に難しい。

⑤ビタミンＢ1・ビタミンＣ

　ビタミンＢ1は0.09±0.12mg（平均値±標準偏差）、最小0.01mg、最大

0.38mg で差が大きい。そばの実かゆや魚卵のたらこ、筋子の具材のお

かゆからビタミンＢ1が摂取できる。とくにそばの実には米の5.3倍のビ

タミンＢ1が含まれているがヒエは0.6倍と少ない（表５）。穀物を主とし

た水分の多いおかゆからのビタミンＢ1の摂取は難しい。

　ビタミンＣは６±８mg（平均値±標準偏差）、最小０mg、最大19mg

と差が大きい。具材にじゃがいもや魚卵の入ったおかゆから19mg 摂取

できる。穀類にはビタミンＣが含有しないので具材のじゃがいもや野菜

類が給源になる。

⑥ 食物繊維　　

　食物繊維は0.9±1.0g（平均値±標準偏差）、最小0.2g、最大1.7g と差

がある。キナサヨ（山菜のおかゆ）は米の全かゆ、具材は山菜で食物繊

維は最大の1.7g 摂取できる。雑穀のヒエは米の8.6倍、そばは7.4倍の食

物繊維を含有するので雑穀のおかゆは具材にかかわらず食物繊維が多く

摂取できる。
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５．副食としてのラタシケプ（煮もの）の栄養面

１）ラタシケプ（煮もの）の種類と主材料

　ラタシケプとは煮物なのか、和えものなのか。日本語の料理名で言う

のは難しく、ラタシケプとしかいいようがないという。

　山菜類や野菜類、豆類などでつくる料理で数種類の材料を混ぜ合わせ

て煮たものである。味付けは油脂や塩が使われ、汁気の無い料理でオハ

ウ（汁もの）、サヨ（おかゆ）、チサツスイエプ（ご飯）以外の料理のほ

とんどがラタシケプ（煮もの）になる。ラタシケプは種類が多く、日常

の副食として食べたり、儀礼など祭事のごちそうとしてもつくられる。

作り方は素材や地域、家庭によって違いがある。

　ラタシケプ（煮もの）の料理名は山菜や野菜など主に使われる食材に

よって「○○○ラタシケプ」と呼ばれる。例えばキハダの実が主であれ

ば「シケレペ（キハダの実）ラタシケプ」、ギョウジャニンニクが主で

あれば「プクサ（ギョウジャニンニク）ラタシケプ」の料理名になる。

　ラタシケプは調理法により、３種類に分類される２）。

（1） 野菜、豆類などを汁気がなくなるまでやわらかく炊き込んだ料理

（2） じゃがいも、かぼちゃなどをゆでた後、あらくつぶした料理

（3） 木の実や豆類などを主材料としてやわらかく炊いた後、上新粉など

の穀粉を加えてどろりとのり状にした料理

　ラタシケプの種類と主材料を表３に示した。

　アイヌ伝統料理の食文化講座において実際に調理したラタシケプ（煮

もの）を分類するとニコロ豆ラタシケプは分類（3）である。豆類を主

材料にして軟らかく煮て、穀粉（コメの粉）でどろりとのり状にしたラ

タシケプ（煮もの）である。豆が主材料になっているのでニコロ豆ラタ

シケプの料理名であるが、穀粉を加えてのり状にねばねばしていること

からコウシラタシケプでもある。コウシラタシケプのコウシは、アイヌ

語で「ねばねばする」という意味である。プクサラタシケプは分類（1）
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である。乾燥ギョウジャニンニクの茎を洗い煮た大豆に入れて炊き汁気

がなくなるまで煮込んだ料理である。カンポチャラタシケプ、エンドウ

豆のラタシケプ、チポロラタシケプは分類（2）である。かぼちゃは乾燥

保存されたものも使われる。かぼちゃやじゃがいもは煮てあらくつぶし、

豆やトウモロコシ、エンドウ豆、筋子などを入れ混ぜ合わせた料理であ

る。チポロラタシケプは秋に生の筋子が手に入ったときに作るラタシケ

プである。

　ラタシケプに使用されているシケレペ（キハダの実）はアイヌの儀礼

に欠かせないアイヌ料理に絶対必要な材料である。ニコロ豆ラタシケプ、

カンポチャラタシケプにシケレペ（キハダの実）が入ることでアイヌ料

理になる１）。

２）ラタシケプ（煮もの）の材料、作り方３）

　ここに紹介するラタシケプ（煮もの）はアイヌ伝統料理の食文化講座

において筆者が実際調理に携わり自身が試食したものである。このほか

季節によって、その時手に入る素材を使ったラタシケプ（煮もの）の種

類は多い。

表３　ラタシケプ（煮もの）の種類と主材料
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（1）ニコロマメラタシケプ（豆のラタシケプ）

＜材料＞

豆（金時豆、トラ豆）、シケレペニ（キ

ハダの実）、トウモトコシ、米の粉（上

新粉）、塩、タラの油

＜作り方＞（写真）

①豆とキハダの実は、使う前日に水にう

るかしておく。

②豆とキハダの実を炊き、豆の皮がむけるようになったら、トウモロコ

シを入れて塩で味付けする。

③その後、上新粉を振り入れながらとろとろに固くなるまでかき混ぜる。

④最後に甘みとしてタラの油を加えよく混ぜる。

（2）プクサラタシケプ（ギョウジャニンニクのラタシケプ）

＜材料＞

ギョウジャニンニクの茎（乾燥）・大豆・

塩・タラの油

＜作り方＞

①大豆は調理する５～６時間前に水につ

けおく。

②乾燥ギョウジャニンニクの茎（写真左）は水でさっと洗い、水を切っ

ておく。

シケレペニ（キハダの実）と豆を軟らかく煮て上新粉でとろみをつける
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③浸水大豆を炊きそこにギョウジャニンニクの茎を入れ炊く（写真右）。

④炊き上がったらタラの油と塩で味付けする。

（3）カンポチヤラタシケプ（干しかぼちゃのラタシケプ）

＜材料＞乾燥かぼちゃ、シケレペニ（キ

ハダの実）、豆（金時）、トウモロコシ、

塩、タラの油

＜作り方＞

①キハダの実の乾燥したものをあらかじ

め水につけてもどす。

②トウモロコシはあらかじめ煮ておく。

③豆は８時間くらい水にうるかしすこし硬めに煮ておく。

④鍋にたっぷり湯を沸かし、乾燥かぼちゃをじっくりと煮る（写真下）。

⑤かぼちゃが煮えたら、豆とトウモロコシ、キハダの実を入れ、タラの

油と塩で味付けする（写真下右）。

乾燥ギョウジャニンニク茎 浸水大豆を炊きギョウジャニンニクの茎を入れる

乾燥かぼちゃは水にもどして煮る。豆、トウモロコシ、キハダの実を入れる
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（4）エンドウ豆のラタシケプ

＜材料＞　

エンドウ豆・じゃがいも・塩・タラの油

＜作り方＞

①エンドウ豆は、さやの中から豆を抜い

ておく。

②鍋に水を入れ、じゃがいもとエンドウ

豆を一緒に煮る。

③素材に火が通ったらじゃがいもだけをつぶし、タラの油と塩で味をつ

ける。

（5）チポロラタシケプ（筋子のラタシケプ）

＜材料＞

生筋子、じゃがいも、塩、好みで油

＜作り方＞

①鍋に筋子を入れ火にかける。焦げ付か

ないようにヘラでかき混ぜながらじっ

くり火をとおす（写真下左）。

②火がとおったら塩で味付けし筋子をつくようにつぶす（写真下中央）。

③じゃがいもは煮て潰し②の筋子を入れて混ぜあわす（写真下右）。

生筋子に火をとおす 煮て潰したじゃがいもと混ぜあわす
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３）ラタシケプ（煮もの）の栄養価

　ラタシケプ（煮もの）の栄養価は、それぞれの試食した一皿分量（80

～ 160g）で計算した。

　ラタシケプ（煮もの）の栄養価を表４に示した。

①エネルギー

　ラタシケプ（煮もの）平均一皿量約120gのエネルギーは187±73Kcal（平

均値±標準偏差）、最小122Kcal、最大289Kcal でラタシケプ（煮もの）

種類により差がある。最大は豆のラタシケプ（煮もの）分量100g で

289Kcal、豆類や上新粉がエネルギーになっている。最小はギョウジャ

ニンニクのラタシケプ（煮もの）分量85g で122Kcal は大豆のエネルギ

ーである。ラタシケプ（煮もの）は味付けに塩とタラの油を使用するこ

とでエネルギーの補給になっている。豆類、かぼちゃ、じゃがいもが主

材料であったり、または上新粉などの穀粉を加えのり状にしたラタシケ

プからはエネルギーが摂取できた。野菜や豆類を煮込んだものは、エネ

ルギーは低い。

②たんぱく質

　ラタシケプ（煮もの）平均一皿量約120g のたんぱく質は5.6±2.6g（平

表４　ラタシケプ（煮もの）の栄養価 （一皿量80～160ｇ）
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均値±標準偏差）、最大8.4g、最小2.3g と種類により差がある。ギョウ

ジャニンニクのラタシケプ（煮もの）分量85g は大豆から8.4g、筋子の

ラタシケプ（煮もの）分量125g は筋子から8.1g とタンパク質が摂取で

きる。豆類のたんぱく質は大豆に多く約35％、他の豆類でも20 ～ 26％

含まれている。豆類はたんぱく質のほか脂質、ミネラル（カルシウム、

鉄、カリウム）の重要な給源になっていた。

③脂質

　ラタシケプ（煮もの）平均一皿量約120g の脂質は5.3±1.8g（平均値±

標準偏差）、最大7.7g、最小3.8g と種類により差はあるが大差ではない。

ラタシケプ（煮もの）の味付けに油脂（魚油のタラの油）が使用されて

いるためである。ラタシケプ（煮もの）には少ない分量からのエネルギ

ーと脂質を摂取するための知恵が見られた。

④カリウム・カルシウム・鉄

　カリウムは320±201mg（平均値±標準偏差）、最小90mg、最大520mg

で種類により差が大きい。かぼちゃのラタシケプ（煮もの）分量160g は

かぼちゃを主材料に豆やコーンが使用されて最大の520mg である。エ

ンドウ豆のラタシケプ（煮もの）分量120g やチポロラタシケプ（煮もの）

分量120g はじゃがいもが主材料のためカリウムは高値である。ギョウ

ジャニンニクのラタシケプ（煮もの）85g は最小の90mg である。野菜

や豆類、いもやかぼちゃを主材料としたラタシケプ（煮もの）はカリウ

ムが摂取しやすい。

　カルシウムは29±22mg（平均値±標準偏差）、最小10mg、最大66mg

でラタシケプ（煮もの）のカルシウム摂取は低値である。最大のカルシ

ウム摂取量66mg はギョウジャニンニクのラタシケプ（煮もの）分量85g

の大豆からである。

　鉄は1.0±0.2mg（平均値±標準偏差）、最小0.8g、最大1.4g で大豆を

使ったギョウジャニンニクのラタシケプ（煮もの）である。カルシウム

同様にラタシケプ（煮もの）からの鉄の摂取は低値である。



（36）

金内花枝　アイヌ伝統料理の栄養的考察（2）

⑤ビタミンＢ1・ビタミンＣ

　ビタミンＢ1は0.08±0.06mg（平均値±標準偏差）、最小0.03mg、最大

0.17mg で筋子やじゃがいもを使ったラタシケプ（煮もの）が高値である。

　ビタミンＣは25±18mg（平均値±標準偏差）、最小０、最大43mg で

ラタシケプ（煮もの）の種類によって差は大きいが平均に摂取し易い。

完熟の豆類にはＣは有まれ無いので豆のラタシケプ（煮もの）はＣの摂

取は無い。かぼちゃのラタシケプ（煮もの）分量160g で43mg、じゃが

いもを主にした筋子のラタシケプ（煮もの）分量120g、エンドウ豆のラ

タシケプ（煮もの）分量120g から35mg 摂取できる。ラタシケプ（煮もの）

の主材のいもやかぼちゃはビタミンＣの重要な給源になっている。

⑤ ビタミンＡ・ビタミンＥ

　ビタミンＡは2897±139μg（平均値±標準偏差）、最小2811μg、最大

3141μg でラタシケプ（煮もの）の種類による差は少ない。ラタシケプ（煮

もの）は塩と油脂（タラの油）で味付けをする。タラの油を使用するこ

とでビタミンＡの基準値を充分に摂取できる。ビタミンＡ上限量は成人

3000μgRE であるから過剰摂取による障害は無い。とくに色野菜の不足

する冬期間のビタミンＡ，Ｅの給源としてラタシケプ（煮もの）のタラ

の油は重要な働きをしている。

　ビタミンＥは3.9±2.1mg（平均値±標準偏差）、最小2.3mg、最大7.5mg

でラタシケプ（煮もの）の種類による差がみられる。ビタミンＥは動物

性食品には少ないがタラの油には100g 中58mg含まれている。ビタミン

Ａ同様に色野菜の不足する冬期間のＥの給源としてタラの油は重要な働

きをしている。また調味料としてのタラの油には多価不飽和脂肪酸が多

く血栓症を防ぐ作用があるが、過酸化物を生成し健康を阻害する恐れも

ある。過酸化物の生成を出来るだけ抑制するにはビタミンＡ，Ｃ、Eな

ど抗酸化作用を持つビタミンをあわせて摂取することが大切である。ラ

タシケプ（煮もの）の主材のいもやかぼちゃのビタミンＣ摂取と、タラ

の油のビタミンＡ、Ｅが組み合わさって抗酸化作用ビタミンとして最高
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の組み合わせになっている１）。

　ビタミン類は欠乏症を予防したり病気を治したりする働きも期待でき

る。調味料として使用されていたタラの油のビタミンA、Eの摂取は生

理作用としての効果があったと思われる。

⑥ 食物繊維　　

　食物繊維は3.6±1.8g（平均値±標準偏差）、最小1.3g、最大5.9g でラ

タシケプ（煮もの）の種類による差がみられる。最大はかぼちゃのラタ

シケプ（煮もの）分量150g で、かぼちゃや豆類から5.6g 摂取できた。

最小は筋子のラタシケプ（煮もの）である。平均3.6g の食物繊維が摂取

できるラタシケプ（煮もの）は重要なメニューである。

５．アイヌ伝統料理素材の栄養価値

　アイヌ料理は伝統的に用いてきた特徴のある素材を料理に取り入れて

いることであるとアイヌ伝統料理に詳しい苫小牧在住の砂澤代恵さんは

説明する５）。

　特徴ある素材としてはサヨ（おかゆ）のヒエ、アワ、そばの実や米に

たっぷり水を入れて炊いたおかゆの雑穀類である。ペネコショイモサヨ

には乾燥やしばれいも団子をヒエの五分かゆに入れ、トゥレプサヨには

オオウバユリでん粉の団子をヒエの五分かゆに入れて水分の多いおかゆ

の濃度を補っている。また香のおかゆとして、エントサヨ（ナギナタコ

ウジュのおかゆ）やキキンニサヨ（ナナカマドのおかゆ）は植物の茎葉

をあぶっておかゆに入れることで香をうつした。また、秋だけの季節限

定の生筋子を使ったチポロサヨ（生筋子かゆ）やホマカイ（魚卵のおか

ゆ）は生の魚卵を料理に使用していた。

　ラタシケプ（煮もの）は地域や食材によって種類が多く、日常の副食

として食べたり、儀礼など祭事のごちそうとしてもつくられた。例えば

かぼちゃのラタシケプ（かぼちゃと豆類の混ぜ煮）というアイヌの儀礼
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には欠かせない料理がある。そのラタシケプ（煮もの）にシケレペニ（キ

ハダ）の実が入ることが絶対に必要なことである。シケレペニ（キハダ）

の実が入ることでアイヌ料理になるという素材である。

　アイヌ伝統料理にはアイヌの人たちが使う特徴のある素材の雑穀類、

魚卵、プクサ（ギョウジャニンニク）、ペネコショイモ（しばれいも、

乾燥いも）、トゥレプ（オオウバユリ）、シケレペニ（キハダ）の木や実、

エント（ナギナタコウジュ）、キキンニ（ナナカマド）、また調味料とし

て油脂類などが使われている。これらに代表する素材が料理に使用され

ることでアイヌ料理になる。代表するアイヌ伝統料理素材の栄養価値を

説明する。

（1） 雑穀

　穀類とは種子を食用とするために栽培される植物で、米、麦、とうも

ろこしなどのイネ科に属する種実のほかにでん粉質に富むタデ科のそば

も含める。米、大麦、小麦以外の穀類を雑穀という。雑穀は人類にとっ

て重要な食糧であり、古くから栽培されてきた。下図６）に示すように、

イネ科の作物の種子は、外皮（果皮、種皮）、胚乳、胚芽で構成されて

いる。
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　穀類の栄養成分は炭水化物が70％前後含まれ主要なエネルギー源にな

っている。その他、たんぱく質が10％前後、脂質が２％前後含まれる。

ビタミン類はビタミン B1、B2、Eなどが含まれている。ビタミン Cと

Dは全く含まれていない。無機質ではリンが多くカルシウムは少ない。

外皮には食物繊維、無機質などが多く、胚芽には脂質、たんぱく質、炭

水化物、ビタミン類が多い。胚乳は炭水化物を多く含むが、たんぱく質

含有量は他の部分より低く、脂質も少ない。

　雑穀と精白米の栄養価を比較してみると雑穀はとても栄養価が高い７）。

雑穀の栄養価を表５に示した。精白米の栄養価を１として比較するとエ

ネルギーはほとんど差が無い。たんぱく質は1.6倍、脂質は2.8から4.1倍

と多い。特にミネラルが多くカリウムは2.7から4.4倍、カルシウムは1.4

から2.4倍、鉄は２倍である。食物繊維も豊富で、7.4から8.6倍と多い。

ビタミンＢ1においてはヒエは少ないがそばは米の5.3倍含まれている。

雑穀を使用したサヨ（おかゆ）からは不足しがちなミネラルと食物繊維

が摂取できる。

　未精白の穀類のもつ栄養的な効果と雑穀の栄養価が人の健康を育んで

きたことを今の食生活にとり入れることが必要である。

（2）魚卵

　鮭はアイヌ語で「カムイチェプ（神の魚）」「シペ（本当の食べ物）」

と呼ばれアイヌ民族には欠かせないものであった。アイヌ伝統料理の代

表素材であり捨てるところのなく利用されて、天然魚の秋鮭からは大自

然の恵みを頂いていた。鮭の成熟した卵巣を筋子といい、とり出して塩

表５　雑穀と精白米の栄養価比較（精白米の栄養価を1.0とした倍率）
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漬けにしたものが「筋子」、卵巣をほぐして塩漬けにしたものを「イクラ」

といいロシア語で魚卵の意味である。鮭の身は脂質が４g前後と少ない

が生筋子は10.7g 含まれている。しかも脂肪には青魚に多い不飽和脂肪酸

（EPE・DHA）が含まれているので血管障害を防ぐ効果がある。サーモ

ンピンクの赤色はアスタキサンチン色素が含んでいるためである。アス

タキサンチンは万病の元になる活性酸素を体内で消去する効果が大きい。

　すけとうだらは小型で、ほっそりとしたタラ科である。卵巣の塩蔵は

たらこ（紅葉子）である。肝臓は魚油や肝油に加工されビタミンA源

として利用される。

　鮭やすけとうたらの魚卵を使用したサヨ（おかゆ）は命を頂くことに

感謝して味わった貴重な料理であったと思う。

　

（3）ペネコショイモ（しばれいも・乾燥いも）

　ペネコショイモ（Pene koso imo ベチャ

ベチャしたイモ）（写真上）。

　ぺネとはベちゃベちゃしているという意

味でしばれいもをいう。冬に畑に放置され

たくずいもは凍ってしまうが日が出るとと

けるがまた凍る。凍る、とける、凍るを繰

り返していくうちにいもは脱水してしぼん

で小さくなる。そのいもの皮をむいて、つ

ぶし水を入れて、沈殿を待つ。たっぷりの

水で何度もさらし上澄みを捨て、また水を

入れて繰り返す。底に沈殿しているでん粉といもを濾し袋に入れ水を切

る。保存用にするため円盤形に丸めて乾燥保存する。食べるときは水に

もどして団子にして焼いたり、おかゆに入れて食べる。乾燥いもは発酵

させながら乾燥させる保存食である。（写真下）

　いも類は穀類同様に、でん粉を主成分とする重要なエネルギー食材で
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ある。食用やでん粉の原料として利用しさらに凍ってとけたべちゃべち

ゃのいも、ぐちゃぐちゃになったいもを捨てることなく乾燥保存し食料

不足の危機へ備えた食べ方である。

（4）トウレプ（オオウバユリ）　

　オオウバユリはユリ科の多年草でアイヌ語名はトウレプである。根が

出て花が咲くまで７から８年かかる。「姥百合」とは花咲くとき葉（齒）

は既に無し姥に譬えるに由来するという８）。茎が立っているものに白い

花がつき花をつけるのが雄株、７年目に花が付くと雄株は花に栄養をと

られるので、球根は無くなり、ひげ根になる。花をつけないのが雌株で

雌株の鱗茎を食用や薬用として利用した。茎がしっかりしていて、葉の

多いものにユリ根に似たよい球根が付いている。花が咲くまでの６年間

は球根からでん粉がとれる。一度水をとうすだけでさらさらのでん粉が

でき重要な食糧源になる。６月～７月の時期根元が茶色になった球根が

よい。食糧不足の補いのためオオウバユリを採りでん粉に加工保存し利

オオウバユリ雌株の鱗茎 処理したオオウバユリ鱗片 乾燥オオウバユリ

花をつけない雌株 雌株にでん粉をとる球根がある 花をつける雄株
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用した。

　オオウバユリのでん粉作りは採集したウバユリの鱗茎を洗い、包丁で

根の先と茎を切り落とし、根をばらばらにほぐし、樽に入れてつぶす。

つぶしたものをざるに入れて、ぬめりがなくなるまで洗う。ぬるぬるが

無くなったら一度では付ききれないので二度付きをする。樽の中に沈殿

したもので一番粉と二番粉が出来る。いちばん下に沈殿したものが一番

粉、晒し袋で漉したものが二番粉になる。沈殿したでん粉は乾燥させる。

一番粉は量が少なく薬として腹痛や整腸剤として使われ、二番粉は食用

として使われた。三番粉を作るためには残った繊維を丸めて団子状にし

てオオイタドリの葉で包みある程度の温度の場所で１～２週間置くと臭

いがしてくる（発酵）と繊維が柔らかくなっているので再度つぶし団子

状に丸め、真ん中に穴を開けて保存のために乾かす（写真右）。食べる

時は、刃物で刻み、水にもどして団子を作りおかゆに入れて食べる。

　オオウバユリの鱗茎はギョウジャニンニクとならび食の中心といわれ

るくらい、かってのアイヌの食生活にとっては重要な植物であり、その

利用や保存加工には独特のものがあり大変興味深い素材である。

　

（5）シケレペニ（キハダ）

　キハダはミカン科の木で、アイヌ語名はシケレペニであり。キハダの

実は秋に黒く熟したものを採取し、乾燥保存しさまざまな用途に利用し

た。食用には、日常にも用いられるが儀式などの祭りごとに欠かせない

アイヌ料理の代表ともいえるラタシケプ（煮もの）に使うことが多い。

キハダの実 キハダの乾燥実 キハダの木肌
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苦味と甘みにハッカ風味が入り混じったような独自の味があることから

料理には香辛料として利用されアイヌ料理の重要な素材である。この実

はおそらく日本料理には使用されない素材の１つであろうと思われる。

　キハダの木の肌はブヨブヨしていて、コルクの様で木の皮を剥いでみ

ると黄色である。キハダの木の内皮を煎じてお茶にして飲むとニガイが

胃腸の薬として胃の悪い人は毎日飲むとよい。風邪をひいた時は実を食

べ風邪でのどが痛いときは、キハダの実を乾燥させたものと黒豆を炒っ

た物を煎じてのむとよい。キハダの内皮や実は胃痛、喘息、風邪などに

用いられ薬としても食材としても貴重な木と実である。

（6）エント（ナギナタコウジュ）

　ナギナタコウジュのアイヌ語名はエントであ

る。ナギナタコウジュは秋にナギナタ状のピン

クの花が咲く。野原や畑の回りに生えていて秋

遅くにとって乾燥させて保存する。冬に立ち枯

れしたものもある。

　ナギナタコウジュは風邪予防や二日酔いにも

よいのでお茶にして煎じて飲んだりおかゆにい

れて体調の管理に薬のように使われていた。エ

ントサヨ（ナギナタコウジュのかゆ）は乾燥エントの茎部分をあぶつて

香りを出し香りの粥として食された。

６．アイヌ伝統料理の栄養的考察

　アイヌ伝統料理の基本メニューであるオハウ（汁もの）、サヨ（おかゆ）

ラタシケプ（煮もの）の平均栄養価を表６に示した。

　主食としてのオハウ（汁もの）は、豊富な食材の組み合わせと調味料

に魚油（タラの油）を使用することで、栄養のバランスはよかった。オ
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ハウ（汁もの）中どんぶり一杯のエネルギーは100 ～ 300Kcal、平均栄

養価は190Kcal で具材の種類によって差が大きい。野菜や海草の汁は

100 ～ 150Kcal、肉や魚の汁は200 ～ 300kcal 摂取できた。たんぱく質

は平均13.1g、チエプオハウ（魚汁）やユクオハウ（肉汁）からは20 ～

25g 摂取でき成人１日当たりの所要量の1/3（一食分）摂取できる。脂

質は４g前後～ 10g 摂取でき平均5.0g でタラの油小匙１（４g）を使う

ことで約４gの脂質が摂取できる。脂肪エネルギー比で鮭汁は30％と高

率である。調味料としてのタラの油は重要なエネルギー源であり、オハ

ウ（汁もの）にこくやまろやかさ、甘みやうま味を出し美味しくし汁の

腹持ちをよくした。またタラの油の使用でビタミンＡ2709μg、ビタミ

ンＥ3.1mg と高値に摂取でき冬場の野菜の少ない時期のビタミン給源と

して重要な効果があった。カリウムは平均922mg 摂取でき１日当たり

所要量の1/3から1/2に相当する。ビタミン Cは山菜の汁、海藻の汁か

ら60mg 以上、平均51mg、食物繊維は平均4.5g の摂取量である。オハ

ウ（汁もの）は主材料にジャガイモ他具沢山でタラの油を使用すること

で栄養バランスがよくしかもエネルギー源としても主食になる栄養価値

が認められる。　

　副食としてのサヨは、オハウやラタシケプより栄養面は低い値である

が、おかゆは雑穀を使用することで、鉄をはじめミネラル、ビタミン、

表６　オハウ・サヨ・ラタシケプの平均栄養価と一食分の合計
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食物繊維が補給された。主食のオハウ（汁もの）の量不足を補うばかり

ではなくさらに栄養面も補うことができた。サヨ（おかゆ）の栄養価は

おかゆの種類によって栄養価の差が大きい。中でも魚卵のおかゆ（たら

ことユリ根の米の全かゆ）が最大値の栄養価を示している。このおかゆ

にタラの油を使用していることで、エネルギー、脂質、ビタミンA、E

が他のおかゆより高い値になっている。逆にナギナタコウジュの香のお

かゆ（米の全かゆ）は最小値の栄養価である。ヒエやそばの実のおかゆ

は、鉄などのミネラルが多く摂取できる。魚卵の入ったおかゆは、たん

ぱく質、脂質をはじめミネラル、ビタミン B1が多い。じゃがいもやタ

ラコを使用したおかゆからは、ビタミンCが摂取できた。

　ラタシケプ（煮もの）は、オハウ同様に調味料にタラの油を使用して

いるため、脂質、ビタミンA 、Eが高い値に摂取できる。ラタシケプ（煮

もの）は種類によって栄養価の差が大きい。豆、トウモロコシ、米の粉

の穀類を煮たラタシケプは、エネルギーは高いが、他の栄養素は平均よ

り低い。大豆とギョウジャニンニクのラタシケプは、たんぱく質、脂質、

カルシウム、鉄が最大値である。かぼちゃに豆やトウモロコシを入れた

ラタシケプは、カリウム、ビタミン C、食物繊維、ビタミンA、Eが最

大値である。

　オハウ、サヨ、ラタシケプの平均栄養価を一食分として合計してみる

と（表６）不足している栄養素は、脂質、カルシウム、鉄である。これ

らの不足は、オハウ、サヨ、ラタシケプのアイヌ料理に欠かせない、自

然の恵みから頂く特徴ある素材の使用により十分補うことが出来ると考

える。オハウ（汁もの）は、魚の頭から内臓のすべてを食べつくし、だ

しは昆布や小魚の焼き干し、豚骨などを使用する。さらに、オハウ（汁

もの）、サヨ（おかゆ）ラタシケプ（煮もの）料理に使われるギョウジ

ャニンニクや山菜の葉や茎、キハダの実や木の実、果実、オオウバユリ

の鱗茎、雑穀、豆類、キノコ類、海藻、魚や魚卵、貝類、獣や海獣の油

脂など季節豊かな伝統素材から不足栄養の補給が出来ていたと考える。
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７．おわりに

　前稿ではアイヌの人々が主食としていたオハウ（汁もの）の栄養価を

算出し若干の考察をした。引き続き本稿においてもサヨ（おかゆ）やラ

タシケプ（煮もの）の栄養価を算出しアイヌ伝統料理を数値で示すこと

が出来た。

　日常食されていたオハウ（汁もの）、サヨ（おかゆ）、ラタシケプ（煮

もの）の栄養面はエネルギー源をはじめビタミン、無機質、食物繊維が

想像以上にバランスよく摂取できた。計算して作ったり食べていたわけ

ではなく一年間の季節サイクルの中で、その時期にあるものを食するこ

とで栄養のバランスはとれていた。しかし自然の恵みから食するだけで

はものの不足状態が起きる。食料不足の危機や冬場の備えとして加工保

存の工夫がなされ伝承されていたが、次の季節のつなぎとして必要な分

だけの加工保存である。けして採りすぎない、粗末にしない精神は、食

料不足が生命の危機を招くことを体験していたからであろう。食材は捨

てることなく全て使い切る工夫がされていた。その一つ調味料タラの油

は、ほとんどの料理に使用され栄養源としてだけではなく健康効果とし

て役立っていた。

　アイヌ伝統料理に使用されている独自の素材は食用ばかりでなく薬用

としての食べ方や飲み方によって自然の恵みから命の恩恵にあずかって

いる。栄養価の数値以上に命の恩恵に感謝する食生活を知った。栄養的

価値のあるアイヌ伝統料理を今に伝承することはとても必要なことであ

る。料理や食材にこだわる必要は無い。まずは豊かさからはけして学ぶ

ことの出来ない感謝の気持ちで食を頂くことが大切である。食の基本、

命を頂くことの尊さから考え直してみることに気付かされた。そしてそ

れをかたちにしていくことが次の課題である。



（47）

苫小牧駒澤大学紀要　第20号　2009年３月

引用・参考文献

１）金内花枝　2007　「アイヌ伝統料理の栄養的考察」　̶主食としての

オハウ（汁もの）について̶　苫小牧駒澤大学紀要18号

２）萩中美枝・畑井朝子・藤村久和・吉原徒し弘・村木美幸　1992　「聞

き書　アイヌの食事」　農山漁村文化協会

３）村木美幸　2006年１月から2007年２月　アイヌ伝統料理を核とした

スローフード事業　「アイヌ食文化講座資料」　白老民族博物館

４）アイヌと自然シリーズ第３集　2004　「アイヌと植物」＜樹木偏＞

　アイヌ民族博物館

５）岸上伸啓　2005　「世界の食文化　極北」　農山漁村文化協会

６）新食品成分表編集委員会　2005　「新食品成分表」　一橋出版株式会

社

７）坂本尚　2007.vol.5　「うかたま」　農山漁村文化協会

８）福岡イト子　2000　「アイヌ植物誌」　草風館

（かねうち　はなえ・本学准教授）



苫小牧駒澤大学紀要　第20号　2009年３月

（49）

What Does A Child Centered
English Lesson Look Like?
子供を中心とした英語クラスはどのようなものか？

Seth Eugene CERVANTES
セス・ユージン・セルバンテス

　　　　Key words: child centered　　teacher centered　　humanism
　　　　　　　　　  epigenetic principle　　needs

ABSTRACT
This paper attempts to answer the following question: What does a child centered 
English lesson look like? To do this, I explain the social and school settings in 
which I teach, explore the key diff erences between the child centered and teacher 
centered approaches, show how humanistic ideas have shaped and infl uenced the 
child centered approach, and describe child centered activities I have used. These 
activities are contrasted with teacher centered activities.

苫小牧駒澤大学紀要第20号（2009年３月31日発行）
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INTRODUCTION

I have been teaching children in Japan since 1999. At many of the 

conferences I've attended over the past few years, phrases like 

“teacher centered” and “learner centered” kept on popping up. 

Despite having heard these phrases over and over, I couldn't quite 

understand the diff erence between the two. At a conference in Tokyo, 

I attended a presentation by David Paul, a well-known teacher and 

presenter in Japan. Instead of “learner centered” he used the phrase 

“child centered.” This was the fi rst time I heard this phrase, and it 

piqued my curiosity as well as imagination. For the past few years, 

I've tried to put what I learned about the child centered approach into 

action. It is through these experiences that I will attempt to explain 

what a child centered lesson looks like.

　　　The fi rst part of this paper takes a brief look at the social and 

school settings in which this paper was written. The second part 

explores the basic diff erences between the “child centered” approach 

and the “teacher centered” approach. The third part of this paper 

takes a closer look at the infl uence of humanistic research and beliefs 

on the child centered approach. The fourth part will describe child 

centered activeties in more detail and contrast them with teacher 

centered activities. 

SOCIAL AND SCHOOL SETTINGS

　　　In this section, I want to discuss briefl y the social and school 

settings in which English is taught in Japan. 

　　　Steven D. Levitt, a well-known American economist, once 
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quipped that “Morality, ... represents the way that people would like 

the world to work̶whereas economics represents how it actually 

does work” (13) ̶warts and all. Visit one of Japan's many book stores 

and you'll notice the shelves are packed with books about English. 

There are countless dictionaries and books that promise to help 

people pass any number of standardized tests. 

　　　Judging from my frequent visits to Japanese bookstores, the 

learning of English is mostly an act of passing or scoring high on some 

test.

　　　According to a recent 2007 survey conducted in Japan, some 

97% of elementary schools surveyed have English programs. The time 

spent studying English varied from as little as one hour to over 71 

school hours a year. How English is taught and what is taught varies 

from school to school.

　　　Recently, the Japanese government announced its decision to 

include English as a compulsory subject in primary schools. From 

2011, fi fth and sixth graders will be required to spend 35 class hours 

each year studying English. There will be no required textbook and 

the students will not be given a grade. It is also hoped that students 

will get a better understanding of the Japanese language and Japanese 

culture through the study of English. 

　　　Many primary school teachers in Japan now feel unprepared to 

teach their students English. Some teachers feel their English is 

inadequate, some feel English should not be taught at the primary 

level, while other have mixed feelings. The critics have been harsh, 

and one of the harshest has been former Tama University president 

Gregory Clark. 

　　　Clark wondered why the Japanese government would spend 
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time and money placing an “intolerable burden” on children so they 

could speak “stilted English with bad pronunciation.” He believes that 

the testing culture in Japan will have a negative impact on the 

students' view of English. Instead, he suggests keeping English as an 

elective. That is, giving students the right to choose English. 

Nonetheless, the trend in Japan is going toward introducing English 

from the third grade onwards as a mandatory subject.

　　　A number of changes have been made to the testing of English 

in Japan. Each year in January, students hoping to enter one of 

Japan's national (or municipal) or one of Japan's top private 

universities are required to take something called the National Center 

Test for University Admissions. Since the test includes an English 

listening portion, the result may be that parents are going to feel the 

need to help their children bone up on listening. 

　　　As English becomes more apart of the mandatory primary 

school curriculum, I wonder how this will aff ect the testing of English. 

Will future university entrance exams include oral interviews? Will 

primary school teachers be up to the challenge? These questions 

remain in the future, but in the meantime, recent trends suggest that 

English will be introduced to Japanese children at earlier stages in 

their education. Schools and families are now readying themselves to 

meet the new demands.

　　　Teaching children in Japan is a challenge and a joy. It is a 

challenge for one very obvious reason: The children don't need 

English in the same ways that immigrant children living in the U.S. 

do. Immigrant children in the U.S. face a number of challenges to 

learning English, but need and opportunity are not lacking. Take the 

average Japanese child in an English class. It is not uncommon that 
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both her parents speak little (if any) English. It is doubtful that she'll 

have ample opportunities to make friends with English speaking 

children her age. The probability is high that she's heard signifi cant 

others (e.g., a parent, an older sibling, a close friend, a teacher, etc.) say 

something like “I'm not good at English” and then, be told that she 

has to learn English. 

HOW DOES A CHILD CENTERED LESSON DIFFER
FROM A TEACHER CENTERED LESSON?

　　　As I started teaching children more, the phrase “child centered” 

kept on popping up. For a few years I couldn't quite understand what 

that phrase meant, especially in terms of classroom practices. A few 

years back I attended an English teaching conference, and I listened 

to David Paul, a well-known English teacher and teacher trainer, give 

a presentation on “child centered” lessons. Below are two diagrams 

he drew. The fi rst depicts a child centered lesson while the second 

depicts a teacher centered lesson.

A Children Centered Lesson

     The Children               The Teacher 

A Teacher Centered Lesson
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Emotional Energy: What's the Source?

　　　A teacher centered lesson introduces language in a way that is 

clear and easy to understand. Think for a moment about your own 

teaching experiences. How many times have we stood in front of a 

classroom holding our flashcards and said something like“Repeat 

after me...Red, YELLOW...”?

　　　There is little doubt about this being a teacher centered 

activity. Think of the two models. The teacher has the cards; the 

teacher shows the cards to the children and models the pronunciation; 

and fi nally the children repeat. The teacher can do this activity with a 

lot of enthusiasm and emotion and the students will feed off this 

emotion and do likewise. Their enthusiasm can give us a sense that 

the children are learning. It's important to ask where that enthusiasm 

comes from. Does it come from the teacher's performance (the 

edutainer)? or does that enthusiasm come from the child? If the source 

of emotional energy comes from the teacher then can that activity be 

considered a child centered activity? I think not. 

Whose Needs? The Parents'? The Teacher's? or The Child's?

　　　A student centered lesson draws students in. In other words it 

grabs there attention. I notice this with my own children. Once I 

brought out an English word game puzzle to show my kids. I thought 

by playing this game they could improve their English. No matter 

how much I prodded I couldn't get my kids interested in the game. 

They were more interested in watching TV and playing their video 

games. Let's go back a few sentences. Notice I said that I wanted my 

kids to improve their English. 

　　　Child psychologists often use the concept of ownership when 
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discussing knowledge acquisition. If a parent or teacher initiates the 

learning then the parent or teacher is the one who owns that 

knowledge. The parent's or teacher's role is that of a sender of 

knowledge. The child, like a passive plant receiving its vital nutrients 

from the sun, is a receiver of knowledge. It was my need to have my 

children speak English rather than my children's desire and need to 

learn.

　　　I, like most of my students' parents, want my children to speak 

English. Since English is my native language, I can claim some 

ownership over it: IT'S MY LANGUAGE! But from my children's point 

of view, it's their dad's language, NOT THEIRS! Theirs is Japanese. 

　　　My hopes and desires for my children won't change in the near 

future. I believe with all my heart that learning English can enrich my 

children's lives emotionally and fi nancially. How then do I get them to 

learn English? The belief that we can get (force?) or children to do (or 

don't) do something needs to be reconsidered. It needs to be 

reconsidered for a number of reasons. First, there are alternatives to 

the teacher centered approach. Second, and more importantly, there's 

a more eff ective way to teach children English.

Extrinsic or Intrinsic Motivation

I want to go back to my story about wanting my children to play an 

English word game. My attempts at enticing them to play didn't work. 

I thought about off ering a prize for the winner but this didn't seem 

much like a good idea. I thought about the consequences of off ering a 

reward to the winner and here is what I came up with:

● My oldest daughter would win all the time. My younger daughters 

would always lose and never get a prize. Who wants to play a 
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game in which they always lose? I know I wouldn't.

● If I gave them a prize would they play for the prize or for the 

mere enjoyment without prizes in the future? Probably not!

● I simply can't off er prizes every time I want them to play the game.

   Which is more important: intrinsic or extrinsic motivation? Although 

this is not a purely either/or question, I would argue that intrinsic 

motivation is more important and more lasting. In fact, I would go so 

far as to argue that extrinsic motivation is mostly a teacher centered 

approach. The teacher says “If you answer this question, I'll give you 

something.” The need to learn comes not from within the student but 

mostly out of the desire to get something. If the child is drawn into 

the lesson and develops the need to ask questions then it becomes 

meaningful to the child. 

HUMANSISM AND THE CHILD CENTERED APPROACH

　　　Humanism has had a big impact on the development of the 

child centered approach. The idea that a child's thoughts, feelings, and 

emotions are vital to the process of learning has shaped how I teach 

children in Japan. Some of the key thinkers of humanism are Erik 

Erikson, Abraham Maslow, and Carl Rodgers. Each of these researchers' 

ideas will be briefl y discussed. I'll explain how their ideas fi t into my 

own conception of the child centered approach.

Erik Erikson

　　　In his book Childhood and Society (1963), psychologist Erik 

Erikson argued that humans go through eight stages of psychological 

development. We pass through these stages as we age and mature 
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into old age. This was what Erikson referred to as his epigenetic 

principle. 

　　　When a child is born, she spends her fi rst years of life in the 

care of parents or loved ones. By her second or third year of life she 

begins to show signs of autonomy. By her fourth year of life, with the 

encouragement of her loved ones, she is more able to think and take 

action on her own.  

　　　It is at this stage that she begins to show signs of initiative. My 

four year old daughter, Mei, shows signs of autonomy and initiative. 

Her older sister had a wallet with money. Mei had a wallet but no 

money. One day, I asked my wife for some money to buy lunch. She 

left two 1,000 yen bills on the table. Mei, as an autonomous human, 

seized the moment and took the money and put it in her wallet, like 

her big sister. As a parent, I was put in a tight situation. Here's the 

dilemma: On one hand I don't won't my daughter taking money that 

doesn't belong to her̶that's called stealing. On the other hand, 

punishing my daughter's “exploratory” behavior runs the risk of her 

developing an unhealthy sense of guilt, which will discourage her from 

showing future initiative.

　　　As teachers of children, it's important that we develop our 

children's sense of initiative, or what others have called “risk taking.” 

I once taught a class consisting of two girls and one boy. The two 

girls had been studying together for three months before the boy 

joined the class. The boy felt uneasy and would say things like “I 

don't understand English!” He would sometimes even refuse to 

participate in activities. 

　　　Unfortunately, his fi rst few lessons were full of failed experiences. 

With each failed experience his belief that he couldn't understand 
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English grew. I needed to make his experiences in class more positive. 

I wanted him to develop his sense of autonomy to think and take the 

initiative to act without my direction. 

　　　Think back to the child centered lesson model. A child centered 

lesson draws the children in. This is what I wanted to do with this 

child. I wanted to draw him into the lesson. At the beginning of one 

class, I made a racetrack with various animal fl ashcards. I took out 

three toy cars and placed them at the start line. 

　　　I didn't say anything to the children. I wanted them to notice 

the racetrack and the toy cars. Too often teachers feel that they have 

to direct the children's attention to a game. They say things like “Look 

at this really fun game we are going to play.” The problem is that the 

child's autonomy and initiative are totally ignored. The child is capable 

of making that choice for her or himself. 

　　　To my joy, the boy noticed the racetrack and the cars. With his 

interest piqued he joined the game. The rules of the game were easy 

to understand. Each child rolled a die. If the children rolled a number 

4 or 6 they would lose a turn. If they rolled any other number, they 

would move along the racetrack. When they landed on an animal 

fl ashcard, a child would have to ask a question, such as “What is it?” 

If the child is unable to answer the question, she could ask the 

teacher: “What is it?” Because the game is based on luck (the roll of a 

die) rather than skill (being able to answer a question correctly) all the 

children have a reasonable chance at winning. 

　　　The boy, to his own amazement, won the race. He showed 

autonomy because he didn't need anyone to tell him what to do. He 

gained more confi dence and took more risks with language. 
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Abraham Maslow

　　　Psychologist Abraham Maslow believed humans were motivated 

by needs. He argued that there were two basic types of needs: 

defi ciency and being needs. Defi ciency needs are often considered the 

lower of the two. At the very bottom are the “basic psychological 

needs,” such as water and food. One basic psychological need is sleep. 

If the child doesn't get enough sleep, then it's a good bet the child 

won't learn much English. Recent studies have found that sleep and 

memory are correlates. It was discovered that the less a person sleeps 

the more likely they are to forget things. 

　　　If a child has a lack of self-esteem (“I'm no good at English!”) 

then the result may be that the child will develop a sense of 

inferiority, just as Erikson suggested. When defi ciencies are properly 

dealt with, then the child's being needs kick in. This is when the child's 

brain is cognitively involved. Maslow also formulated the idea of self-

actualization. Self-actualization is when a person realizes their full 

potential. This is the goal, however impossible, of all teachers of 

children. 

Carl Rodgers

　　　Carl Rodgers influence on humanism has been immense. 

Rodgers believed that all humans have the potential to learn. Rodgers' 

contribution to the teaching of children was his belief that learning 

takes place when it's significant to the learner. When we teach 

children, do we ever consider if what we're teaching actually matters 

to the children. If we teach colors and then ask “What color is it?” 

and the child answers “It's red,” can we really assume that the child 

has “deeply” learned how to use colors in a creative and natural 
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manner? How to make what we teach signifi cant to our students is a 

challenge. One way to overcome this challenge is to first allow the 

children to notice things and then develop their need to learn. 

　　　Significance can have a number of meanings. Psychologist 

Frank Smith's take on signifi cance is informative. Smith argued that 

learning (or not learning) takes place when knowledge is important to 

the image of the learner. He used the word “club” to describe the 

ideal situation of learning. My oldest daughter loves dancing and 

envisions herself as a dancer. Her image of herself as a dancer is 

important to her. But what about her image of herself as an English 

speaker? And what about my other students? Do my students view 

themselves as part of the “English speaking club”? or do they see 

themselves as not belonging to the English speaking club? Smith's 

message to teachers is that we provide signifi cant opportunities for 

children to develop and solidify their membership into the English 

speaking club.

CHILD CENTERED ACTIVITIES 

　　　We often run into words like “meaningful” and “meaningless.” 

What do these words mean? How are they related to the teaching of 

children? Psychologist George Kelly's personal construct theory of learning 

can help us better understand the diff erences. 

　　　A popular teaching technique for introducing a target language 

is to use fl ashcards. The teacher models the pronunciation of a word 

or phrase and the children repeat. I have used this technique many 

times over the years, but I stopped using it a few years ago. The 

reason I stopped using it is because I felt it wasn't a worthwhile learning 
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experience for the children.

　　　Instead of drawing on the students' curiosity to notice the 

target language, I was basically telling them what they needed to 

know. Kelly believed that knowledge is a personal endeavor. The child 

makes sense of English on her own terms. This is the essence of 

meaningful learning. The child may know that an apple is red, but 

doesn't care. 

　　　One activity that I use with children to teach colors is called 

counting cards. I put the children in groups of three, and ask them to 

sit in a circle. Each group is given a set of color cards. The fi rst child 

tells the second child a number̶usually a number from 1-10. If the 

fi rst child tells the second child “four,” the second child counts four 

color cards. The second child holds the fourth color card in his hand, 

and says “I have a red book.” When each child has had a turn, each 

child then takes turns telling their group members what each member 

has.

　　　 Child 1: He has a blue Stitch. She has a brown bag. 

　　　 Child 2: He has a red book. He has a blue Stitch.

　　　 Child 3: She has a brown bag. He has a red book.

During this time, I usually walk around the class and help students 

who are having trouble. Often, a child will ask me questions in 

Japanese like “Enpitsu ha nani?” At this point, I shrug my shoulders 

and pretend like I don't understand. Before the start of each class I 

write “What's      in English?” and some other phrases I think might 

be useful during a particular lesson, such as “I'm sorry. I don't 

understand” or “How do you spell      ?” 

　　　From my experience, children are pretty quick to use and pick 

up these types of phrases, especially if they fi nd ample opportunities 
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to use them during lessons. In a child centered lesson, the child 

develops a need to use language in a manner that is both personal 

and meaningful. Let's think more carefully about the differences 

between a teacher centered lesson and a child centered lesson.

　　　One basic need of a person is to think. Children have this same 

need. In a teacher centered approach, most of the thinking is done by 

the teacher. A teacher shows a child a fl ashcard of a red apple and 

say's “APPLE.” The children (at least ideally) repeat once or twice. A 

little while later, the teacher asks a child “What's this?” One of two 

things may happen: one, the child will answer “It's an apple”; or two, 

the child may not be able to answer the question. 

　　　Beyond the question of whether it's important to either the 

child or the teacher that the object in the fl ashcard is an apple, the 

child, regardless if he's able to answer the question, is not thinking 

deeply or emotionally about the question. 

　　　Now, let's consider a child centered activity. The child is 

holding a red color card and must think about something he has that's 

red. A child knows that her mother just bought apples from the local 

grocery store, but she doesn't know what the word is in English. 

However, she knows the phrase “What's      in English?” She asks 

her teacher “What's ringo in English?” The teacher answers “Apple.” 

The child is now able to complete the activity. 

　　　The diff erences between the two activities are striking. In the 

child centered activity, the child must fi rst think about something red 

she has as opposed to a red apple depicted in some fl ashcard. If the 

child doesn't know the English word for apple, she can ask the teacher 

what it means in English. The latter is a very important language 

learning strategy. Other differences between the two activities are 
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just as striking. 

　　　Rob Olson, a longtime teacher of children in Japan, wrote about 

a fascinating experience with colors. He found that children were 

noticing that the crabs in his fl ashcards were blue. From their own 

life experiences the children believed that all crabs were red. They 

argued with him and told him that crabs were not blue. He told them 

that some crabs were indeed blue. It was at this point the children's 

curiosity kicked in. Their old knowledge was transformed to fi t the 

new information. This made the color blue meaningful to the children 

he was teaching. 

　　　Another interesting way to make colors meaningful is through 

language games. The game counting cards is a good example. I used 

this activity with a large class at a Japanese primary school. At the 

start of the class, I divided the class in to groups of three or four. 

Each group was given a set of color cards. The first child says a 

number, such as “three.” The next child pulls three color cards. The 

child holds the third color card and says “I like yellow (the color of 

the card) bananas.” This process is repeated until each child has at 

least two chances to speak. 

　　　What's nice about this activity is that the target language can 

be changed. Instead of the children saying “I like yellow bananas” 

they can say “I have yellow pencils.” Notice the teacher's role in this 

activity. The teacher's role is that of mediator. A rule (which the 

students have trouble keeping) is that they are not allowed to use 

Japanese. If they don't know the word, they have to ask the teacher 

“What's       in English?” One child picked a brown card and asked 

me “What's unko in English?” I told him, “It's poop.” With a smile, he 

told his group “I like brown poop.”
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　　　This activity was done with beginning students, but it can be 

adapted for more advanced students. For my more capable students, 

we play a game called Touch and Write. I divide the class into two 

teams. Each team selects a team name. I place the color cards on the 

table. A team member from one of the teams pulls the top color card. 

Another team member from the opposing team rolls a die. If the 

number rolled is fi ve, then each team must touch fi ve items that are 

the same color as the color card. If the students don't know how to 

say the word in English, they ask the teacher “What's this in 

English?” If they don't know the spelling they ask “How do you spell

      ?” I even let them use a picture dictionary so they can look up 

the word for themselves. The first team to write five items on the 

whiteboard wins and gets fi ve points. After a few rounds of playing 

the game, the team with the highest point total wins. I usually put a 

time limit, about a minute or two, on the activity. 

　　　Again, notice the teacher's role in each activity. The teacher is 

a resource for the students. When they want to know a word or a 

spelling of a word, they ask the teacher in English. The students have 

something they want to say that is meaningful and the teacher helps 

them say it. For a more thorough discussion of the differences 

between a child centered lesson and a teacher centered I suggest 

reading David Paul's excellent book Teaching English to Children in Asia.

CONCLUSION

　　　In this paper, I have attempted to describe the child centered 

approach. In the fi rst section, I discussed the social and school settings 

in which I teach. There is a trend in Japan to introduce English in the 
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primary schools. Although many primary schools already have 

English programs in place to some extent or another, English is not 

yet a compulsory subject. Many primary schools feel unprepared to 

teach their students. The critics suggest that making English a 

compulsory subject will not produce better English speakers.

　　　In the second section, I discussed some key diff erences between 

the child centered approach and the teacher centered approach. A 

major difference between the two is that a child centered lesson 

draws children into the lesson. It puts the needs of the child above the 

needs of the teacher and the parents. I also argued that motivation 

must come from within the child. A child should feel the emotional 

need to say something in English. Giving kids prizes may lessen the 

child's intrinsic need to learn English and make it her own.

　　　In the third section, I discussed the role of important humanistic 

thinkers and ideas in the child centered approach. The idea that the 

child is a real thinking and feeling human is important. The teacher 

centered approach often treats children like computers. All you need 

to do is put the input inside the children and they'll be talking. What's 

missing is the very real fact that children construct their world, 

including knowledge of English, in a manner that is meaningful to 

them. 

 In the fi nal section, I contrasted a child centered activity with 

a teacher centered activity. In the child centered activity the child 

produced language that was personal and undirected. In the teacher 

centered activity, the child did not produce language that was 

personal and only spoke as directed. The child centered activity 

encouraged thinking and the use of basic language learning strategies 

(What's      in English?) while the other only encouraged the child to 
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reproduce knowledge in way that was contrived and unknown to the 

child's real world outside of school.
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